
考
心
会
の
平
成
24
年
度
（
第
16
回
）
総
会
が
、

５
月
６
日
午
後
１
時
か
ら
大
和
市
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
会
員
２
５
６
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
挨
拶
に
立
っ
た
吉
村
悟
一
会
長
は
、

「
今
年
度
は
会
員
交
流
名
簿
〝
心
の
ひ
ろ
ば
〟

の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
病
気
の
こ
と
、
そ

の
後
の
生
活
や
趣
味
の
こ
と
な
ど
を
会
員
同
士

が
普
段
着
の
ま
ま
話
し
合
え
る
仲
間
に
な
ろ
う

と
作
成
す
る
も
の
で
、
個
人
情
報
保
護
法
の
関

連
か
ら
開
示
に
賛
成
の
方
の
み
を
対
象
に
行
い

ま
す
。
大
い
に
活
用
し
て
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
今
年
度
の
事
業
の
一
端

を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
田
国
雄
副
会
長
を
議
長
に
選
出
し

て
総
会
を
開
催
、
事
務
局
側
か
ら
平
成
23
年
度

事
業
報
告
、
会
計
報
告
・
監
査
報
告
、
並
び
に

平
成
24
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
、
会

員
交
流
名
簿
「
心
の
ひ
ろ
ば
」
作
成
の
件
、
役

員
改
選
の
承
認
を
求
め
る
件
に
つ
い
て
の
提
案

説
明
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
全

会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
大
崎
病
院
東
京
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

長
の
南
淵
明
宏
先
生
が
、
テ
レ
ビ
出
演
や
ブ
ル

ネ
イ
王
国
で
の
手
術
の
こ
と
、
相
模
原
協
同
病

院
心
臓
血
管
外
科
部
長
の
藤
崎
浩
行
先
生
が
救

命
と
延
命
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
国
士
舘
大
学
大
学
院
救
急
シ
ス
テ

ム
研
究
科
教
授
の
田
中
秀
治
先
生
が
「
心
肺
蘇

生
法
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
に
つ
い

て
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら

分
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
出
席
し
た
会
員
は
「
救
命
措
置
が
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
を
認
識
し
ま
し
た
。
実
際
に
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
や
っ
て

み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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■
平
成
23
年
度
事
業
報
告

総
会
＝
５
月

１
日
㈰
13
時
開
会
（
大
和
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
出
席
者
２
８
６
名
。
第
１
部
＝
総
会
。

平
成
22
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
・
監
査

報
告
の
承
認
を
求
め
る
件
、
平
成
23
年
度
事

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
・
役
員
の
一
部
改

選
案
の
承
認
を
求
め
る
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
後
講
演
が
行
わ
れ
、
南
淵
明
宏

先
生
に
「
心
臓
病
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
❷
」
に

関
す
る
考
察
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第

２
部
は
「
考
心
会
の
今
後
に
つ
い
て
」
フ
リ

ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
会
員
募
集
と
入
会
対

策
、
健
全
財
政
の
維
持
と
財
政
の
安
定
化
、

幹
事
会
の
活
性
化
、
会
員
交
流
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
、
意
見

や
提
案
を
今
後
の
運
営

に
活
か
す
た
め
、
幹

事
会
で
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

（
３
頁
参
照
）。
創
立

15
周
年
記
念
事
業
＝

「
心
臓
病
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
❷
」
の
報
告
書
を
作
成
（
Ａ
４
判
58

頁
・
２
千
部
）、
単
行
本
『
心
臓
病
と
の
闘

い
❷
〜
再
発
に
そ
な
え
て
』
を
出
版
（
Ｂ
６

判
１
９
０
頁
・
２
千
部
）。
15
周
年
記
念
講

演
会
＝
11
月
３
日
（
祝
）
13
時
開
会
（
大
和

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
出
席
者
３
０
４
名
。

第
１
部
＝
ミ
ニ
講
演
「
15
周
年
に
寄
せ
て
」

南
淵
明
宏
先
生
（
東
京
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

長
）、「
心
臓
手
術
後
の
生
活
に
つ
い
て
」
藤

崎
浩
行
先
生
（
相
模
原
協
同
病
院
心
臓
血
管

外
科
部
長
）。
記
念
講
演
「
ブ
ッ
ダ
の
教
え

で
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
佐
々
木
閑
先
生

（
花
園
大
学
文
学
部
国
際
禅
学
科
教
授
）。
第

２
部
＝
上
松
美
香
＆
藤
間
仁
コ
ン
サ
ー
ト

（
日
本
を
代
表
す
る
ア
ル
パ
奏
者
）。
講
演
・

コ
ン
サ
ー
ト
と
も
に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
幹
事
会
・
役
員
会
＝
31
回
（
幹
事
会
19

回
、
役
員
会
・
そ
の
他
12
回
）
総
会
・
講
演

会
の
企
画
と
準
備
（
案
内
書
・
報
告
書
・
計

画
書
の
作
成
・
発
送
、「
考
心
」
の
編
集
・

校
正
・
発
送
作
業
）、
15
周
年
記
念
事
業
の

打
ち
合
わ
せ
準
備
と
資
料
作
成
。
会
報
＝

「
考
心
」
の
発
行
・
第
28
号
（
６
月
５
日
発

行
・
Ａ
４
判
32
ペ
ー
ジ
・
２
千
部
）。
第
29

号
（
12
月
11
日
発
行
・
Ａ
４
判
32
ペ
ー
ジ
・

２
千
部
）。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
活

動
（http://w

w
w

.koushinkai.net/

）
＝

総
会
・
講
演
会
・
15
周
年
記
念
事
業
な
ど
の

情
報
発
信
と
会
員
募
集
な
ど
を
呼
び
か
け

る
。
協
賛
会
員
・
寄
付
金
の
募
集
活
動
＝
協

賛
会
員
０
法
人
、
「
心
臓
病
と
の
闘
い
❷
」

の
協
賛
広
告
募
集
４
件
（
雑
収
入
44
万
円
）。

会
員
数
（
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
）
＝
一

般
会
員
７
６
５
人
（
前
年
度
比
▲
64
人
）
、

協
賛
会
員
６
法
人
（
前
年
度
比
▲
４
法
人
）

平
成
23
年
度
入
会
者
31
人
・
退
会
者
95
人
。

■
平
成
23
年
度
収
支
報
告
　
収
入
の
部
＝

前
年
度
繰
越
金
97
万
２
千
６
６
２
円
、
会
費

２
２
１
万
１
千
円
、
協
賛
会
費
７
万
円
、
寄

付
金
８
万
４
千
円
、
雑
収
入
85
万
３
１
０
円
、

特
別
準
備
金
繰
入
１
９
０
万
円
、
合
計
６
０

８
万
７
千
９
７
２
円
。
支
出
の
部
＝
総
会
・

講
演
会
費
63
万
５
千
３
１
３
円
、
「
考
心
」

発
行
費
72
万
６
千
１
５
８
円
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
費
66
万
８
千
６
１
０
円
、
体
験
集
『
心

臓
病
と
の
闘
い
❷
』
製
作
・
発
送
費
１
５
６

万
６
６
９
円
、
会
議
費
23
万
５
千
９
８
３
円
、

渉
外
費
３
万
円
、
交
通
費
14
万
１
千
４
７
０

円
、
事
務
費
６
万
６
千
２
６
８
円
、
委
託
費

11
万
５
千
41
円
、
手
数
料
４
千
６
９
５
円
、

通
信
費
14
万
４
千
５
４
０
円
、
慶
弔
費
３
万

円
、
傷
害
保
険
料
７
千
２
０
０
円
、
特
別
事

業
準
備
金
30
万
円
、
次
年
度
繰
越
金
１
４
２

万
２
千
25
円
、
合
計
６
０
８
万
７
千
９
７
２

円
。
財
産
目
録
＝
普
通
預
金
残
高
１
３
５
万

８
千
７
９
０
円
、
現
金
残
高
６
万
３
千
２
３

５
円
。
特
別
事
業
準
備
金
１
６
０
万
円
。

■
会
計
監
査
報
告

現
金
出
納
帳
、
預
金

通
帳
、
現
金
、
総
勘
定
元
帳
、
証
憑
書
類
な

ど
監
査
の
結
果
、
正
確
に
て
誤
り
な
し
と
認

め
ま
す
（
４
月
１
日
会
計
監
査
浅
野
武
央
、

田
幸
子
・
印
）。

■
平
成
24
年
度
事
業
計
画
　
総
会
＝
５
月

６
日
㈰
13
時
開
会
（
大
和
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
２
５
６
名
出
席
。
平
成
23
年
度
事
業

報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
24
年

度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
、
会
員
交
流

名
簿
「
心
の
ひ
ろ
ば
」
作
成
に
関
す
る
件
、

役
員
改
選
の
承
認
を
求
め
る
件
な
ど
６
議
案

総会
報告

第30号（2）こうしん平成24年6月10日(日)

平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
を
可
決

会計報告する大貫会計

事業報告する山本事務局長

司会の古沢事務局次長

議長を務める田副会長



を
提
出
、
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
「
近
況
報
告
」
南
淵
明
宏
先
生

（
大
崎
病
院
・
東
京
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
）、

「
救
命
と
延
命
に
つ
い
て
」
藤
崎
浩
行
先
生

（
相
模
原
協
同
病
院
心
臓
血
管
外
科
部
長
）、

「
心
肺
蘇
生
法
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
田
中

秀
治
先
生
（
国
士
舘
大
学
大
学
院
救
急
シ
ス

テ
ム
研
究
科
教
授
）。
講
演
会
＝
10
月
24
日

㈬
13
時
開
会
（
藤
沢
市
民
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル
）
講
演
と
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま
す
。

幹
事
会
・
役
員
会
＝
20
回
（
総
会
・
講
演
会

の
企
画
・
準
備
・
考
心
の
発
行
な
ど
）。
会

報
＝
「
考
心
」
の
発
行
（
６
月
、
11
月
）
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
活
動
（
会
の
活
動

Ｐ
Ｒ
と
入
会
の
呼
び
か
け
）
一
般
会
員
・
協

賛
会
員
の
募
集
活
動
。

■
平
成
24
年
度
収
支
予
算
　
収
入
の
部
＝

前
年
度
繰
越
金
１
４
２
万
２
千
25
円
、
会
費

２
２
１
万
１
千
円
、
協
賛
会
費
10
万
円
、
雑

収
入
10
万
円
、
合
計
３
８
３
万
３
千
25
円
。

支
出
の
部
＝
総
会
・
講
演
会
費
１
１
０
万

円
、「
考
心
」
発
行
費
90
万
円
、
委
託
費
15

万
円
、
通
信
費
50
万
円
、
傷
害
保
険
料
２
万

円
、
会
議
費
35
万
円
、
渉
外
費
10
万
円
、
交

通
費
25
万
円
、
事
務
費
30
万
円
、
手
数
料
１

万
円
、
慶
弔
費
３
万
円
、
修
繕
費
３
万
円
、

予
備
費
９
万
３
千
25
円
、
合
計
３
８
３
万
３

千
25
円
。
平
成
24
年
度
特
別
事
業
準
備
金
１

６
０
万
円
。
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⑴
会
員
募
集
と
入
会
対
策
に
つ
い
て

①
会
報
「
考
心
」
及
び
Ｈ
Ｐ
上
で
入

会
案
内
を
呼
び
か
け
る
…
ポ
ス
タ
ー
作

成
、
入
会
者
の
声
な
ど
を
紹
介
す
る
。
　
　
　

②
病
院
へ
入
会
の
協
力
を
お
願
い
す

る
。
東
京
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

…
入
会
案
内
・
ポ
ス
タ
ー
と

申
込
書
配
布
。
相
模
原
協
同

病
院
…
入
会
案
内
・
ポ
ス
タ

ー
と
申
込
書
配
布
。
大
和
成

和
病
院
…
し
ば
ら
く
の
間
、

考
心
会
と
は
距
離
を
置
き
た

い
。

⑵
健
全
財
政
の
維
持
と
財
政

の
安
定
化
に
つ
い
て

①
会
員
（
個
人
会
員
）
か

ら
１
口
以
上
の
会
費
を
集
め

た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た
が
、
会
費
の
公
平
性

か
ら
考
え
て
も
な
じ
ま
な
い

の
で
、
従
来
通
り
１
人
（
１

家
族
）
３
千
円
を
お
支
払
い

い
た
だ
く
こ
と
を
確
認
。

②
寄
付
行
為
に
つ
い
て
は

制
限
を
設
け
な
い
。

③
協
賛
会
員
…
従
来
通
り

１
口
１
万
円
と
す
る
。

④
会
場
の
確
保
に
つ
い
て

は
公
共
施
設
（
日
曜
日
）
を

優
先
し
、
抽
選
も
れ
の
場
合
は
、
土

曜
・
平
日
利
用
も
考
え
る
。

⑶
幹
事
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
（
若
い

人
を
幹
事
に
加
え
、
活
性
化
と
若
返
り

を
は
か
る
）

①
新
幹
事
を
募
集
す
る
。（
平
成
24

年
度
よ
り
新
た
に
２
名
（
佐
藤
重
夫
さ

ん
、
松
本
司
さ
ん
）
が
幹
事
に
就
任
さ

れ
た
。（
新
役
員
は
27
ペ
ー
ジ
参
照
）

②
会
報
「
考
心
」
と
Ｈ
Ｐ
に
「
幹

事
会
だ
よ
り
」
を
掲
載
し
、
幹
事
が
持

ち
ま
わ
り
制
で
執
筆
、
楽
し
い
幹
事
会

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
第
29
号
よ
り

実
施
。

⑷
活
動
の
充
実
と
会
員
の
交
流
促
進
に

つ
い
て

①
会
員
同
士
の
交
流
を
は
か
る
た
め

に
、
会
員
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
病
名
な
ど
を
記
入
し

た
会
員
名
簿
を
作
成
、
会
員
に
配
布
し

て
活
用
を
は
か
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
個
人
情
報
保
護
法
に
も
と
づ
く
「
第

三
者
提
供
の
制
限
」
に
該
当
す
る
た
め
、

名
簿
作
成
・
公
開
に
同
意
さ
れ
る
方
の

み
を
対
象
に
行
う
。
平
成
24
年
度
事
業

「
会
員
交
流
名
簿
心
の
ひ
ろ
ば
」
と
し

て
取
り
組
む
。

②
総
会
や
講
演
会
に
は
グ
ル
ー
プ
討

論
、
パ
ネ
ル
討
論
、
体
験
発
表
な
ど
を

で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
る
。
特
に
グ
ル

ー
プ
討
論
は
症
例
別
に
小
グ
ル
ー
プ

（
10
人
前
後
）
に
分
け
、
参
加
者
全
員

が
情
報
交
換
の
で
き
る
き
め
細
か
い
対

応
を
行
う
。
平
成
24
年
度
の
講
演
会

（
10
月
24
日
）
よ
り
実
施
す
る
。

③
会
員
の
要
望
に
即
し
た
講
演
会
を

行
う
た
め
、
心
臓
病
に
関
連
し
た
講
演

ば
か
り
で
な
く
、
他
の
病
気
や
哲
学
、

宗
教
、
趣
味
、
老
後
の
人
生
や
生
き
方

な
ど
も
学
べ
る
講
演
会
を
開
催
す
る
。

平
成
23
年
の
講
演
会
よ
り
実
施
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
考
心
会
専

用
の
ブ
ロ
グ
を
設
置
し
て
、
症
例
別
に

情
報
交
換
や
意
見
な
ど
の
書
き
込
み
が

で
き
る
ツ
ー
ル
を
用
意
し
、
活
用
し
て

も
ら
う
。
こ
れ
は
Ｈ
Ｐ
と
同
様
、
Ｐ
Ｒ

に
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
が
、
ブ
ロ
グ

管
理
な
ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
実
施

時
期
と
内
容
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
幹

事
会
で
検
討
す
る
。

⑤
講
演
会
の
ほ
か
、
音
楽
会
、
落
語
、

漫
才
、
朗
読
、
詩
吟
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

会
員
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入

れ
る
。
プ
ロ
ば
か
り
で
な
く
、
会
員
の

中
で
趣
味
や
特
技
の
あ
る
方
に
も
協
力

を
お
願
い
し
て
実
施
す
る
。⑸

そ
の
他

東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
へ
義

援
金
を
贈
っ
て
は
と
い
う
提
案
が
あ
っ

た
が
、
寄
付
は
個
々
人
の
意
思
の
問
題

で
会
費
を
義
援
金
に
当
て
る
の
は
会
費

の
目
的
外
使
用
に
も
当
た
る
た
め
、
拠

出
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。（
※
平
成
23

年
度
総
会
で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
「
考
心
会

の
今
後
」
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
事
項

を
幹
事
会
で
検
討
し
た
結
果
で
す
）

平
成
24
度
に
会
員
交
流
名
簿
「
心
の
ひ
ろ
ば
」
作
成

「考心会」の今後の活動について

閉会の挨拶をする後藤幹事



古
沢
さ
ん
、
ご
紹
介
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
皆
様
も
お
元
気

な
顔
を
こ
う
や
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

心
臓
の
手
術
を
34
歳
の
と
き
か
ら
独

り
で
や
り
出
し
て
、
今
は
54
歳
と
い
う

こ
と
で
ち
ょ
う
ど
20
年
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
に
手
術
さ
れ
て
何
年
前
に
手
術

し
た
か
よ
く
覚
え
て
い
な
い
、
そ
う
い

う
患
者
さ
ん
が
本
当
に
た
く
さ
ん
こ
の

中
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
非
常
に
元
気

な
顔
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
僕
自
身
も

大
変
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

考
心
会
は
年
に
２
回
開
か
れ
ま
す
が
、

僕
自
身
、
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
萎
え

て
、
ガ
ク
ッ
と
な
っ
て
い
る
と
き

に
こ
の
考
心
会
に
出
席
し
て
、
そ

れ
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て

い
ま
す
。
３
月
、
４
月
ぐ
ら
い
か

ら
手
術
件
数
が
突
然
増
え
て
き
ま

し
た
。
４
月
は
こ
の
20
年
間
で
も

１
カ
月
当
た
り
で
一
番
た
く
さ
ん
の
手

術
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
54
歳
に
し
て
36
件
と
い
う
こ
と

で
、
個
人
的
に
非
常
に
患
者
さ
ん
に
恵

ま
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
社
会
に
そ
う

し
た
需
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、（
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
は
心
臓
の
手
術
を
受

け
る
と
い
う
の
は
嫌
で
し
ょ
う
け
れ
ど

も
…
）
僕
に
と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
大
勢

の
皆
さ
ん
に
用
途
を
見
つ
け
て
い
た
だ

い
て
本
当
に
う
れ
し
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
今
は
か
な
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
充
満
し
て
相
当
に

走
っ
て
い
る
状
況
で
、
今

回
の
考
心
会
に
の
ぞ
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
つ
も
本
当
に
、
僕
が
割
と
落
ち
込

ん
で
い
る
と
き
に
考
心
会
で
皆
さ
ん
に

お
目
に
か
か
っ
て
元
気
を
い
た
だ
く
の

で
す
け
ど
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と

い
う
感
じ
で
す
。

２
月
あ
た
り
か
ら
南
淵
の
顔
が
テ
レ

ビ
に
い
っ
ぱ
い
出
て
い
る
。（
笑
）
別
の

チ
ャ
ン
ネ
ル

に
し
て
み
よ

う
か
な
と
ひ

ね
っ
た
ら
、

あ
、
ま
だ
出

て
い
る
。（
笑
）

さ
っ
き
の
ニ

ュ
ー
ス
が
終

わ
っ
た
の
に

次
の
ニ
ュ
ー

ス
に
ま
た
出

て
い
る
。
何

だ
こ
れ
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
に

は
３
回
連
続

出
て
る
じ
ゃ

な
い
か
と
…
…
。「
め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
」

「
と
く
ダ
ネ
！
」「
知
り
た
が
り
！
」
と

続
い
て
、
テ
レ
ビ
朝
日
を
つ
け
た
ら
、

ま
た
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
天
皇
陛
下
の
手
術
で
、

心
臓
の
手
術
に
対
し
て
世
の
中
の
理
解

が
非
常
に
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特

に
顕
著
な
の
が
「
リ
ハ
ビ
リ
」
で
す
。

僕
の
チ
ー
ム
に
徳
田
雅
直
君
と
い
う
の

が
い
て
、
今
日
も
来
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
理
学
療
法
士
と
し
て
病
院

で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
今
、
リ
ハ
ビ
リ
が
売
り
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。
陛
下
の
手
術
が
終
わ
っ
て

一
段
落
し
て
い
る
状
況
で
、
今
度
は
リ

ハ
ビ
リ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
リ
ハ
ビ
リ

が
ネ
タ
に
な
り
ま
し
た
。

胸
水
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
中
で
経
験

の
あ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
胸
水
な
ん
て
、
大
変
失

礼
な
言
い
方
で
す
が
マ
イ
ナ
ー
な
話
な

ん
で
す
ね
、
胸
水
が
こ
ん
な
に
社
会
の

脚
光
を
浴
び
る
も
の
な
の
か
、
そ
う
い

う
こ
と
が
象
徴
的
に
物
語
る
よ
う
に
、

今
回
の
出
来
事
で
社
会
も
メ
デ
ィ
ア
も

心
臓
の
手
術
に
対
し
て
非
常
に
深
く
具

体
的
に
言
及
し
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
か
ら
さ
っ
き
言
い
か
け
ま
し
た
け
れ

ど
、
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
「
心
臓
の
手

術
を
や
っ
た
後
に
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
て
あ

る
ん
で
す
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

メ
デ
ィ
ア
の
人
が
言
う
わ
け
で
す
。

心
臓
の
手
術
を
し
た
ら
、
み
ん
な
も

う
寝
た
き
り
だ
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち

が
多
く
、
そ
う
い
う
偏
見
が
強
い
の
で

す
。「
リ
ハ
ビ
リ
っ
て
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
の
上
を
走
っ
た
り
、
自
転
車
を
こ
い

だ
り
す
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と

で
き
る
ん
で
す
か
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

普
通
で
き
ま
す
よ
ね
。
当
た
り
前
で
す
。

で
も
世
間
一
般
の
人
で
、
そ
ん
な
ふ
う

国
の
歴
史
を
超
え
た
マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
世
界

こうしん平成24年6月10日(日) 第30号（4）
１
カ
月
に
36
件
の
手
術
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
か
な
り
充
満
し
て
い
ま
す

天
皇
陛
下
の
手
術
は
心
臓
手
術
や
リ

ハ
ビ
リ
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た

大崎病院・東京ハートセンター長

南 淵 明 宏  先 生

近況
報告

ブ
ル
ネ
イ
王
国
を
訪
問
し
て



に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
心
臓
の
手
術
後
は
も

う
ず
っ
と
寝
た
き
り
だ
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
リ
ハ
ビ

リ
は
す
ご
い
な
、
心
臓
の
手
術
の
リ
ハ

ビ
リ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
で
ま
た
僕
や
徳
田
君
が
ニ
ュ
ー
ス

に
出
た
り
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
と
に
か
く
世
間

一
般
の
理
解
が
本
当
に
広
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
僕
自

身
も
そ
う
い
う
使
命
感
み
た
い
な
も
の

を
持
っ
て
あ
あ
い
う
形
で
い
ろ
い
ろ
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
、
そ

れ
な
り
の
効
果
は
あ
っ
た
の
か
な
と
は

思
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
時
期

を
同
じ
く
し
て
３
月
号
の
月
刊
『
文
藝

春
秋
』
に
原
稿
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
今
の
保
険
制
度
は
あ
ま
り
に

も
す
ば
ら
し
い
。
日
本
の
保
険
制
度
あ

る
い
は
日
本
の
社
会
を
見
渡
す
と
、
電

車
が
全
く
遅
れ
な
い
と
か
、
普
通
に
水

道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
出
て
そ
れ

が
飲
め
る
と
か
、
我
々
が
常
に
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
が
先
人
の
絶

え
間
ぬ
努
力
や
、
現
在
も
莫
大
な
お
金

を
使
っ
て
そ
れ
を
維
持
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
、
皆
さ
ん
方
が
あ
ま
り
に

も
気
づ
い
て
な
さ
過
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
日
本
の
保

険
制
度
や
さ
ま
ざ
ま
な
積
み
重
ね
を
も

っ
と
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意

見
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
都
知
事
の
目
に
も
留
ま
っ
て
、

お
読
み
に
な
ら
れ
た
日
の
会
見
で
も
引

用
し
て
い
た
だ
い
た
み
た
い
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
日
、

都
知
事
と
対
談
す
る
予
定
だ
っ
た
の
で

す
が
１
カ
月
延
び
て
し
ま
い
ま
し
た
。

明
日
、
都
知
事
は
ど
う
し
て
も
尖
閣
の

話
を
番
組
で
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

明
日
が
延
び
て
、
１
カ
月
後
ぐ
ら
い
に

対
談
と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
が
、

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
で
は
あ
る
程

度
、
時
間
の
あ
る
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

余
計
な
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
に
出
演
し
て
ニ
ュ
ー
ス
で
「
あ
ん
た
、

こ
れ
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
言
わ
れ
、「
は
い
は
い
」。
あ

る
い
は
「
Mr
サ
ン
デ
ー
」
に
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
で
出
て
、
い
き
な
り
パ
ッ
と
振

ら
れ
て
10
秒
ぐ
ら
い
で
何
か
言
わ
な
き

ゃ
い
け
な
い
と
い
う
の
で
は
な

く
、「
ど
う
ぞ
、
お
好
き
な
よ
う

に
し
ゃ
べ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
番
組
に
出
て
意
見
を
述
べ
る
の

が
一
番
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か

そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
何

か
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う
番

組
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
M
X
テ
レ

ビ
で
あ
ま
り
視
聴
率
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
都
知
事
と
の
対

談
に
期
待
し
て
い
る
次
第
で
す
。

近
況
は
大
体
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で

す
。先

ほ
ど
、
古
沢
さ
ん
か
ら
お
話

が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
４
月
は

本
当
に
た
く
さ
ん
の
手
術
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
連
休
と
い

う
こ
と
で
暇
な
ら
手
術
に
来
い
と

い
う
こ
と
で
、
実
は
ボ
ル
ネ
オ
島

の
ブ
ル
ネ
イ
王
国
か
ら
お
呼
び
が
か
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

マ
レ
ー
シ
ア
で
病
院
を
展
開
し
て
い
る

大
き
な
病
院
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
非

常
に
高
級
で
す
ば
ら
し
い
病
院
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
国
が
25
％
、
そ

の
会
社
が
75
％
出
資
と
い
う
こ
と
で
す
。

ブ
ル
ネ
イ
王
国
は
石
油
の
国
で
す
。

ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
国
が
大
変

お
金
持
ち
で
税
金
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
空
港

に
も
免
税
店
と
い
う
の
が
な
い
。
税
金

が
な
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
税
金
が

か
か
っ
て
い
な
い
。
た
ば
こ
に
も
か
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
お
酒
は
販

売
自
体
が
駄
目
な
の
で
す
。
た
ば
こ
は

い
い
ん
で
す
が
、
お
酒
は
ど
こ
も
売
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か

ら
非
常
に
優
等
生
な
国
で
す
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
行
き
ま
す
と
、

本
当
に
「
マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い

う
か
…
。
皆
さ
ん
ブ
ル
ネ
イ
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
下
に
連

な
る
セ
ブ
島
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
あ

る
大
き
な
島
で
す
。
ボ
ル
ネ
オ
島
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島

と
言
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
下
半

分
、
上
半
分
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
領
土
で

す
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
の
は
マ
レ
ー

半
島
も
あ
る
の
で
す
が
、
ボ
ル
ネ
オ
島

に
も
領
土
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

言
葉
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
マ
レ
ー
語

で
す
が
、
両
方
大
体
同
じ
で
す
。

90
年
前
か
ら
ず
っ
と
イ
ギ
リ
ス
が
統

治
し
て
い
て
一
九
八
四
年
に
独
立
し
ま

し
た
。
石
油
が
出
る
の
で
す
が
、
シ
ェ

ル
石
油
が
90
年
前
か
ら
そ
こ
に
基
地
を

構
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
へ

行
き
ま
す
と
、
本
当
に
「
マ
ル
チ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
」
と
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い

よ
う
な
た
く
さ
ん
の
方
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
方
々
と
お
会
い
し
ま
す
。
意
外
だ

っ
た
の
が
イ
ン
ド
で
す
。
そ
れ
か
ら
す

ぐ
北
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
す
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
も
と
も
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先
人
の
努
力
で
日
本
の
今
の
保
険
制

度
が
維
持
さ
れ
て
き
て
い
ま
す

ブ
ル
ネ
イ
王
国
に
呼
ば
れ
て

心
臓
手
術
を
し
て
き
ま
し
た



と
の
マ
レ
ー
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、

マ
レ
ー
半
島
の
マ
レ
ー
人
も
移
っ
て
き

て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
が
商
売
で
資
本

投
下
し
た
り
、
南
側
の
ジ
ャ
ワ
島
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
も
来
て
い
ま
す
。
コ

ケ
イ
ジ
ャ
ン
（Caucasian

）
と
い
う

言
い
方
を
し
ま
す
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
方
々
、
イ
ギ
リ
ス
が
中
心
で
す
。
そ

れ
か
ら
メ
ル
ボ
ル
ン
と
も
交
流
が
あ
っ

て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人

が
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
何
と
い

う
か
90
年
と
い
う
歴
史
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
ね
。
例
え
ば
中
国
は
福
建
の
方
が
多

い
の
で
す
け
ど
、
中
国
人
同
士
が
会
っ

て
「
い
つ
お
ま
え
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
ブ

ル
ネ
イ
に
来
た
ん
だ
」
と
言
っ
た
ら
、

「
フ
ォ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
４
世
代
）

だ
」
と
い
う
話
を
す
る
の
で
す
。「
あ
ん

た
は
」
と
言
う
と
、「
２
世
代
」
と
こ
ん

な
感
じ
で
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

さ
っ
き
石
原
さ
ん
の
話
が
出
ま
し
た
が
、

尖
閣
で
あ
る
と
か
南
沙
諸
島
で
す
ね
。

確
か
に
国
の
線
引
き
的
に
は
境
界
線
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
問
題
、

歴
史
と
し
て
は
数
百
年
の
交
流
が
あ
っ

て
、
ア
バ
ウ
ト
と
い
う
か
フ
ァ
ジ
ー
と

い
う
か
、
あ
る
い
は
実
際
に
そ
の
現
場

と
い
う
の
は
１
０
０
年
、
２
０
０
年
、

３
０
０
年
、
４
０
０
年
の
レ
ベ
ル
で
交

流
し
合
っ
て
い
る
の
で
す
。

本
当
に
赤
道
直
下
で
す
か
ら
暑
い
太

陽
の
下
で
カ
ッ
と
照
っ
て
い
ま
し
て
、

波
も
全
然
な
く
て
、
海
も
静
か
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
に
も
戦
争
で
南
方

方
面
に
行
か
れ
た
方
、
イ
ン
パ
ー
ル
作

戦
や
イ
号
作
戦
と
か
い
ろ
ん
な
も
の
に

参
加
し
た
方
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
あ
い
う
と
こ
ろ
は
夕
焼
け
が
も
の
す

ご
く
き
れ
い
な
の
で
す
。

ま
さ
に
三
橋
美
智
也
さ
ん
の
歌
に
あ

り
ま
す
「（
歌
）
真
っ
赤
な
太
陽
燃
え
て

い
る
　
果
て
な
い
南
の
大
空
に
…
」

（『
怪
傑
ハ
リ
マ
オ
の
歌
』）
な
ん
て
い
う

歌
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
と
、
い
や
あ
こ

れ
は
お
れ
も
一
人
の
日
本
人
と
し
て
何

か
こ
こ
で
夢
を
や
り
遂
げ
た
い
な
と
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
方
は
、
過
去

何
百
年
の
間
に
た
く
さ
ん
い
た
ん
で
し

ょ
う
ね
。
日
本
人
に
限
ら
ず
、
ル
ソ
ン

島
か
ら
南
に
渡
っ
て
き
た
り
、
あ
る
い

は
大
陸
か
ら
行
っ
た
り
。
そ
れ
か
ら
ボ

ル
ネ
オ
の
北
と
い
う
と
ブ
ル
ネ
イ
で
す

が
、
ブ
ル
ネ
イ
と
い
う
の
は
バ
ン
ダ

ル
・
ス
リ
・
ブ
ガ
ワ
ン
が
首
都
で
す
。

す
ぐ
隣
が
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
隣
が
サ
ン
ダ
カ

ン
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
熊
井
啓
の
「
サ
ン

ダ
カ
ン
八
番
娼
館
」
と
い
う
映
画
が
あ

り
ま
す
。
今
村
昌
平
の
「
女
衒ZEG

EN

」

と
い
う
映
画
の
舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
日
本
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

と
い
う
も
の
が
戦
争
前
の
時
代
か
ら
い

ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
は
中
国
文
化
と
い
う
の
を
堪
能

い
た
し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
一
曲

歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
歌

う
と
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
受
け
る
ん
で
す
。

中
国
の
女
性
を
コ
ロ
ッ
と
そ
の
気
に
さ

せ
る
と
い
う
と
変
で
す
け
れ
ど
も
、
う

ち
の
家
内
も
中
国
人
な
ん
で
す
。（
45
秒
、

中
国
語
の
歌
を
披
露
）（
拍
手
）

こ
の
歌
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

ん
で
す
。
日
本
の
方
は
海
外
の
歌
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
す
ご
く
い
い

歌
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
今

の
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
大
陸
も
、

そ
れ
か
ら
ブ
ル
ネ
イ
も
中
国
語
が
で
き

る
女
性
の
10
人
に
10
人
は
知
っ
て
い
る

歌
で
す
。
本
当
に
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
メ

ロ
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
５
回
や
６
回
で
は
済
ま
な
い
ぐ

ら
い
何
度
も
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
映
画
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
番
最
初
に
映
画
に
な
っ
た
と
き
は
、

服
部
良
一
さ
ん
作
曲
の
「
蘇
州
夜
曲
」

が
主
題
歌
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

は
中
国
人
が
こ
の
歌
を
つ
け
ま
し
て
だ

れ
で
も
知
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
内
容
的
に
は
男
性
が
見
る
と
「
何

じ
ゃ
こ
の
話
は
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

女
性
が
見
る
と
「
あ
あ
、
あ
あ
」
と
涙

ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
そ
う
い
う
内
容
で
す
。（
笑
）

そ
う
い
う
こ
と
で
ど
う
も
皆
さ
ん
の
お

耳
が
汚
れ
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、

今
後
と
も
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
拍
手
）
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ブ
ル
ネ
イ
で
中
国
文
化
を
堪
能
し
ま

し
た
。
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
主
題
歌
で
す

『
心
臓
病
と
の
闘
い
❶
〜
地
獄
を
見
た

72
人
の
記
録
』

内
容
／
「
私
が
心
臓
病
に
な
っ
た
理

由
」「
私
は
こ
う
し
て
医
者
を
選
ん
だ
」

「
心
臓
病
の
手
術
を
体
験
し
て
」「
手
術

後
私
の
生
活
は
こ
う
変
わ
っ
た
」
な
ど

５
章
で
構
成
。
Ｂ
６
版
３
２
８
頁
。
１

部
２
０
０
０
円
。（
送
料
別
）

『
心
臓
病
と
の
闘
い
❷
〜
再
発
に
そ
な

え
て
」

内
容
／
『
再
治
療
再
手
術
を
受
け
て
」

「
私
は
こ
う
し
て
再
発
を
予
防
し
て
い
る
」

「
心
臓
手
術
を
体
験
し
て
」「
合
併
症
や
他
の

病
気
と
も
闘
っ
て
い
ま
す
」
Ｂ
６
版
１
９
０

頁
。
１
部
１
５
０
０
円
。（
送
料
別
）

考
心
会
の
本



こ
ん
に
ち
は
。
相
模
原
協
同
病
院
心

臓
外
科
の
藤
崎
で
す
。
私
は
南
淵
先
生

の
よ
う
に
歌
を
歌
っ
た
り
と
か
、
そ
う

い
う
気
の
利
い
た
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
が
…
…
。
今
回
、
天
皇
陛
下
が
心

臓
手
術
を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
天
野
篤

先
生
が
手
術
を
な
さ
っ
た
の
で
す
が
、

自
分
が
心
臓
外
科
医
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
が
天
野
先
生
だ
っ
た
の
で
、
本
当
に

よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
自
分
は
一
般
外
科
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
が
ん
と
か
そ
う
い
う
手

術
を
５
年
間
、
医
者
に
な
っ
て
か
ら
や

り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
湘
南
鎌
倉
病

院
と
い
う
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
と
き
に
見
た
心
臓
の
手
術
と

い
う
の
は
本
当
に
質
の
悪
い
手
術
で
、

先
ほ
ど
南
淵
先
生
が
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
心
臓
の
手
術
を
し
た
後
に
リ
ハ
ビ

リ
で
き
る
ん
で
す
か
と
い
う
と
、
絶
対

リ
ハ
ビ
リ
ま
で
た
ど
り
着
か
な
い
よ
う

な
手
術
ば
か
り
で
し
た
。
そ
れ
が
天
野

先
生
が
来
ら
れ
た
と
き
に
本
当
に
き
れ

い
な
手
術
で
、
自
分
が
少
し
か
か
わ
っ

た
患
者
さ
ん
も
き
れ
い
に
助
け
て
い
た

だ
い
て
、
心
臓
外
科
を
や
ろ
う
か
な
と

思
っ
た
そ
う
い
う
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
が
、
あ
あ
い
う
ふ

う
に
チ
ャ
ン
ス
を
―
―
天
野
先
生
に
と

っ
て
も
す
ご
い
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
チ

ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
い

結
果
を
出
さ
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
内
容
で

す
。
先
々
週
ぐ
ら
い
新
聞
で
ご
ら
ん
に

な
っ
た
方
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
天
皇
陛
下
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
火
葬
を
望
ん
で
い
る
と
い

う
新
聞
の
記
事
を
読
ん
で
、
ま

ず
自
分
は
二
つ
の
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。

一
つ
は
亡
く
な
っ
た
後
の
こ

と
を
天
皇
陛
下
が
新
聞
に
発
表

な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ま
ず

驚
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

は
今
ま
で
触
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、

そ
う
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
新
聞
の
記
事
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
も
う
一
つ
は
こ
の
発
表
さ
れ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
心
臓
の
手
術
が
終

わ
っ
て
ま
だ
１
カ
月
半
と
か
２
カ
月
し

か
経
っ
て
い
な
く
て
、
や
っ
と
や
っ
て

よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
る
時
期
に
、

何
で
わ
ざ
わ
ざ
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と

を
新
聞
に
発
表
す
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

た
の
で
す
。

た
だ
、
こ
れ
が
も
し
手
術
の

前
に
そ
ん
な
こ
と
が
発
表
さ
れ

て
い
て
、
万
が
一
、
結
果
が
悪

か
っ
た
ら
、
そ
の
心
臓
の
手
術

の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
最
悪
に
な
る

わ
け
で
す
。
記
事
を
読
ん
で
い
る
と
、

手
術
に
至
る
ま
で
に
１
年
間
、
２
年
間

ず
っ
と
症
状
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
周
り

の
人
も
す
ご
く
緊
張
し
て
、
や
っ
と
そ

れ
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
と
き
に
亡

く
な
っ
た
後
の
こ
と
を
心
配
さ
れ
る
と

い
う
の
は
、
本
当
に
個
人
的
に
は
大
変

な
こ
と
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
天
皇
陛
下

が
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と
を
発
表
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
が
亡
く
な
っ

た
後
の
こ
と
を
議
論
す
る
こ
と
は
、
今

ま
で
は
そ
れ
を
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、

日
常
生
活
の
中
で
触
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
み
ん

な
が
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

ん
だ
な
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
お
金
の
話
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
昭
和
天
皇
の
お
墓
を
つ
く
っ
た
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心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
と
お
墓
の
値
段

は
同
じ
ぐ
ら
い

陛
下
が
自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
の

こ
と
を
発
言
さ
れ
て
驚
き
ま
し
た

心
臓
外
科
医
に
な
る
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
天
野
先
生

相模原協同病院心臓血管外科部長

藤 崎 浩 行  先 生

〝
救
命
と
延
命
〟
医
師
と
患
者
の
側
に
あ
る
認
識
の
違
い

講演



ら
も
の
す
ご
く
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
今
は
国
家
の
財
政
が
大
変
だ
か

ら
と
い
う
こ
と
も
記
事
に
書
い
て
あ
る

わ
け
で
す
。
心
臓
の
バ
イ
パ
ス
手
術
と

い
う
の
は
１
回
や
る
と
医
療
費
は
皆
さ

ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
２
５
０
万

円
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。
縁
起
で
も
な

い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
墓
石
も
大

体
そ
の
く
ら
い
の
値
段
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。（
笑
）

そ
れ
か
ら
こ
れ
は
又
聞
き
の
話
で
す

が
、
高
速
道
路
に
は
１
キ
ロ
置
き
に
置

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
非
常
電

話
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
携
帯
電
話

が
進
歩
し
た
ら
だ
れ
も
使
っ
た
こ
と
が

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
あ
れ
が
や
っ
ぱ

り
同
じ
ぐ
ら
い
の
値
段
が
す
る
そ
う
で

す
。
原
価
は
40
万
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す

が
、
大
体
そ
の
く
ら
い
の
値
段
で
す
。

そ
う
い
う
よ
う
に
お
金
の
こ
と
か
ら
も

天
皇
陛
下
が
ご
心
配
な
さ
っ
て
、
自
分

が
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と
を
発
表
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
か
ら
少
し
話
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
は
問
題
に
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
の
中
で
い
つ
も
医
療
を
や
っ
て
い
る

側
と
患
者
さ
ん
の
側
と
で
、
も
の
す
ご

く
理
解
に
差
が
あ
る
と
い
う
の
が
救
命

で
す
。「
救
命
と
延
命
」
と
い
う
こ
と
に

関
し
て
我
々
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
と
、

患
者
さ
ん
の
側
が
認
識
し
て
い
る
こ
と

に
は
非
常
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
て
、

そ
の
こ
と
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

救
命
と
延
命
と
い
う
の
は
、
救
命
処

置
、
延
命
処
置
と
言
い
ま
す
。
ま
ず
ど

こ
が
同
じ
な
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
共

通
点
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
患
者
さ
ん
の
状
態
が
非
常
に
不
安

定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
何

も
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
何
か
し
て

も
近
い
将
来
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
確
率

が
高
い
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
共
通
点

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

違
う
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
う
と
、
医

療
を
や
っ
て
い
る
側
、
我
々
の
側
の
認

識
の
問
題
で
す
。
我
々
が
「
こ
れ
は
何

を
や
っ
て
も
駄
目
だ
な｣

と
思
い
な
が
ら

や
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
た
だ

の
延
命
処
置
で
す
。
一
方
、「
こ
れ
は
何

と
か
ま
だ
頑
張
れ
る
だ
ろ
う
、
頑
張
っ

て
く
れ
れ
ば
、
三
途
の
川
の
途
中
か
ら

ま
た
帰
っ
て
こ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
思
い

な
が
ら
や
っ
て
い
る
の
が
救
命
処
置
だ

と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
や
る
医
療
の

内
容
を
説
明
し
た
と
き
に
、
よ
く
聞
か

れ
る
の
が
、「
こ
れ
は
延
命
処
置
で
す
か
」

と
い
う
言
葉
で
す
が
、
自
分
の
中
で
は

絶
対
に
延
命
と
い
う
行
為
は
し
た
く
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
も
ち
ろ
ん

口
が
裂
け
て
も
「
延
命
処
置
で
す
」
と

は
言
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
最
近
あ
っ
た
例
で
す
。
３
週

間
ぐ
ら
い
前
だ
っ
た
の
で
す
が
、
急
性

大
動
脈
解
離
と
い
う
血
管
が
突
然
裂
け

て
し
ま
っ
て
非
常
に
重
篤
な
患
者
さ
ん

が
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
年
齢
を
見
た

ら
自
分
と
同
じ
で
し
た
。
こ
れ
は
緊
急

で
手
術
が
必
要
で
す
。
心
臓
と
い
う
の

は
心
臓
の
周
り
に
硬
い
心
膜
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
出
血
し
ま
す
と

ど
ん
ど
ん
心
臓
を
圧
迫
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
い
う
兆
候
が
見
え
て
い
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
は
早
く
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
必
死
に
な

っ
て
麻
酔
科
と
か
人
工
心
肺
の
手
配
、

手
術
室
の
看
護
師
さ
ん
に
も
連
絡
し
て

準
備
を
し
、
患
者
さ
ん
が
手
術
を
や
る

と
決
め
て
か
ら
30
分
で
手
術
室
に
入
り

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
麻
酔
の
導
入
を
し
て
い

る
最
中
に
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
行
け
る
か
な
と

思
っ
て
す
ぐ
に
手
術
を
始
め
、
胸
を
開

け
て
そ
の
心
膜
を
切
開
し
た
と
こ
ろ
、

心
タ
ン
ポ
ナ
ー
デ
（
心
臓
の
ま
わ
り
に

血
液
が
貯
ま
り
心
臓
を
圧
迫
し
て
機
能

し
な
く
な
る
）
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の

心
臓
ま
で
血
液
が
大
出
血
し
て
一
気
に

２
・
５
リ
ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
の
血
が
出
ま

し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
心
臓
は
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
麻

酔
科
の
先
生
が
必
死
に
な
っ
て
輸
血
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
、
一
回
止
ま
っ
た
心

臓
が
ま
た
動
い
た
の
で
す
。
そ
れ
は
か

な
り
元
気
に
動
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
先
で
す
。
こ
こ
で
手
術
を

続
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

結
論
か
ら
言
う
と
や
め
ま
し
た
。
な
ぜ

や
め
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
の
理
由
は
、

ま
ず
心
臓
が
止
ま
っ
て
か
ら
胸
を
開
け

て
、
ま
た
心
拍
が
再
開
す
る
ま
で
５
分

以
上
た
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
恐
ら
く

脳
が
も
と
に
も
ど
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
判
断
が
そ
の
理
由
で
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
大
動
脈
解
離
の

手
術
を
す
る
と
き
に
は
、
体
温
を
下
げ

ま
す
。
手
術
の
後
、
非
常
に
止
血
に
苦

労
す
る
手
術
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
回

心
停
止
に
な
っ
た
方
と
い
う
の
は
そ
の

時
点
で
体
の
中
の
タ
ン
パ
ク
質
を
消
耗

し
て
し
ま
っ
て
、
ま
ず
ど
れ
だ
け
輸
血

し
て
も
血
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
今
ま
で
の
経
験
の
中
で
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
手
術
の
続
行
は
や
め
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
な
り
、
助
手
の
先

生
に
手
を
下
ろ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
病
院
は
手
術
の
ビ
デ
オ
を
集

中
治
療
室
で
見
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
家
族
の
方
に
入
っ
て
も

ら
っ
て
そ
の
心
臓
の
状
態
を
見
て
も
ら

い
、
こ
れ
は
無
理
で
す
と
い
う
こ
と
で

や
め
た
の
で
す
。

ま
た
お
金
の
話
を
す
れ
ば
、
途
中
で

手
術
を
や
め
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
ま

で
準
備
し
た
も
の
が
全
部
パ
ア
に
な
り

ま
す
。
人
工
心
肺
だ
け
で
二
十
数
万
円

が
全
部
パ
ア
で
す
。
全
部
病
院
の
持
ち

出
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
し
こ
れ

を
や
っ
て
も
延
命
処
置
で
す
。
そ
こ
か

ら
手
術
を
続
行
し
て
も
延
命
処
置
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
が
、
や
れ
ば
と
り
あ
え

ず
は
病
院
の
収
入
に
は
な
り
ま
す
。

た
だ
、
我
々
の
病
院
も
そ
こ
そ
こ
忙

し
い
。
看
護
師
も
麻
酔
科
の
先
生
た
ち
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救
命
と
延
命
に
つ
い
て
医
師
と
患
者

の
側
に
大
き
な
認
識
の
差
が
あ
る

緊
急
時
に
手
術
を
続
け
る
の
か
止
め

る
の
か
と
い
う
時
の
判
断

奇
跡
は
滅
多
に
起
き
な
い
か
ら
奇
跡
に
期

待
す
べ
き
こ
と
は
す
る
べ
き
で
は
な
い



も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
緊
急
で
呼
ば
れ
て
働

い
て
い
る
中
で
、
例
え
ば
手
術
に
６
時

間
、
７
時
間
、
８
時
間
と
い
う
時
間
を

割
く
こ
と
は
、
非
常
に
冷
淡
な
よ
う
で

す
け
れ
ど
も
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
で
自
分
は
決
断
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
続
行
す
る
か

し
な
い
か
と
い
う
の
は
私
の
一
存
で
す

が
、
こ
れ
は
も
う
無
理
だ
と
い
う
こ
と

で
や
め
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
だ
っ
た
ら
こ
こ
か
ら
先
は
絶

対
奇
跡
が
起
き
る
の
で
す
。
そ
こ
で
お

医
者
さ
ん
が
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
て
、
そ

の
患
者
さ
ん
は
目
が
開
い
て
元
気
に
な

っ
て
帰
っ
て
い
く
と
い
う
、
そ
の
ド
ラ

マ
に
私
自
身
も
毒
さ
れ
て
い
る
部
分
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
ヒ
ー
ロ
ー
に
な

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
は
ち
ょ

っ
と
は
あ
る
ん
で
す
。
医
者
を
始
め
た

と
き
に
上
司
に
言
わ
れ
た
の
が
、「
だ
れ

も
ヒ
ー
ロ
ー
に
は
な
れ
な
い
。
奇
跡
は

確
か
に
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
め
っ
た
に
起
き
な
い
か
ら
奇
跡
な

の
で
あ
っ
て
、
奇
跡
は
そ
う
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
は
起
き
な
い
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
期

待
す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
る
だ
け
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

を
い
ま
だ
に
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

我
々
が
延
命
な
の
か
救
命
な
の
か
と

い
う
の
は
、
そ
の
ぐ
ら
い
難
し
い
。
こ

れ
は
ど
っ
ち
か
、
延
命
処
置
な
の
か
、

救
命
処
置
な
の
か
と
い
う
話
で
す
。

我
々
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、

同
じ
こ
と
で
も
延
命
か
救
命
か
と
い
う

の
は
違
い
ま
す
。
例
え
ば
や
っ
て
い
る

最
中
に
、
救
命
の
つ
も
り
で
や
っ
て
い

て
も
、
途
中
か
ら
無
理
だ
な
と
思
っ
た

瞬
間
に
こ
れ
は
そ
こ
か
ら
続
け
て
延
命

に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
の

と
こ
ろ
を
家
族
の
方
に
説
明
す
る
と
い

う
の
は
も
の
す
ご
く
難
し
い
。

要
す
る
に
「
こ
こ
ま
で
や
り
ま
し
た

け
ど
、
も
う
難
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

言
っ
た
瞬
間
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

胸
ぐ
ら
を
つ
か
ま
れ
る
覚
悟
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
こ
の
間
も
、

亡
く
な
っ
た
方
に
高
校
生
の
息
子
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
茶
髪
で
耳
に
ピ

ア
ス
が
つ
い
て
い
て
、
ま
ゆ
毛
も
そ
っ

て
い
て
、
血
気
盛
ん
な
感
じ
で
し
た
。

背
も
僕
よ
り
ち
ょ
っ
と
低
い
で
す
が
す

ご
く
屈
強
な
感
じ
で
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
こ
の
子
が
暴
れ
出
し
た
ら
困

る
な
と
思
い
な
が
ら
話
を
し
ま
し
た
。

幸
い
そ
う
い
う
こ
と
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
私
た
ち
が
患
者

さ
ん
に
そ
う
い
う
お
話
を
す
る
。「
こ
れ

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
た
と

き
に
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
話
し

て
い
い
の
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
話
し

た
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
と
い
う

の
は
だ
れ
も
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
仕
事
を
し
た
と

き
に
、
一
回
同
じ
よ
う
な
修
羅
場
が
あ

り
ま
し
た
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
で
１
歳

に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。
手
術

を
し
た
ん
で
す
が
、
半
日
や
っ
て
も
全

然
心
臓
が
動
い
て
く
れ
な
い
。
し
ょ
う

が
な
い
、
終
わ
り
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
人
工
心
肺
を
つ
け
た
ま
ま

Ｉ
Ｃ
Ｕ
へ
帰
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
で
両

親
は
一
体
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思

っ
て
い
た
ら
、
牧
師
さ
ん
が
つ
い
て
い

て
く
れ
ま
し
た
。

牧
師
さ
ん
が
、「
み
ん
な
一
生
懸
命
や

っ
て
く
れ
て
、
ド
ク
タ
ー
も
頑
張
っ
て

や
っ
て
く
れ
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う

結
果
だ
っ
た
。
こ
れ
は
も
う
し
ょ
う
が

な
い
こ
と
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、

20
代
の
若
い
両
親
に
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
話
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ

に
い
っ
て
、
同
時
に
う
ら
や
ま
し
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
日
本
の
お
坊
さ
ん
は

亡
く
な
っ
て
か
ら
登
場
す
る
だ
け
で
、

ま
ず
い
と
き
に
は
絶
対
登
場
し
て
く
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
場
面
に
袈
裟
を
着

た
お
坊
さ
ん
が
来
た
ら
大
変
な
騒
ぎ
に

な
り
ま
す
か
ら
絶
対
に
来
な
い
で
す
。

そ
う
い
う
第
三
者
の
方
が
話
し
て
く

れ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
例
え
ば
我
々
が
「
一
生
懸

命
頑
張
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ

ぱ
り
駄
目
な
ん
で
す
」
と
言
っ
た
と
き

に
、「
頑
張
り
が
足
り
な
い
」
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
る
わ
け
で
す
。

第
三
者
の
方
が
そ
う
い
う
形
で
い
て
く

だ
さ
る
環
境
と
い
う
の
は
う
ら
や
ま
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
環
境

は
ま
だ
日
本
に
は
残
念
な
が
ら
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
微
妙
な
こ

と
に
関
し
て
今
後
ど
う
い
う
ふ
う
に
し

て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
な
と
い
う
こ
と

を
よ
く
考
え
ま
す
。

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
の

は
、
皆
さ
ん
は
心
臓
の
手
術
と
い
う
大

き
な
手
術
を
す
る
と
き
に
、
神
の
手
が

手
術
を
す
る
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思

い
つ
つ
、
で
も
、
も
し
か
し
て
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
た
こ
と
も
少
し
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
も
し
万
が
一
の
こ
と
が
起

き
た
ら
と
い
う
こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
家

族
の
方
と
お
話
を
さ
れ
た
方
と
い
う
の

は
ど
の
く
ら
い
い
る
か
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
―
―
ほ
と
ん
ど
あ
ま
り
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
い
感
じ
で
す
ね
。

私
が
心
臓
の
手
術
を
す
る
と
き
に
、

当
然
皆
さ
ん
は
迷
わ
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
ず
１
０
０
％
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
は

絶
対
言
え
ま
せ
ん
。
今
の
状
態
か
ら
考

え
た
ら
、
例
え
ば
１
年
後
、
２
年
後
を

考
え
た
と
き
に
、
や
ら
な
い
よ
り
は
や

っ
た
ほ
う
が
、
多
分
、
自
分
の
健
康
上

の
不
安
と
い
う
の
も
少
な
い
で
す
し
、

手
術
を
や
っ
て
う
ま
く
い
か
な
い
確
率

と
、
手
術
を
や
っ
て
う
ま
く
い
く
確
率

を
比
べ
た
と
き
に
、
手
術
を
や
っ
た
ほ

う
が
は
る
か
に
い
い
で
す
よ
と
、
こ
れ

が
手
術
を
お
勧
め
す
る
理
由
で
す
。

多
く
の
方
は
手
術
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
迷
わ
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い
て
も
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中
か
ら
延

命
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

第
三
者
の
説
明
が
あ
る
と
医
師
と
し

て
は
非
常
に
あ
り
が
た
い

手
術
を
勧
め
る
理
由
は
、
や
っ
た
ほ
う

が
や
ら
な
い
よ
り
は
い
い
か
ら
で
す

選
択
肢
は
３
つ
―
手
術
を
受
け
る
、

受
け
な
い
、
迷
う
の
が
一
番
困
る



れ
る
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
は
例
え
ば

「
心
臓
の
手
術
が
あ
ん
た
必
要
だ
ね
」
と

言
わ
れ
た
と
き
に
、
選
択
肢
は
恐
ら
く

三
つ
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

手
術
を
受
け
る
。
二
つ
は
絶
対
受
け
な

い
。
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
も
受
け
な

い
。
ち
ゃ
ん
と
お
墓
の
準
備
を
し
て
お

く
。
い
つ
倒
れ
て
も
大
丈
夫
。
家
族
の

方
に
も
遺
書
な
り
何
な
り
を
書
い
て
お

く
と
い
う
人
で
す
。

三
つ
目
。
こ
れ
が
一
番
困
る
こ
と
で

す
が
、
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
か
ら
と

り
あ
え
ず
見
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
お

く
と
い
う
タ
イ
プ
。
救
急
車
で
病
院
に

担
ぎ
込
ま
れ
て
か
ら
考
え
る
と
い
う
人

で
、
現
実
に
そ
う
い
う
方
は
い
ま
す
。

や
ら
な
い
と
苦
し
い
思
い
を
し
ま
す
よ

と
言
っ
て
も
な
か
な
か
決
断
出
来
な
い
。

例
え
ば
動
脈
瘤
破
裂
と
い
う
病
気
が
あ

り
ま
す
。
直
前
ま
で
何
の
症
状
も
な
く
、

あ
る
日
突
然
、
血
管
が
破
裂
し
て
痛
み

が
出
ま
す
。
そ
の
と
き
に
救
急
車
を
呼

ん
で
来
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
本
人
は
意

識
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
状
態
で
、

必
死
に
痛
み
を
こ
ら
え
て
い
ま
す
。
家

族
の
方
が
救
急
車
か
ら
下
り
て
き
て

「
先
生
、
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
「
だ

か
ら
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

そ
の
場
に
な
っ
て
慌
て
る
と
い
う
の
は
、

結
局
よ
く
な
い
結
果
に
な
る
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
厳
し
い
物
の
言
い
方

か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
我
々
は

人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
以
上
は
必
ず
い

つ
か
は
死
ぬ
わ
け
で
す
。
例
え
ば
30
年

ぐ
ら
い
た
っ
た
ら
、
多
分
、
自
分
も
生

き
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ほ
と
ん
ど

だ
れ
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
準
備
と
い
う
の
は
絶
対
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
我
々
は
患
者

さ
ん
の
家
族
の
方
か
ら
「
先
生
こ
れ
は

延
命
処
置
で
す
か
」
と
言
わ
れ
て
、「
延

命
処
置
で
す
」
と
は
絶
対
に
言
い
ま
せ

ん
。
な
ぜ
か
と
言
っ
た
ら
、「
な
ぜ
そ
ん

な
こ
と
を
す
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
ら
で
す
。

な
ぜ
そ
れ
を
絶
対
私
が
延
命
処
置
で

す
と
言
わ
な
い
か
と
い
う
と
、「
延
命
処

置
で
す
」
と
言
っ
た
瞬
間
に
「
そ
れ
は

や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
回
始

め
た
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
り
、
人
工
透
析

を
始
め
た
も
の
を
途
中
で
や
め
て
し
ま

え
ば
絶
対
に
そ
の
方
は
亡
く
な
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
一
度
始
め
た
治
療
と

い
う
の
を
や
め
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き

な
い
の
で
す
。

新
聞
で
ご
ら
ん
に
な
っ
た
方
が
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
安
楽
死
で

す
。
富
山
の
ほ
う
で
何
人
か
の
患
者
さ

ん
の
人
工
呼
吸
器
を
途
中
で
外
し
た
と

い
う
こ
と
で
外
科
の
先
生
が
逮
捕
さ
れ

ま
し
た
。
長
い
こ
と
裁
判
を
や
っ
て
結

局
仕
事
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
川
崎
の
ほ
う
で
も
同
じ
よ
う
に

筋
弛
緩
の
薬
を
使
っ
て
や
っ
ぱ
り
医
者

が
逮
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
そ
れ

を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
一
度
始
め
た

治
療
と
い
う
の
は
絶
対
に
途
中
で
や
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

じ
ゃ
あ
そ
の
場
に
な
っ
て
治
療
を
始

め
る
前
に
家
族
の
方
に
「
ど
う
し
ま
す

か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
そ
の
場
で
患

者
さ
ん
は
何
も
意
識
が
な
く
、
自
分
で

決
断
を
下
せ
る
状
況
で
は
な
い
わ
け
で

す
か
ら
、
家
族
の
方
と
相
談
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
「
元
気
な
と

き
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
は
絶
対
に
や
ら

な
い
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、

し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
る
方
は
10
人
に
２
人
か
３
人
ぐ
ら
い

し
か
い
ま
せ
ん
。

あ
と
は
「
と
に
か
く
先
生
で
き
る
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
、
結
局
だ
れ
の
た
め
に
こ
れ
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
わ
け
で

す
ね
。
血
液
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
人
工

呼
吸
を
や
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
体
も
ど

ん
ど
ん
む
く
ん
で
い
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
は
一
体
だ
れ
の
た
め
に
や
っ
て
い

る
の
か
な
と
い
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
現

実
問
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。

新
聞
と
か
本
の
見
出
し
で
、
自
分
の

死
に
際
を
準
備
し
て
お
く
と
い
う
こ
と

は
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
は
ま
だ
こ
う
い
う
年

で
す
の
で
…
、
や
は
り
心
臓
外
科
と
い

う
仕
事
を
し
て
い
る
以
上
は
人
の
死
に

立
ち
会
う
こ
と
は
一
般
の
方
よ
り
は
る

か
に
多
い
の
で
す
が
、
自
分
は
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
全
然
結
論

は
出
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
話
し
て
お
い

た
ほ
う
が
い
い
よ
と
か
、
い
い
生
活
、

い
い
人
生
を
送
れ
ま
す
よ
と
い
う
こ
と

は
と
て
も
言
え
な
い
で
す
。

た
だ
一
つ
だ
け
、
今
日
、
申
し
上
げ

て
お
き
た
い
こ
と
は
、
延
命
と
救
命
と

い
う
全
然
正
反
対
の
こ
と
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
ん
な
に
全
然
違
う
こ
と
を
や
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

一
つ
。
我
々
医
療
従
事
者
か
ら
見
て
、

こ
れ
は
無
理
だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
や

っ
ぱ
り
や
り
続
け
て
し
ま
う
の
が
延
命

処
置
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
こ
と
は
だ
れ
も
望
ん
で
は
い
な
い
の

で
す
。
た
だ
、
始
め
た
以
上
は
途
中
で

や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

じ
ゃ
あ
始
め
る
と
き
に
ど
う
し
ま
す

か
と
い
う
お
話
を
し
て
、
例
え
ば
も
し

そ
う
い
う
延
命
に
な
る
な
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
し
な
い
よ

う
に
と
い
う
こ
と
を
事
前
に
話
し
合
っ

て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、「
も
う
い
い

で
す
」
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
こ
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

は
家
族
の
方
も
恐
ら
く
す
ご
く
言
い
づ

ら
い
こ
と
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
じ

ゃ
あ
ど
う
し
ろ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
た
だ
、
今
、
我
々
医
療
の

現
場
で
「
延
命
処
置
は
無
駄
だ
」
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
け
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
今
日
は
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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ご
紹
介
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
田
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）。

今
日
は
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
会
に

お
呼
び
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
た
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
参
り

ま
し
た
。

私
は
今
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
国
士
舘
大
学
に
現
在
籍
を
置
い
て

お
り
ま
す
。
国
士
舘
大
学
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
大
学
だ
っ
た
か
な
と
皆
さ
ん

思
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
10
年
ほ
ど
前
に
国
士
舘
に
移
動
す

る
ま
で
は
、
ず
っ
と
三
鷹
に
あ
る
杏
林

大
学
の
高
度
救
命
セ
ン
タ
ー
で
救
急
医

療
を
専
門
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
救
急
救
命
士
と
い
っ
て
、
皆

さ
ん
１
１
９
番
を
か
け
ま
す
と
救
急
隊

が
来
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
育
成

を
し
て
い
ま
す
。
１
１
９
番
の
ス
タ
ッ

フ
は
最
近
で
は
医
者
が
救
急
の
現
場
で

行
う
処
置
の
半
分
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
や

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、

非
常
に
高
度
な
医
療
を
実
践
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
ス

タ
ッ
フ
を
４
年
制
の
大
学
で
育
成
し
て

い
る
と
い
う
の
が
私
の
主
な
仕
事
で
、

そ
れ
と
と
も
に
救
急
医
療
を
や
り
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
心
肺
蘇
生
法
と

い
う
の
を
普
及
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
は
身
内
の
方
、
あ
る
い
は
ご

本
人
が
心
臓
の
疾
患
を
お
持
ち
に
な
ら

れ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
ど
ん
な
こ

と
を
や
る
か
と
い
う
の
は
大
体
頭
に
入

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
は

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
い
ざ
と

な
っ
た
と
き
に
な
か
な
か
実
践
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、

今
日
は
前
半
の
部
分
で
最
近
非
常
に
増

え
て
ま
い
り
ま
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
、

そ
し
て
後
半
の
部
分
で
は
そ
の
応
急
手

当
て
の
仕
方
に
つ
い
て
私
の
ほ
う
で
説

明
を
し
た
後
に
、
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
に

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
は
少
し
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
ご
説
明
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
日
本
人
の

『
国
民
衛
生
の
動
向
』
と
い
う
本
か
ら
と

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
内
容
で
す
。
死
因

の
変
化
と
突
然
死
の
増
加
に
つ
い
て
と

い
う
こ
と
で
す
。
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大
学
で
救
命
救
急
士
の
育
成
と
心
肺

蘇
生
法
の
普
及
活
動
を
し
て
い
ま
す

70
〜
80
年
代
の
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ

は
脳
卒
中
か
ら
ガ
ン
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る



１
９
７
０
年
代
と
い
う
の
は
日
本
人

の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
脳
卒
中
と
言
わ
れ

て
い
た
脳
血
管
障
害
だ
っ
た
の
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
東
北
地
方
で
非
常
に

塩
の
多
い
も
の
、
あ
る
い
は
塩
分
を
含

む
も
の
、
そ
し
て
寒
い
気
候
と
い
う
こ

と
が
重
な
っ
て
脳
卒
中
が
多
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は

国
が
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
を

つ
く
っ
た
り
、
あ
る
い
は
研
究
を
進
め

て
だ
い
ぶ
予
防
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

塩
分
の
少
な
い
食
物
を
と
る
、
あ
る
い

は
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
と
い

っ
た
対
策
で
脳
卒
中
自
体
は
減
っ
て
き

た
の
で
す
。
そ
れ
に
取
っ
て
か
わ
っ
て

き
た
の
が
80
年
代
ぐ
ら
い
か
ら
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
に
な
り
ま
し
た
、
が
ん
と
か
悪

性
新
生
物
に
よ
る
死
亡
で
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
の
身
の
周
り
で
も
が

ん
に
よ
る
死
亡
の
方
が
増
え
て
ま
い
り

ま
し
た
し
、
こ
う
い
っ
た
が
ん
と
い
う

も
の
が
多
い
と
い
う
の
は
皆
さ
ん
認
識

さ
れ
て
は
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
は

が
ん
も
だ
い
ぶ
治
る
よ
う
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
一
生
の
う
ち
に
二
つ
、

三
つ
の
が
ん
を
伴
っ
て
生
き
て
い
る
方

も
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
実
は
30
代
の

と
き
に
一
度
が
ん
に
な
り
ま
し
て
、
１

年
ぐ
ら
い
仕
事
を
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
も
救
急
医
と
し
て
の
仕
事
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

を
考
え
ま
す
と
、
人
生
の
う
ち
、
二
つ
、

三
つ
の
が
ん
を
背
負
い
込
む
と
い
う
の

は
こ
れ
か
ら
の
医
療
者
と
し
て
は
当
た

り
前
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に

私
が
感
じ
ま
し
た
の
が
、
自
分
が
病
気

に
な
り
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
な
っ
て

約
１
年
間
、
自
分
の
大
学
病
院
に
入
院

し
、
そ
こ
で
い
か
に
自
分
た
ち
医
療
ス

タ
ッ
フ
す
べ
て
が
、
患
者
さ
ん
の
目
線

で
仕
事
を
し
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
は
そ
の
後
の
私
の
医
者

と
し
て
の
仕
事
に
は
非
常
に
役
立
っ
て

お
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
話
が
ず
れ
ま
し
た
。
が
ん

の
話
は
今
日
の
主
役
で
は
な
く
て
、
実

は
１
番
は
心
臓
疾
患
で
す
。
こ
の
心
臓

疾
患
は
年
間
18
万
人
近
く
の
方
が
こ
れ

に
よ
っ
て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
は

同
じ
よ
う
に
心
臓
の
突
然
死
と
い
う
と

こ
ろ
を
選
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
、
心
臓

か
ど
う
か
原
因
は
別
と
し
て
、
突
然
死

と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
に
２
０
０
５
年

か
ら
毎
年
の
よ
う
に
増
え
て
き
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
増
え
方
と
い
う
の
は
非

常
に
急
速
に
変
化
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
日
、
私
の
前
に
お
二
人
の
非
常
に

高
名
な
先
生
方
が
ご
説
明
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。
心
臓
疾
患
は
今
、
日
本

人
に
と
っ
て
は
最
も
考
慮
す
べ
き
疾
患

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
は
約
12
万

人
の
方
が
突
然
死
を
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
の
恐
ら
く
心
臓
疾
患
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
方
と
い
う
の
が
６
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
大
体
50
％
か
60
％
の
間
ぐ

ら
い
が
心
臓
疾
患
が
原
因
で
突
然
死
を

な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
私
た
ち
救
急
を
や
っ
て

い
る
人
間
も
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
、
毎
日
、
救
命
セ
ン

タ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
で
患
者
さ
ん
を
お

引
き
受
け
し
て
い
ま
す
と
、
そ
の
中
に

心
臓
疾
患
を
原
因
と
し
て
運
ば
れ
て
く

る
方
が
非
常
に
増
え
て
き
て
い
る
の
で

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

も
う
一
歩
手
前
で
何
か
予
防
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
考
え

で
あ
り
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
交
通
死
亡
事
故
は

だ
い
ぶ
減
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
だ
、

最
近
は
大
き
な
バ
ス
の
事
故
や
子
ど
も

の
通
学
中
の
事
故
が
と
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
は

実
は
５
０
０
０
人
を
切
り
ま
し
て
着
実

に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昭
和
40
年
代

ぐ
ら
い
か
ら
、
ま
さ
に
交
通
戦
争
と
言

わ
れ
た
時
代
は
そ
ろ
そ
ろ
終
え
ん
を
迎

え
て
い
ま
す
。
日
本
の
社
会
構
造
か
ら

考
え
て
、
交
通
事
故
と
い
う
の
は
絶
対

に
な
く
な
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
病
気
に

よ
っ
て
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
増
え

て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
約
12
万
人
の
方
、
特
に
１
日
３

５
０
人
近
く
の
方
が
突
然
に
そ
の
命
を

絶
た
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
原
因
の
一
つ
が
冠
動
脈
疾
患
と
呼
ば

れ
る
病
気
で
す
。
そ
れ
は
冠
動
脈
と
い

う
心
臓
を
取
り
巻
い
て
い
る
動
脈
の
一

部
が
狭
窄
を
起
こ
し
て
い
る
状
態
で
す
。

こ
の
心
臓
血
管
の
写
真
は
、
実
は
す

で
に
３
回
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
ら
れ
た

後
に
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
第
１
回
で
心

停
止
を
起
こ
さ
れ
た
方
の
血
管
で
す
。

こ
の
方
は
倒
れ
る
ま
で
自
分
の
心
臓
が

悪
い
と
い
う
の
は
全
く
認
識
を
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
を
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、

99
％
近
い
狭
窄
が
あ
り
、
こ
れ
が
原
因

で
走
っ
て
い
る
最
中
に
心
室
細
動
と
い

う
の
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
今
、
日
本
人
の
体
に
起
き
て
い
る

こ
と
な
の
で
す
。

こ
の
冠
動
脈
症
候
群
の
危
険
因
子
と

い
う
の
は
血
圧
が
高
い
、
高
脂
血
症
、

喫
煙
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
Ａ
型
気
質
と

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
年
齢

因
子
で
や
は
り
男
性
と
い
う
の
も
か
な

り
リ
ス
ク
と
し
て
は
高
い
。
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
因
子
が
軽
い
高
血
圧
、
軽
い

高
脂
血
症
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
、
軽

い
の
が
四
つ
合
わ
さ
り
ま
す
と
、
麻
雀

用
語
で
言
う
と
満
貫
と
い
う
も
の
に
な

り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
一
つ
が

そ
ん
な
に
重
篤
な
も
の
で
な
い
に
し
て

も
、
こ
う
い
っ
た
四
つ
の
因
子
が
重
な

っ
て
―
―
こ
こ
に
「
死
の
四
重
奏
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
動
脈
硬
化
の
悪

化
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
心
臓
疾
患

と
い
う
の
が
最
近
若
い
世
代
に
増
え
て

き
て
い
る
の
で
す
。

で
は
ど
う
い
う
世
代
が
こ
う
い
っ
た

突
然
の
心
臓
疾
患
を
起
こ
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
40
代
か
ら
男
性
に

多
く
な
り
ま
し
て
、
50
、
60
、
70
代
ま

で
は
女
性
に
比
べ
る
と
男
性
の
リ
ス
ク

が
約
５
倍
か
ら
８
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
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本
人
も
認
識
し
て
い
な
い
冠
動
脈
疾

患
が
若
い
世
代
に
増
え
て
い
る

現
在
は
12
万
人
の
方
が
突
然
死
、
そ

の
う
ち
の
50
〜
60
％
が
心
臓
疾
患



す
。
40
代
、
50
代
の
働
き
盛
り
の
男
性

が
突
然
死
す
る
リ
ス
ク
が
結
構
増
え
て

き
て
い
る
と
い
う
の
が
今
の
日
本
の
現

状
か
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
12
万
３

０
０
０
人
の
方
が
２
０
１
０
年
に
突
然

死
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々
が

社
会
復
帰
す
る
率
と
い
う
の
は
ど
う
か

と
い
い
ま
す
と
、
５
・
４
％
。
そ
れ
で

も
随
分
よ
く
な
っ
た
の
で
す
。
20
年
前

は
社
会
復
帰
す
る
率
が
２
％
と
い
う
こ

と
を
考
え
ま
す
と
、
私
が
救
急
を
一
生

懸
命
や
っ
て
い
た
こ
ろ
で
す
が
、
一
晩

に
５
人
ぐ
ら
い
心
臓
が
止
ま
っ
た
患
者

さ
ん
が
来
る
。
そ
の
う
ち
の
５
人
と
い

っ
た
ら
、
20
回
ぐ
ら
い
当
直
し
て
１
人

か
２
人
し
か
助
か
ら
な
い
と
い
う
状
況

で
し
た
。

高
度
な
医
療
、
高
度
な
設
備
、
そ
し

て
高
度
な
ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
て
い
て

も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
が

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
か
と
い
う
と

「
時
間
」
で
す
。
発
作
が
起
き
て
心
臓
が

止
ま
っ
て
か
ら
病
院
に
運
ば
れ
る
ま
で

の
間
に
ど
れ
だ
け
早
く
運
ば
れ
た
か
に

よ
っ
て
、
そ
の
時
間
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
目
の
前
で
倒
れ

た
方
が
い
た
ら
、
そ
の
場
に
い
る
方
が

ど
う
処
置
を
す
る
か
に
よ
っ
て
、
食
い

止
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

私
が
今
、
心
肺
蘇
生
教
育
に
力
を
入

れ
る
理
由
が
そ
こ
で
す
。
自
分
で
患
者

さ
ん
を
診
て
い
る
限
り
そ
の
人
は
助
け

ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
手
前
に
い
る

人
た
ち
は
絶
対
に
助
け
ら
れ
な
い
の
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
自
宅
ま
で
私

た
ち
が
往
診
に
行
っ
て
い
た
ら
到
底
時

間
が
足
り
ま
せ
ん
。
往
診
を
す
る
時
間

が
あ
れ
ば
救
急
隊
が
運
ん
で
き
た
ほ
う

が
早
い
。
で
も
救
急
隊
が
運
ん
で
き
て

も
病
院
ま
で
30
分
は
か
か
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
や
は
り
現
場
で

処
置
を
し
て
く
れ
る
方
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。寒

い
朝
の
歩
行
中
に
胸
痛
発
作
を
起

こ
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
意
識
が
な
く
な
り
、

心
停
止
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
態

や
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
後
に
お
風

呂
に
入
っ
た
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
り

し
て
そ
の
ま
ま
心
臓
発
作
を
起
こ
す
。

あ
る
い
は
若
い
人
で
も
マ
ラ
ソ
ン
中
に

急
に
心
臓
に
負
荷
が
か
か
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
心
停
止
を
起
こ
す
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う

の
は
今
ま
で
の
日
本
の
食
生
活
、
あ
る

い
は
運
動
量
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な

も
の
の
因
子
が
重
な
り
、
冠
動
脈
疾
患

と
い
う
の
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
も
の
を
現
場
で
正
し
く
処
置

を
す
る
こ
と
と
い
う
の
が
救
命
率
を
上

げ
る
一
つ
の
方
法
に
な
り
ま
す
。

こ
の
12
万
件
の
う
ち
、
心
停
止
が
ど

こ
で
起
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
調

べ
て
み
ま
す
と
、
75
％
が
自
宅
で
起
き

て
い
る
の
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
と
言
わ
れ
る
機
械
が
普
及
し
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
が
公
共
施
設
で
倒

れ
た
り
、
あ
る
い
は
こ
う
い
う
屋
内
、

あ
る
い
は
屋
外
で
も
そ
う
で
す
が
、
こ

う
い
っ
た
施
設
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
ず
い
ぶ

ん
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
倒
れ
て
も
間
に
合
う
の
で
す
。

し
ま
し
、
自
宅
の
中
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

し
て
い
る
方
と
い
う
の
は
非
常
に
少
な

い
の
が
現
実
で
す
。

米
国
で
は
ド
ク
タ
ー
の
処
方
せ
ん
が

あ
れ
ば
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
個
人
で
購

入
す
る
に
は
非
常
に
高
い
機
械
で
す
。

30
万
円
以
上
は
し
ま
す
の
で
な
か
な
か

難
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
12
万
件
の
う
ち
の
75
％
が
自

宅
で
起
き
て
い
る
事
実
を
考
え
ま
す
と
、

自
宅
で
何
ら
か
の
応
急
処
置
が
で
き
る
、

す
な
わ
ち
家
族
の
中
で
応
急
手
当
て
を

お
互
い
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
も
の
す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
私
は
今
、
国
の
厚
生
労

働
省
や
ほ
か
の
施
設
に
も
ず
い
ぶ
ん
お

願
い
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
自
宅
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人

は
も
っ
と
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
が
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
も
っ
と
コ
ス
ト
の
安

い
、
例
え
ば
１
台
が
10
万
円
を
切
る
よ

う
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
も

っ
と
も
っ
と
助
か
る
人
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
自
宅
に
な
い
理
由
の

一
つ
は
コ
ス
ト
高
が
あ
り
ま
す
が
、
自

宅
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
の
が
ま
だ
開
発

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

今
、
全
世
界
で
は
十
数
社
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
メ

ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

主
要
メ
ー
カ
ー
に
今
、
こ
の
自
宅
用
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
早
く
開
発
し
な
さ
い
と
い
う
こ

と
で
お
願
い
を
し
て
廻
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
も
う
一
つ
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て

お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
ス
ポ
ー

ツ
中
の
突
然
死
も
決
し
て
少
な
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
30
代
ま
で
の
事
故

で
一
番
多
い
の
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
40
代
を

超
え
ま
す
と
ゴ
ル
フ
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

に
な
り
ま
す
。
60
代
に
な
る
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
も
こ
う

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
突
然
死
を
起
こ
し

や
す
い
も
の
だ
と
認
識
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
年
齢
だ
け
に
考
え
て
み
る
と

水
泳
や
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
新
聞
記
事
は
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て

い
る
最
中
に
３
人
が
１
日
に
亡
く
な
っ

た
と
い
う
記
事
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
を
す

る
際
に
心
臓
の
ぐ
あ
い
が
悪
い
方
は
マ

ラ
ソ
ン
に
は
あ
え
て
挑
戦
し
な
い
と
思

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
の
３
人
は
い
ず

れ
も
走
る
前
ま
で
は
全
く
異
常
が
な
か

っ
た
方
々
。
そ
れ
が
マ
ラ
ソ
ン
を
契
機

に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は

58
歳
の
男
性
。
レ
ー
ス
中
に
倒
れ
、
心

筋
梗
塞
で
死
亡
と
い
う
よ
う
な
記
事
で

す
。
朝
、
元
気
に
「
マ
ラ
ソ
ン
に
行
っ

て
く
る
よ
」
と
言
っ
た
方
々
が
心
筋
梗
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療
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Ａ
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塞
で
亡
く
な
る
、
こ
れ
は
避
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

こ
の
動
画
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
の
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
の
リ
ー
グ
で
す
。
こ
の
選
手

を
見
て
い
て
く
だ
さ
い
。
彼
が
ス
ロ
ー

イ
ン
を
失
敗
し
て
笑
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
次
の
瞬
間
、
彼
は
突
然
倒
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
が
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
と

き
に
実
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
レ
ギ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
彼
は
こ
の

ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
や
は
り
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
選
手
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
リ
ー

グ
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、
ほ
か
の
リ
ー

グ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
４
月
に

入
っ
て
か
ら
の
話
で
す
。
現
在
で
は
プ

ロ
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
さ
え
、
こ
の
心

臓
発
作
と
い
う
も
の
に
関
し
て
は
自
分

で
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
８
月
に
日
本
の

Ｊ
１
で
活
躍
し
て
い

た
松
田
選
手
が
練
習

中
に
突
然
倒
れ
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
長
野
の

ほ
う
で
し
た
の
で
信

州
大
学
に
運
ば
れ
ま

し
た
。
手
は
尽
く
さ

れ
た
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
救
命
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
選
手

で
も
そ
う
で
す
が
、

マ
ラ
ソ
ン
を
や
っ
て

い
る
最
中
の
突
然
死

と
い
う
の
は
最
近
ど

ん
ど
ん
増
え
て
お
り

ま
す
。
５
年
ず
つ
の

ス
パ
ン
で
見
て
調
べ

て
み
ま
す
と
、
２
０

０
０
年
か
ら
２
０
０

４
年
ま
で
の
５
年
間
で
は
37
件
、
１
年

間
に
10
人
が
マ
ラ
ソ
ン
中
に
心
停
止
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
０
０
５
年

以
降
の
５
年
間
で
は
54
人
、
１
年
間
に

14
人
近
く
の
方
が
心
臓
発
作
を
起
こ
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
か
ら
申
し

て
い
ま
す
よ
う
に
、
日
本
人
の
体
自
体

あ
る
い
は
心
臓
の
血
管
自
体
が
徐
々
に

徐
々
に
若
い
世
代
か
ら
も
ろ
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
。

日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
、
２
０
０
５
年
に
学
校
関

係
者
や
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の

ス
タ
ッ
フ
、
あ
る
い
は
体
育
関
係
者
な

ど
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
で
き
る
よ
う
に

教
育
を
受
け
る
こ
と
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ

の
現
場
、
学
校
の
現
場
で
は
５
分
以
内

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整

え
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
医
師
学
会
の
提
言
な
も
の
で
す
か
ら

決
し
て
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
心
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
方
々
た
ち
は
こ
れ
を
見

て
、
徐
々
に
徐
々
に
い
ろ
い
ろ
な
施
設

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
こ
と
を
勧
め
て

お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
救
急
車
を
呼
ん

だ
場
合
に
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
左
側
に

書
い
て
あ
る
数
値
が
１
９
９
９
年
の
と

き
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
と
き
の
救
急
車

が
消
防
署
を
出
て
か
ら
現
場
に
着
く
ま

で
の
時
間
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

６
・
１
分
、
そ
し
て
現
場
か
ら
病
院
に

行
く
ま
で
の
時
間
は
27
分
だ
っ
た
の
で

す
。
５
年
後
に
は
６
・
４
分
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
２
０
０
９
年
に
は
７
・

９
分
、
そ
し
て
今
年
は
８
・
１
分
で
す
。

な
ぜ
増
え
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す
で

し
ょ
う
か
。
私
は
お
と
と
い
、
病
院
で

当
直
を
し
て
い
ま
し
た
。「
の
ど
が
痛
い
」

と
言
っ
て
救
急
車
を
呼
ん
で
来
る
若
者

が
い
た
り
、「
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
取

れ
な
い
、
目
が
痛
い
」
と
言
っ
て
救
急

車
を
使
う
人
た
ち
が
ず
い
ぶ
ん
い
る
の

で
す
。
さ
ら
に
救
急
車
は
無
料
で
す
の

で
何
か
あ
れ
ば
と
い
っ
て
呼
ん
で
し
ま

う
方
々
も
多
い
で
す
。
最
近
で
は
「
目

ま
い
が
あ
っ
て
歩
け
な
い
」「
腰
が
痛
く

て
動
け
な
い
」
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な

物
理
的
に
動
け
な
い
方
も
救
急
車
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
の
か
。
一

番
大
事
な
の
は
心
臓
の
病
気
で
突
然
倒

れ
た
り
、
あ
る
い
は
脳
卒
中
を
起
こ
し

た
り
し
た
と
き
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す

が
、
時
間
が
延
び
て
き
て
い
る
の
で
す
。

理
由
と
し
て
、
救
急
車
の
運
行
回
数
が

と
に
か
く
右
肩
上
が
り
に
上
が
っ
て
い

る
の
で
す
。
で
も
市
や
県
、
国
の
予
算

は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
救
急
車
は
こ

れ
以
上
増
え
ま
せ
ん
。
救
急
車
を
運
行

す
る
ス
タ
ッ
フ
も
増
え
な
い
。
と
い
う

こ
と
は
、
１
台
当
た
り
の
運
行
時
間
は

長
く
な
っ
て
救
急
車
が
現
場
に
行
け
る

時
間
は
さ
ら
に
延
び
て
く
る
と
い
う
よ

う
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
毎
年
、
救
急
車
の
出
動
回
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
人
口
は
減
り
始
め
て

第30号（14）こうしん平成24年6月10日(日)
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６
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い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
急
車
の

運
行
回
数
が
増
え
て
い
る
と
い
う
の
は

年
齢
が
高
齢
化
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢
化
を
し

て
疾
病
を
持
っ
て
い
る
方
々
が
増
え
て

き
て
い
る
。
こ
れ
は
致
し
方
な
い
こ
と

だ
と
私
は
思
い
ま
す
が
、
無
駄
な
救
急

車
の
利
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
と
か
、
い

ろ
い
ろ
今
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

ま
ず
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

病
院
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
り
、
現

場
に
着
く
時
間
が
長
く
な
る
と
、
ま
す

ま
す
現
場
で
応
急
手
当
て
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
国
民
全
部
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
く
る

と
私
は
思
い
ま
す
。
今
の
話
は
ま
た
後

ほ
ど
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
高

円
宮
殿
下
は
大
変
ス
ポ
ー
ツ
に
堪
能
な

殿
下
で
、
宮
杯
と
い
え
ば
高
松
宮
、
高

円
宮
と
、
ス
キ
ー
や
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ

ー
ツ
に
カ
ッ
プ
の
名
前
が
つ
い
て
お
り

ま
す
。
高
円
宮
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
今
年
で
10
年
に
な
り
ま
す
。

カ
ナ
ダ
大
使
館
で
ス
カ
ッ
シ
ュ
を
や
っ

て
い
る
最
中
に
突
然
の
心
室
細
動
に
見

舞
わ
れ
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
、
先
ほ
ど

の
選
手
と
同
じ
よ
う
に
意
識
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
カ
ナ
ダ
大
使
館
だ

っ
た
が
ゆ
え
に
救
急
車
が
到
達
で
き
た

の
は
22
分
後
だ
っ
た
の
で
す
。

も
し
ア
メ
リ
カ
大
使
館
だ
っ
た
ら
ど

う
だ
っ
た
の
か
。
ア
メ
リ
カ
大
使
館
だ

っ
た
ら
多
分
、
今
で
も
ご
存
命
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
ア
メ
リ
カ

大
使
館
に
は
当
時
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。
残
念
な
が
ら
カ
ナ

ダ
大
使
館
に
は
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

あ
る
か
な
い
か
に
よ
っ
て
命
が
助
か
る

か
否
か
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
の
は
魔
法

の
機
械
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
か

な
い
か
に
よ
っ
て
随
分
そ
の
人
の
運
命

が
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

結
果
と
し
ま
し
て
、
こ
の
こ
と
を
重

く
見
た
日
本
政
府
は
、
そ
れ
ま
で
ず
っ

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
一
般
の
人
に
解
禁
し
よ
う

と
い
う
循
環
器
学
会
あ
る
い
は
救
急
の

学
会
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
時
期
尚
早
と
い
う
判
断
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

一
般
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
今
で
は
一
般
国
民
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

心
室
細
動
と
い
う
の
は
心
筋
が
細
か

く
ふ
る
え
て
全
身
に
血
液
が
送
れ
な
い

状
態
で
す
。
心
臓
の
血
管
の
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
止
ま

っ
た
り
し
ま
す
と
こ
う
い
う
発
作
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
す

る
治
療
は
基
本
的
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
心
臓
が
小
刻
み

に
震
え
て
し
ま
い
ま
す
と
、
心
臓
か
ら

脳
へ
酸
素
を
送
り
込
め
ま
せ
ん
。
血
液

と
い
う
の
は
酸
素
を
血
液
の
中
に
い
っ

ぱ
い
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
結
果
的
に

心
臓
が
こ
の
よ
う
に
拍
動
す
る
と
い
う

こ
と
は
脳
に
酸
素
を
送
り
込
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
心
臓
が
、

突
然
震
え
出
し
た
と
き
に
意
識
が
な
く

な
っ
て
ば
た
ん
と
倒
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
、
あ
の
よ
う
な
形
で
心
臓
の
動
き

が
震
え
始
め
ま
す
と
、
大
体
10
秒
以
内

に
意
識
が
な
く
な
っ
て
ば
た
ん
と
倒
れ

ま
す
。
そ
れ
を
見
て
ほ
と
ん
ど
の
人
は

脳
卒
中
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
と
判
断

さ
れ
ま
す
。「
胸
が
痛
い
」
と
言
っ
て
倒

れ
る
よ
り
も
先
に
意
識
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
の
が
心
臓
突
然
死
の
パ

タ
ー
ン
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
震
え
た
状
態
を
も
と
の
心
臓
の
リ

ズ
ム
に
戻
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
処
置
が

実
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
で
あ
る
わ
け
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ(A

utom
ated E

xternal-
D

efibrillator

）
と
い
う
の
は
自
動
体

外
式
除
細
動
器
と
言
わ
れ
て
い
て
、
こ

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
日
本
国
民
の
ほ
と

ん
ど
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
言
う
と
あ
れ
だ
な
と

い
う
の
が
わ
か
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
が
、
最
低
で
も
発

見
か
ら
５
分
以
内
に
使
う
こ
と
。
こ
れ

が
一
番
効
果
的
な
方
法
で
す
。
な
ぜ
か
。

先
ほ
ど
の
心
臓
の
震
え
と
い
う
の
は
５

分
、
６
分
、
７
分
と
た
っ
て
い
き
ま
す

と
、
だ
ん
だ
ん
震
え
が
弱
く
な
っ
て
き

て
、
そ
の
う
ち
に
震
え
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
効
果
が
な
い
の
で
す
。
震
え
て
い

る
う
ち
と
い
う
こ
と
で
５
分
以
内
に
使

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
救
急
隊
を
呼
ん
だ

場
合
に
は
５
分
で
は
来
ま
せ
ん
。
大
体

10
分
以
上
か
か
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
救
急
隊
が
持
っ
て
く
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
で

は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
な
自
宅
や

い
ろ
ん
な
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

す
る
こ
と
と
い
う
こ
と
が
大
事
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
す
。

日
本
は
２
０
０
４
年
以
来
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
例
え

ば
空
港
、
駅
の
ホ
ー
ム
の
中
、
小
田
急

線
は
必
ず
駅
に
一
つ
ず
つ
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
に
は
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
に
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
い

は
こ
の
施
設
に
も
あ
り
ま
す
。
と
い
う

よ
う
に
、
公
共
施
設
と
い
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
は
か
な
り
の
設
置
が
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
愛
知
万
博
で
は
期
間
中
、

大
体
３
０
０
メ
ー
タ
ー
置
き
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
羽
田
空

港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
す
。
ハ
ー
ト
の
マ

ー
ク
が
つ
い
て
い
る
の
が
全
部
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
お
お

よ
そ
50
メ
ー
タ
ー
か
ら
１
０
０
メ
ー
タ

ー
間
隔
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
空
港
だ
と
飛
行

機
に
間
に
合
わ
な
い
と
い
っ
て
走
っ
て

い
く
人
が
多
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
よ
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Ａ
Ｅ
Ｄ
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５
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Ａ
Ｅ
Ｄ
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。
日
本
は
人
を
助
け
る
国
で
す



っ
て
発
作
を
起
こ
し
て
倒
れ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
方
に
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
、

あ
ま
り
新
聞
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、

飛
行
機
の
中
、
空
港
を
含
め
て
年
間
十

数
例
あ
る
そ
う
で
す
。

実
際
に
こ
れ
は
愛
知
万
博
で
私
が
医

療
救
護
体
制
を
お
手
伝
い
し
た
と
き
の

写
真
で
す
。
こ
の
よ
う
に
小
さ
い
カ
ー

ト
が
あ
り
ま
し
て
、
倒
れ
た
人
の
と
こ

ろ
に
３
分
以
内
で
到
達
で
き
る
体
制
を

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ

て
医
師
が
駆
け
つ
け
る
、
あ
る
い
は
警

備
員
や
地
域
消
防
の
方
々
と
協
力
し
て

処
置
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
５
人
の

方
が
愛
知
万
博
期
間
中
に
倒
れ
ら
れ
て
、

う
ち
４
人
が
見
事
に
社
会
復
帰
さ
れ
て

い
ま
す
。
５
人
中
４
人
が
助
か
っ
て
い

ま
す
。

２
０
０
４
年
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
一
般
使
用

が
認
め
ら
れ
て
以
来
、
毎
年
大
体
８
万

台
ぐ
ら
い
ず
つ
増
え
て
い
ま
し
て
、
２

０
１
２
年
に
は
40
万
台
を
超
え
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
40
万

台
を
超
え
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
赤
丸

で
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
臓
発

作
を
起
こ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
人
の

１
カ
月
後
の
生
存
率
は
８
％
ぐ
ら
い
だ

っ
た
の
が
13
％
ま
で
実
は
改
善
を
し
て

き
て
い
ま
す
。
か
な
り
の
数
が
助
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数

と
い
う
の
は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
追

い
越
せ
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
ま
で
一
生

懸
命
設
置
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在

は
人
口
密
度
で
比
べ
る
と
す
で
に
ア
メ

リ
カ
を
抜
い
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に

行
か
れ
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
空
港
で
は
結
構
設
置
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所

で
は
あ
ち
こ
ち
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
置
い
て
あ

る
国
は
実
は
日
本
が
一
番
多
い
の
で
す
。

こ
れ
は
世
界
中
の
こ
う
い
っ
た
救
急

の
ド
ク
タ
ー
が
集
ま
る
と
こ
ろ
の
中
で

発
表
し
た
デ
ー
タ
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

日
本
が
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
、
そ
し
て

日
本
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
伴
っ
て
行
っ

て
き
た
教
育
。
こ
れ
は
世
界
に
誇
る
べ

き
も
の
で
す
。
こ
の
10
年
間
、
経
済
的

に
は
あ
ま
り
ぱ
っ
と
し
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
日
本
で
誇
る
べ
き
も
の
と
い
う

の
は
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
、
す
な
わ
ち

日
本
は
人
を
助
け
る
国
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
世
界
中
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
今
は
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
よ
う
な
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
若
い
人
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
倒
れ

た
方
の
話
で
す
。
実
は
私
た
ち
の
国
士

舘
大
学
で
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
と
き
に

こ
の
よ
う
に
救
急
救
命
士
の
ス
タ
ッ
フ

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
た
せ
て
自
転
車
で
42
キ

ロ
の
間
を
走
り
回
る
、
そ
し
て
学
生
た

ち
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
１
キ
ロ
ご
と

に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

お
り
ま
す
。
国
士
舘
大
学
の
学
生
、
救

命
士
の
学
生
や
、
大
学
の
Ｏ
Ｂ
で
今
の

現
職
で
消
防
で
働
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

が
１
日
１
８
０
人
ぐ
ら
い
沿
道
に
立
ち

ま
し
て
、
一
人
も
マ
ラ
ソ
ン
中
の
死
亡

を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
に
、
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
救
護
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
１
回
目
の
先
ほ
ど
心
臓
の
血

管
を
お
見
せ
し
た
59
歳
の
方
で
す
。
こ

の
方
が
40
キ
ロ
地
点
で
倒
れ
、
意
識
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
ス
タ
ッ
フ

が
駆
け
つ
け
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は

わ
ず
か
そ
の
３
週
間
後
で
す
。
こ
の
方

は
倒
れ
て
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
わ
れ
る
ま

で
約
３
分
、
４
分
ぐ
ら
い
。
そ
し
て
使

っ
て
か
ら
約
７
分
で
目
を
開
け
ゴ
ー
ル

し
よ
う
と
し
た
の
で
み
ん
な
で
取
り
押

さ
え
た
の
で
す
。
そ
の
く
ら
い
現
場
で

倒
れ
た
方
に
す
ぐ
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
し

ま
す
と
、
も
と
に
戻
る
の
で
す
。
脳
は

低
酸
素
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
ま
ま

目
を
開
け
て
、「
あ
れ
、
今
、
僕
、
寝
て

た
？
」
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
す
ぐ
立

ち
上
が
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
す
る
の
を
押

さ
え
て
救
急
車
に
乗
せ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

実
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
、
す

ば
ら
し
い
活
躍
を
し
た
お
子
さ
ん
が
い

ま
し
た
。
こ
の
子
は
小
学
校
５
年
生
で

沿
道
で
倒
れ
た
人
を
見
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
子
が
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
に
「
あ
っ

ち
で
人
が
倒
れ
て
い
る
よ
」
と
何
百
メ

ー
タ
ー
か
走
っ
て
教
え
て
く
れ
た
の
で

す
。
な
ぜ
こ
の
子
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
知
っ
て

い
た
の
か
。
夏
休
み
の
課
題
で
校
長
先

生
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
こ
と
を
調
べ
て
み
ま
し

た
と
い
う
自
由
研
究
を
彼
は
出
し
て
い

た
の
で
す
。

一
度
も
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
こ

と
が
な
い
、
一
度
も
自
分
で
だ
れ
か
に

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
子
が
、

自
由
研
究
で
勉
強
し
て
こ
の
中
の
ヒ
ー

ロ
ー
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
学
校
に
行

き
ま
し
て
彼
に
は
金
メ
ダ
ル
を
あ
げ
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
ま
だ
ま
だ

日
本
人
の
子
で
も
で
き
る
の
で
す
。
も

っ
と
も
っ
と
若
い
世
代
に
僕
ら
は
期
待

し
て
い
い
の
か
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

２
年
後
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
タ
レ
ン

ト
の
松
村
邦
洋
さ
ん
―
―
今
日
も
昼
の

「
ア
ッ
コ
に
お
ま
か
せ
！
」
に
出
て
い
ま

し
た
。
ま
た
ず
い
ぶ
ん
太
っ
て
き
ま
し

た
け
ど
、
彼
は
倒
れ
ま
し
て
、
彼
こ
そ

本
当
に
１
分
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
か
な

り
肥
満
体
な
も
の
で
脂
肪
が
だ
い
ぶ
つ

い
て
い
ま
し
た
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
心

臓
ま
で
な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
に
、
２
度

の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
機
械
が
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
７
分
間
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
彼
と
１
年
後
に
会
っ
た

と
き
の
写
真
で
す
。
倒
れ
た
当
初
、
自

分
は
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
で
、
命
が
助
か
っ

て
大
変
感
謝
し
て
い
る
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
こ

と
に
つ
い
て
何
で
も
協
力
す
る
よ
と
言

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
ち
ょ
っ

と
話
を
し
て
み
た
ら
、
事
務
所
が
コ
メ

デ
ィ
ア
ン
が
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

も
ら
っ
て
は
と
て
も
困
る
と
い
う
こ
と

で
、
残
念
な
が
ら
協
力
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
し
ま
し
て
も
こ
の
動
画
は
、

彼
の
心
臓
が
止
ま
っ
て
７
分
間
心
臓
マ
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Ａ
Ｅ
Ｄ
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で
脳
に
障
害
が
起
き
な
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ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
12
日
目
の
記
者
会

見
の
模
様
で
す
。
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

わ
か
り
ま
す
が
、
７
分
間
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
受
け
た
人
が
12
日
目
で
こ
う
や

っ
て
普
通
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
と
脳
に
酸
素

が
回
っ
て
い
ま
す
の
で
低
酸
素
に
な
ら

な
い
、
す
な
わ
ち
脳
の
障
害
が
起
き
な

い
の
で
す
。

私
た
ち
が
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
心
臓
を
も
と
に

動
か
す
と
い
う
こ
と
が
一
つ
で
す
が
、

心
臓
が
震
え
て
い
た
り
し
て
い
る
間
に

も
脳
に
酸
素
を
送
り
込
ん
で
い
く
こ
と

が
大
事
な
仕
事
な
の
で
す
。
彼
が
こ
う

や
っ
て
記
者
会
見
し
て
つ
ま
ら
な
い
冗

談
を
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
心

臓
か
ら
出
て
い
く
酸
素
を
ず
っ
と
維
持

し
続
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
12
日
目

に
こ
う
や
っ
て
記
者
会
見
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
ち

ゃ
ん
と
で
き
て
い
た
証
拠
で
す
。

彼
は
１
４
０
キ
ロ
あ
っ
た
体
重
を
40

キ
ロ
落
と
し
て
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
に
臨
み

ま
し
た
。
前
の
年
に
実
は
１
分
の
タ
イ

ム
オ
ー
バ
ー
で
関
門
を
越
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
悔
し
く
て
だ
い
ぶ
頑
張

っ
て
走
っ
て
い
た
の
で
す
。
オ
ー
バ
ー

ペ
ー
ス
に
な
っ
て
実
は
倒
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン

で
倒
れ
ら
れ
る
方
の
特
徴
は
、
実
は
オ

ー
バ
ー
ペ
ー
ス
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
体
が
元
気
だ
と
思
っ
て
い
る
人

ほ
ど
危
な
い
で
す
。

心
臓
の
病
気
を
持
た
れ
て
い
る
方
々

と
い
う
の
は
、
よ
く
先
生
方
の
言
う
こ

と
を
聞
い
て
、
そ
し
て
着
実
に
従
っ
て

い
る
。
こ
う
い
う
方
に
か
ん
し
て
は
は

あ
ま
り
心
配
要
ら
な
い
。
逆
に
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
全
く
意
識
し
な
い
一
見
元

気
な
方
々
の
ほ
う
が
問
題
な
の
で
す
。

今
年
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
も
私
た
ち
は

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
番
号

の
方
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
と
い
う
の
を

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、

今
年
も
１
人
助
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
こ
う
い
う
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
の
サ
ポ

ー
ト
を
、
大
学
で
救
命
士
と
一
緒
に
年

間
50
レ
ー
ス
弱
や
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
に
私
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
心
停
止

に
な
っ
た
方
13
名
中
12
名
ま
で
が
救
命

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
11
名
は
全

部
社
会
復
帰
。
一
番
の
著
効
例
と
い
う

の
は
先
ほ
ど
の
方
よ
り
も
短
い
時
間
で
、

倒
れ
て
１
分
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
し
ま

し
た
。
目
の
前
で
倒
れ
た
方
が
い
て
、

す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
て
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
し
た
ら
す
ぐ
に
目
が
覚

め
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
本
当
に
走
っ
て

い
こ
う
と
し
た
の
で
す
。

と
い
う
よ
う
に
心
臓
発
作
に
関
し
て

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
と
い
う
の
は
非
常
に

大
き
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
５
分
た
っ

た
り
、
10
分
た
っ
た
り
す
る
と
全
く
効

果
は
な
い
の
で
す
。
５
分
、
10
分
で
現

場
に
医
師
が
行
け
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
い
う
よ
う
な
体
制
を
引
い
て
な
い
限

り
は
全
く
無
理
な
の
で
す
。
救
急
隊
も

行
け
る
か
と
い
う
と
、
自
宅
で
そ
う
な

っ
た
と
き
も
救
急
隊
は
行
け
な
い
で
す
。

た
ま
た
ま
近
く
に
消
防
署
が
あ
る
と
か

と
い
う
お
宅
で
あ
れ
ば
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。
だ
け
ど
そ
の
救
急
車
が
ど
こ
か

外
へ
出
て
い
て
遠
い
と
こ
ろ
に
い
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
何
分
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
。

と
な
る
と
、
運
に
任
せ
る
よ
り
も
、
や

は
り
皆
さ
ん
ご
自
身
で
備
え
て
い
た
だ

く
、
あ
る
い
は
家
族
の
方
に
一
緒
に
備

え
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
私
は
大
事

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
子
供
た
ち
に
も
実
は
こ

う
い
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
学
校
に

お
け
る
突
然
死
。
こ
れ
は
心
臓
震
盪

（
し
ん
と
う
）
と
い
う
、
け
が
で
す
。
野

球
の
ボ
ー
ル
な
ど
が
胸
に
ど
ん
と
当
た

り
ま
す
と
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
さ
っ
き

と
同
じ
よ
う
に
心
臓
が
震
え
出
し
て
し

ま
い
ま
す
。
不
幸
な
こ
と
に
こ
の
外
傷

は
心
臓
が
全
く
悪
く
な
い
子
供
の
上
に

起
こ
る
の
で
す
。
元
気
な
子
供
で
サ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
い
た
り
、
野
球
を
や
っ

て
い
る
子
供
た
ち
の
胸
に
強
く
ボ
ー
ル

が
当
た
り
ま
す
と
起
こ
り
ま
す
。
野
球

の
ボ
ー
ル
と
か
、
ホ
ッ
ケ
ー
と
か
、
サ

ッ
カ
ー
と
か
、
空
手
。
こ
う
い
っ
た
も

の
で
起
き
て
き
ま
す
。

最
近
、
ミ
ズ
ノ
で
は
こ
う
い
う
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
を
つ
く
っ
て
、
そ
う
い
う
衝

撃
を
や
わ
ら
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
れ
は

空
手
の
試
合
で
子
ど
も
が
倒
れ
る
動
画

で
す
。
こ
っ
ち
側
の
選
手
の
胸
の
と
こ

ろ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
突
き
が

入
り
ま
す
。
―
―
今
、
入
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
彼
は
こ
の
ま
ま
心
臓
震
盪
を

起
こ
し
て
倒
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ

う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
学
校
の
中
で
、

あ
る
い
は
子
供
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
や

っ
て
い
る
最
中
に
起
こ
る
。
こ
れ
は
何

と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
。
実

は
こ
の
審
判
の
方
々
は
す
ぐ
に
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
ち

ょ
っ
と
顔
を
た
た
い
た
り
何
だ
り
し
て
、

結
局
こ
の
子
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
空
手
の
試
合
の
サ
ポ
ー
ト

も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
前
も
極
真
会
の

試
合
で
中
学
校
２
年
生
が
胸
に
突
き
が

入
っ
て
心
臓
震
盪
を
起
こ
し
た
。
す
ぐ

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
し
て
も
と
に
戻
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い

う
も
の
こ
そ
、
本
当
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
準
備

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
の
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
と
い
い
、

こ
の
心
臓
震
盪
は
、
か
な
り
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
画
像
な
の
で
す
が
、
こ
う
い
っ

た
と
き
に
い
か
に
慌
て
ず
に
応
急
処
置

が
で
き
る
か
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
そ

の
人
た
ち
の
人
生
を
決
め
ま
す
。
彼
は

高
校
野
球
の
選
手
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ

た
の
で
す
。
こ
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ラ
イ
ナ

ー
を
胸
に
受
け
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
倒

れ
た
の
で
す
。

た
ま
た
ま
こ
の
救
急
救
命
士
の
人
が

―
―
こ
の
日
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て

い
ま
す
け
ど
、
非
番
の
休
み
の
日
で
こ

の
高
校
野
球
を
見
て
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
胸
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
て
倒
れ
た

も
の
で
す
か
ら
、
す
ぐ
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

出
て
い
っ
て
彼
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
ま
し
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救
急
車
は
何
分
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
。

運
に
任
せ
る
よ
り
自
分
で
備
え
る
こ
と

助
か
る
か
ど
う
か
の
差
は
教
育
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
差
で
す



た
。
実
は
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
の
は
こ

の
学
校
に
前
日
か
前
々
日
に
Ｏ
Ｂ
が
寄

付
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
そ
う
い
う
よ

う
な
運
の
い
い
子
も
い
る
の
で
す
。

逆
に
子
供
の
中
で
中
学
校
の
体
育
で

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
て
、
ゴ
ー
ル
キ

ー
パ
ー
で
ボ
ー
ル
を
取
り
損
な
っ
て
胸

に
当
た
っ
て
そ
の
ま
ま
心
臓
震
盪
で
倒

れ
た
。
倒
れ
た
子
供
の
周
り
の
子
供
た

ち
も
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
、
先

生
を
呼
ん
で
こ
よ
う
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
わ
ら
わ
ら
と
し
て
て
結
局
す

ぐ
処
置
で
き
な
く
て
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
子
も
い
ま
す
。

逆
に
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
で
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ク
ラ
ブ

で
や
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
は
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
起
き
て
、
す
ぐ
に
友
達
の
胸

を
押
し
始
め
た
子
が
い
た
り
、
あ
る
い

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
先
生

を
呼
び
に
行
っ
た
り
と
い
う
こ
と
を
し

た
と
こ
ろ
で
は
実
は
そ
の
子
は
助
か
っ

て
い
る
。
こ
の
差
は
何
だ
ろ
う
か
。
心

臓
の
病
気
も
何
も
な
い
子
供
が
学
校
で

元
気
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
倒
れ
て
し

ま
う
。
助
か
る
か
ど
う
か
の
差
は
教
育

を
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

実
は
中
学
校
あ
る
い
は
高
校
で
は
授

業
と
し
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
含
ん
だ

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
を
私
は

ず
っ
と
調
べ
て
き
ま
し
た
ら
、
昭
和
33

年
以
降
、
全
部
の
方
が
―
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

そ
の
当
時
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
応
急

手
当
て
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
学

ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

―
―
後
藤
さ
ん
い
か
が
で
す
か
、
高
校

で
や
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

後
藤

な
い
で
す
。

田
中
先
生

な
い
で
す
ね
。
何
で
な

ん
で
し
ょ
う
。

後
藤

重
要
性
が
理
解
さ
れ
て
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

田
中
先
生

そ
う
で
す
ね
、
あ
と
教

え
ら
れ
る
先
生
が
い
な
い
。
専
門
の
先

生
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
指
導
す
る
、
あ
る
い
は
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
指
導
で
き
る
先
生
と
い
う
の

は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
と
か
、
も
と

も
と
体
育
学
部
で
そ
う
い
う
の
を
習
っ

て
き
た
と
い
う
人
以
外
に
は
で
き
な
い

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
研
究
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
も
う
２
０
１
０
年
に
は
32

万
台
に
な
り
ま
し
て
、
２
０
１
１
年
に

は
40
万
台
を
超
え
ま
す
。
日
本
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
果
た
し
て
教
育
が
追
い
つ
い
て
い
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
多
少
実
は
疑
問

が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
は
８
・
１
分
と

い
う
の
が
公
式
デ
ー
タ
で
す
。
国
が
出

し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
８
・

１
分
は
実
は
消
防
署
を
出
て
か
ら
現
場

に
着
く
ま
で
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

消
防
署
は
た
と
え
ば
、
大
和
の
消
防
署

か
ら
出
て
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
着
く
ま
で

の
時
間
だ
け
を
８
・
１
分
と
言
っ
て
い

ま
す
。
実
は
こ
の
前
に
は
１
１
９
番
で
、

「
今
、
人
が
倒
れ
て
い
ま
す
」
と
電
話
し

て
、「
わ
か
り
ま
し
た
、
じ
ゃ
あ
救
急
車

を
向
け
ま
す
」
と
言
っ
て
、
さ
ら
に
救

急
車
へ
指
令
を
出
し
て
「
行
き
な
さ
い
」

と
い
う
ま
で
に
３
分
間
、
実
は
時
間
が

あ
る
の
で
す
。
も
う
こ
れ
で
11
分
で
す
。

現
場
に
着
い
た
救
急
車
が
「
ど
こ
で

す
か
、
倒
れ
て
い
る
人
は
」
と
言
っ
て
、

さ
ら
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貼
る
ま
で
に
大
体
２

分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
で
も
う
13
分
で
す
。
で
す
か

ら
１
１
９
番
を
し
た
と
き
に
、
救
急
車

が
来
る
と
い
う
の
は
平
均
13
分
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
間
に
も
し
何
か
急
変
し

た
ら
処
置
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
そ
の
そ
ば
に
い
る
人
た
ち
で
す
。
そ

れ
以
外
だ
れ
も
や
っ
て
く
れ
な
い
、
あ

る
い
は
周
り
に
い
る
人
た
ち
が
そ
の
人

を
助
け
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
を
実
現

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
救
急

車
の
到
着
時
間
は
ま
す
ま
す
長
く
な
っ

て
き
ま
す
。
恐
ら
く
今
年
あ
た
り
は

８
・
３
分
、
８
・
５
分
と
な
っ
て
き
て
、

救
急
車
を
呼
ん
で
も
な
か
な
か
来
な
い

と
い
う
の
が
だ
ん
だ
ん
常
識
に
な
っ
て

き
ま
す
。

だ
っ
た
ら
お
互
い
に
処
置
を
し
ま
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
私
が
東

京
マ
ラ
ソ
ン
や
い
ろ
ん
な
マ
ラ
ソ
ン
の

例
を
示
し
ま
し
た
が
、
迅
速
に
処
置
を

す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
助
か
る

の
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
助
か
る
人

が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
的

確
に
処
置
を
行
え
ば
後
遺
症
な
く
回
復

す
る
可
能
性
は
松
村
さ
ん
で
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
だ
れ
が
や
る
か
と

い
う
と
倒
れ
た
人
の
そ
ば
に
い
る
皆
さ

ん
で
す
。
こ
れ
が
や
は
り
大
き
な
役
割

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
国
が
出
し
て
い
る
「
救
命
の

連
鎖
」
と
い
っ
て
応
急
手
当
て
を
す
る

流
れ
で
す
。
こ
の
う
ち
の
四
つ
、
輪
が

あ
り
ま
す
。
倒
れ
た
人
を
見
た
ら
す
ぐ

電
話
し
ま
し
ょ
う
、
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
や
り
ま
し
ょ
う
。
救
急
隊
が
来
た
ら

救
急
隊
の
い
ろ
ん
な
処
置
を
し
て
も
ら

っ
て
専
門
の
病
院
に
運
ん
で
も
ら
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
、
こ
の
四
つ
の
流
れ
が

し
っ
か
り
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ
の
最
初
の
三
つ
は
実
は
一

般
市
民
の
方
が
行
う
こ
と
で
す
。
す
な

わ
ち
プ
ロ
の
仕
事
人
は
こ
う
い
う
現
場

に
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
す
。

平
成
22
年
の
突
然
の
心
停
止
の
総
数

は
12
万
人
で
す
。
12
万
人
の
う
ち
、
心

臓
を
悪
く
し
て
突
然
に
倒
れ
ら
れ
る
方

が
53
％
。
こ
の
う
ち
だ
れ
か
が
目
撃
し

て
い
る
と
い
う
人
た
ち
の
数
は
、
目
撃

し
て
な
い
と
い
う
人
た
ち
よ
り
も
少
な

い
。
自
宅
で
倒
れ
て
い
る
場
合
は
だ
れ

も
気
が
つ
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
の
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
か

が
そ
の
倒
れ
た
現
場
を
見
て
、
す
ぐ
に

応
急
手
当
て
を
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

処
置
を
し
た
場
合
の
ほ
う
が
、
処
置
を

し
な
い
場
合
、
目
撃
が
な
い
場
合
に
比

べ
て
助
か
る
率
は
非
常
に
高
い
で
す
。

も
う
少
し
詳
し
く
言
い
ま
す
。
何
も
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救
急
車
が
来
る
ま
で
倒
れ
た
そ
ば
に

い
る
人
た
ち
が
救
命
す
る
し
か
な
い

救
命
の
４
つ
の
連
鎖
＝
電
話→

心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ→

Ａ
Ｅ
Ｄ→

救
急
隊
へ



し
な
い
場
合
だ
っ
た
ら
５
％
し
か
助
か

ら
な
い
の
で
す
が
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

だ
け
を
し
ま
す
と
約
倍
の
10
％
助
か
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
す
る
と
約
９
倍
の
45
％
助
か
る
の

で
す
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
も
駄

目
で
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
が
組
み
合
わ
さ
れ
ま
す
と
、
助
か
る

確
率
は
こ
ん
な
に
高
く
な
る
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上

で
ご
準
備
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
が
こ
う
い
っ
た
処
置
を
す
る
か

と
い
う
の
を
１
年
間
調
べ
て
み
ま
し
た
。

３
分
の
１
が
医
療
従
事
者
で
す
。
人
が

倒
れ
た
と
い
う
と
き
に
す
ぐ
に
出
て
い

っ
て
、「
じ
ゃ
あ
私
や
り
ま
す
」
と
言
え

る
人
と
い
う
の
は
普
段
か
ら
や
っ
て
い

る
人
た
ち
が
多
い
で
す
。
警
察
官
、
消

防
士
、
医
師
、
看
護
師
と
い
っ
た
よ
う

な
方
で
す
。
隣
に
い
る
人
や
友
人
と
い

う
の
も
多
く
て
、
家
族
が
少
な
い
の
で

す
。
私
は
何
と
か
家
族
を
も
っ
と
多
く

し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
国
民
的
な
教
育
、
国
民
全

部
が
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
教
育
が

必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

自
宅
で
倒
れ
て
も
、
家
族
の
方
が
処
置

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
何
と
か
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
場
所
ご
と
に
よ
っ

て
効
果
を
見
て
い
き
ま
す
。
実
は
学
校

と
体
育
施
設
が
非
常
に
効
果
的
な
の
で

す
。
こ
の
赤
で
示
し
て
い
る
の
は
助
か

っ
た
率
、
あ
る
い
は
１
カ
月
後
の
社
会

復
帰
を
し
て
い
る
率
で
す
。
そ
れ
を
見

る
と
体
育
館
や
学
校
だ
と
助
か
る
率
は

非
常
に
高
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
体
育

館
に
も
学
校
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
ず
あ
る

か
ら
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
が
ゆ
え
に

助
か
る
率
が
非
常
に
増
え
て
い
る
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
病
院
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ

る
の
で
す
が
助
か
る
率
は
あ
ま
り
高
く

な
い
。
自
宅
で
も
同
じ
で
す
。
発
見
す

る
人
が
少
な
い
。
そ
う
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
が
自
宅
で
は
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

冒
頭
で
私
が
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
家
庭
用
に
そ

う
い
っ
た
処
置
の
で
き
る
機
材
、
あ
る

い
は
ご
家
族
の
方
々
が
応
急
手
当
て
を

す
る
と
い
う
こ
と
を
広
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
今
、
応
急
手
当
て
を
普

及
す
る
一
つ
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
だ
れ
か
知
ら
な
い
人
が
倒
れ
て
い

た
ら
何
か
や
っ
て
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
た

ら
困
る
と
い
う
日
本
人
の
国
民
性
と
い

う
の
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
か
に
処
置
を

す
る
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
法
的
な
不

安
、
あ
る
い
は
応
急
手
当
て
の
仕
方
が

わ
か
ら
な
い
か
ら
と
い
う
不
安
、
そ
ん

な
こ
と
が
ど
う
も
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
て

き
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
人
に
言
い
ま
す
と
、

ど
う
い
う
反
応
を
す
る
か
。「
や
り
方
知

ら
な
く
て
も
お
れ
で
き
る
」
と
必
ず
手

を
挙
げ
る
の
が
ア
メ
リ
カ
人
。
で
き

て
い
て
も
や
ら
な
い
と
い
う
の
が
日

本
人
と
い
う
ふ
う
に
大
体
の
国
民
性

と
い
う
の
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

中
国
に
行
き
ま
す
と
、
よ
く
最
近

テ
レ
ビ
に
出
て
い
ま
す
が
、
下
手
に

処
置
を
す
る
と
後
で
訴
訟
を
起
こ
さ

れ
て
何
で
処
置
を
し
た
ん
だ
と
い
っ

て
罰
則
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
る

い
は
宗
教
的
な
理
由
か
ら
、
外
に
倒

れ
て
い
る
人
を
直
接
女
性
が
触
れ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
国
も
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
日
本
は
幸
い
そ
う
い
う

宗
教
的
な
問
題
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
い
に
も
っ

と
も
っ
と
人
を
助
け
る
国
で
あ
っ
て

も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

救
命
処
置
を
す
る
際
に
一
般
の
方
を
守

っ
て
い
る
刑
法
37
条
。
応
急
手
当
て
は

社
会
的
相
当
行
為
と
し
て
違
法
性
を
問

わ
れ
ず
、
故
意
も
し
く
は
重
過
失
が
な

け
れ
ば
法
的
責
任
は
問
わ
れ
な
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。
民
法
６
９
８
条
で
も
ほ

ぼ
同
様
の
文
面
が
あ
り
ま
す
。
何
を
意

味
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
応
急
手
当

て
を
し
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
肋

骨
が
ぽ
き
っ
と
折
れ
た
。
そ
の
人
が
元

気
に
な
っ
て
助
か
っ
て
挨
拶
に
来
て

「
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
で
も
医
療
費
が
こ
れ
だ
け
か
か
っ

た
の
で
ど
う
ぞ
払
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
と
い
う
こ

と
で
す
。
民
法
で
も
刑
法
で
も
正
し
い

処
置
を
し
て
い
る
限
り
、
全
く
違
法
性

は
問
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き

り
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
法
律
が
あ
っ
た
こ
と
は
皆

さ
ん
ご
存
じ
で
し
た
か
。
や
は
り
こ
の

救
急
処
置
を
保
護
す
る
法
律
が
あ
ま
り

に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
問
題
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
知
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
し
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
学
校

で
教
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
応
急
手
当

て
を
し
た
ら
だ
れ
か
に
損
害
賠
償
で
訴

え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
否
定
す
る
に
は
、
や
は
り
法
的
な
こ

う
い
う
正
式
な
文
面
を
ち
ゃ
ん
と
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る
の

で
す
が
、
私
が
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ
に
あ

り
ま
す
か
」
と
学
校
に
行
っ
て
必
ず
聞

く
と
、
警
備
員
の
方
が
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
大

事
で
す
か
ら
ね
」
と
か
ぎ
を
締
め
て
倉
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Ｅ
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庫
に
置
い
て
あ
る
ん
で
す
。（
笑
）
こ
れ

で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
助
け
ら
れ
な
い

で
す
。
最
近
で
は
学
校
に
入
っ
た
正
面

の
下
駄
箱
と
か
、
一
番
倒
れ
や
す
い
校

長
先
生
の
横
に
置
い
て
お
く
。
こ
れ
が

鉄
則
で
す
。
大
体
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

置
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
実
は
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所
に
よ
っ
て
は
昼
し
か
使
え
な
い
と
こ

ろ
が
結
構
多
い
。
学
校
も
そ
う
で
す
。

夜
、
閉
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
学
校
に

い
く
ら
設
置
し
て
あ
る
と
い
っ
て
も
、

と
り
に
行
っ
た
と
き
に
夜
の
時
間
と
か

朝
の
時
間
は
使
え
ま
せ
ん
。
昼
は
結
構

使
え
る
ん
だ
け
ど
と
い
う
と
こ
ろ
が
多

い
。
こ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
ミ
ス
マ

ッ
チ
が
随
分
起
き
て
い
ま
す
。

私
は
今
、
こ
う
い
う
こ
と
を
解
決
す

る
た
め
に
は
教
育
し
か
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
中
で
こ
う
い

う
ふ
う
に
一
人
一
体
、
人
形
を
使
っ
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
や
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
て
い
ま
す
。
―
―
こ
ん
な
感
じ

で
す
。
段
ボ
ー
ル
を
繰
り
抜
い
て
、
そ

し
て
こ
う
い
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ト
レ
ー
ナ

ー
を
試
作
し
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
る
機
械
と
い
う
の
は
非
常
に
高
い
の

で
す
。
学
校
で
こ
う
い
っ
た
も
の
を
買

っ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、
１
台
10

万
円
と
か
20
万
円
し
ま
す
。
私
が
開
発

し
た
の
は
こ
れ
だ
と
１
５
０
０
円
。
１

人
１
台
ぐ
ら
い
使
え
る
よ
う
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き
る
の
で
す
。

学
校
の
普
及
を
阻
害
し
て
い
る
一
つ

の
原
因
が
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
教
材
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
う
い

う
も
の
を
地
域
の
企
業
と
か
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
が
、
う
ち
の
地
域

の
小
学
校
と
か
中
学
校
、

高
校
で
勉
強
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で

寄
付
し
て
も
ら
う
と

か
、
そ
う
い
う
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ぜ

ひ
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

実
際
に
こ
れ
は
小
学

校
で
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
る
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
子
供
た
ち
は
一
生
懸
命

や
っ
て
非
常
に
上
手
で
す
。
こ
れ
は
小

学
校
５
年
生
で
す
。
小
学
校
５
年
生
、

６
年
生
が
こ
う
い
う
形
で
応
急
手
当
て

を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
大
変
上

手
に
１
時
間
ぐ
ら
い
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
国
民
教
育
と
し
て
、
義
務

教
育
内
に
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
で

応
急
手
当
て
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
お
う
と
い

う
こ
と
で
、
家
庭
内
で
も
そ
れ
を
子
供

た
ち
中
心
に
広
め
て
い
っ
て
も
ら
う
。

自
宅
の
中
で
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
子

供
た
ち
が
こ
う
い
う
こ
と
を
や
る
と
い

う
こ
と
で
、
学
校
で
の
教
育
を
自
宅
に

持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
が
将

来
で
き
て
日
本
全
国
の
学
校
で
こ
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
大
変

よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
救
急
の
場
は
命
の
教
育

と
言
っ
て
、
日
本
を
背
負
っ
て
立

つ
よ
う
な
子
供
た
ち
に
命
を
助

け
る
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い

は
命
を
大
事
に
す
る
と
い
う

こ
と
を
こ
う
い
っ
た
救
急
の

処
置
を
通
じ
て
学
ん
で
も
ら

お
う
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て

い
ま
す
。

で
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
に
人
が
倒
れ

た
と
き
に
ど
ん
な
処
置
を
す
る
か
と
い

う
こ
と
を
や
っ
て
み
ま
す
。

応
急
手
当
て
と
い
う
と
難
し
い
よ
う

に
思
い
ま
す
が
簡
単
で
す
。
倒
れ
た
人

が
ま
ず
意
識
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
、
そ
し
て
意
識
が
な
け

れ
ば
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
、

そ
し
て
応
援
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
、

１
１
９
番
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
と
、
こ

の
三
つ
を
周
り
の
人
に
大
き
く
言
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

次
に
や
る
こ
と
は
こ
の
人
が
息
を
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
見
ま
す
。
息
を
し

て
な
け
れ
ば
も
う
心
臓
停
止
と
考
え
て
、

す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
ま
す
。

こ
ん
な
流
れ
を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
国
士
舘
大
学
の
学
生
に
最
後

に
少
し
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。
で
は
檀
上

の
ほ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
大
き
な
声

で
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
原

国
士
舘
大
学
３
年
生
の
高
原

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
拍
手
）

隈
元

同
じ
く
３
年
の
隈
元
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
拍
手
）

田
中
先
生

そ
れ
で
は
ど
ん
な
状
況

で
す
か
。

高
原

こ
こ
の
近
く
に
あ
る
イ
オ
ン
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や
家
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で
Ａ
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仕
方
を
学
ぼ
う

心臓マッサージ開始

応急手当の
デモンストレ
ーション

学
校
で
手
作
り
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
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を
試
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し
て
使
っ
て
い
ま
す



モ
ー
ル
で
お
店
の
中
で
60
歳
ぐ
ら
い
の

男
性
が
倒
れ
た
と
い
う
想
定
で
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

田
中
先
生

は
い
。
た
ま
た
ま
君
た

ち
が
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
お
願
い
し
ま
す
。

―
―
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
開
始
　
　
　
　

高
原

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
外
で
人
が

倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
ま

ず
安
全
の
確
認
を
し
ま
す
。
周
囲
の
状

況
、
よ
し
。
も
し
も
し
、
わ
か
り
ま
す

か
、
わ
か
り
ま
す
か
、
わ
か
り
ま
す
か
。

反
応
あ
り
ま
せ
ん
。
す
み
ま
せ
ん
、
だ

れ
か
来
て
く
だ
さ
い
。

隈
元

は
い
、
ど
う
し
ま
し
た
か
。

高
原

こ
の
方
の
意
識
が
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
は
１
１
９
番
と
多
く
の
人

を
集
め
て
き
て
く
だ
さ
い
。

隈
元

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。

高
原

あ
な
た
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て

き
て
も
ら
っ
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

後
藤

わ
か
り
ま
し
た
。

高
原

で
は
、
呼
吸
の
確
認
を
し
ま

す
。
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
。
呼

吸
が
あ
り
ま
せ
ん
。
意
識
が
な
い
の
で

胸
骨
の
圧
迫
を
開
始
し
ま
す
。
１
、
２
、

３
、
４
、
５
、
６
、
７
、
８
、
９
、
10

…
…
。

隈
元

消
防
に
電
話
し
ま
す
。
１
１

９
番
。

田
中
先
生

は
い
、
大
和
市
消
防
で

す
。
火
事
で
す
か
、
救
急
で
す
か
。

隈
元

救
急
で
す
。

田
中
先
生

今
、
あ
な
た
の
電
話
を

し
て
い
る
場
所
は
何
市
何
番
地
で
す
か
。

隈
本

大
和
市
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
の
入
り
口
の
近
く
で
す
。

田
中
先
生

は
い
。
ど
ん
な
状
況
で

し
ょ
う
。

隈
元

人
が
倒
れ
て
い
て
呼
吸
と
意

識
が
な
い
の
で
、
今
、
胸
骨
圧
迫
を
行

っ
て
い
ま
す
。

田
中
先
生

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
す
ぐ
救
急
車
を
向
け
ま
す
の
で
、

こ
の
ま
ま
電
話
を
切
ら
ず
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
今
、
ど
な
た
か
応
急
手
当
て

を
し
て
い
ま
す
か
。

隈
元

今
、
１
人
、
胸
骨
圧
迫
を
し

て
い
ま
す
。

田
中
先
生

わ
か
り
ま
し
た
。
胸
骨

圧
迫
を
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

隈
元

は
い
。

田
中
先
生

じ
ゃ
あ
そ
の
ま
ま
続
け

て
く
だ
さ
い
。

隈
元

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。（
胸

郭
圧
迫
し
て
い
る
人
に
）
１
１
９
番
に

電
話
し
ま
し
た
。

高
原

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

代
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

隈
元

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。

高
原

じ
ゃ
あ
１
、
２
、
３
で
行
き

ま
す
。
１
、
２
、
３
…
…
。

田
中
先
生

今
の
よ
う
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
一
度
始
め
た
ら
切
ら
さ
な
い

事
が
大
事
で
す
。
も
う
、
す
ぐ
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
き
ま
す
。

高
原

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
き
ま
し
た
。
ま
ず

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
ふ
た
を
開
け
ま
す
。
そ
し
て

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。（
ピ
ー
の
音
）

田
中
先
生

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ま
ず
電
源
を

入
れ
て
パ
ッ
ド
を
貼
る
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
か
ら
音
声
に
従
う
と
い
う
こ
と
が

必
要
で
す
。（「
音
声
」
ラ
ン
プ
が
点
滅

し
て
い
る
ソ
ケ
ッ
ト
に
パ
ッ
ド
の
コ
ネ

ク
タ
ー
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。）

高
原

胸
の
回
り
を
確
認
し
ま
す
。

貴
金
属
な
し
、
体
毛
な
し
、
ペ
ー
ス
メ

ー
カ
ー
な
し
、
貼
付
薬
な
し
、
汗
・
水

な
し
。（「
音
声
」
コ
ネ
ク
タ
ー
を
接
続

し
て
下
さ
い
。
コ
ネ
ク
タ
ー
を
接
続
し

て
く
だ
さ
い
）

田
中
先
生

パ
ッ
ド
の
位
置
は
１
枚

目
が
右
肩
の
あ
た
り
、
２
枚
目
が
心
臓

の
下
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
の
位
置
に
し
ま

す
。（「
音
声
」
心
電
図
を
解
析
中
で
す
。

体
に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

高
原

解
析
中
で
す
。
触
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

隈
元

は
い
。（「
音
声
」
シ
ョ
ッ
ク

が
必
要
で
す
。
充
電
中
で
す
。
体
か
ら

離
れ
て
く
だ
さ
い
。）

高
原

離
れ
て
く
だ
さ
い
。
シ
ョ
ッ

ク
し
ま
す
。（「
音
声
」
シ
ョ
ッ
ク
を
実

行
し
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
ボ
タ
ン
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。）

高
原

シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
離
れ
て
。
シ
ョ
ッ
ク
を

開
始
し
ま
す
。（「
音
声
」
シ
ョ
ッ
ク
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
中
断
中
で
す
。

直
ち
に
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
を
し
て

く
だ
さ
い
）

高
原

１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６
、

７
、
８
、
９
、
10
。
１
、
２
、
３
、
４
、

５
、
６
、
７
、
８
、
９
、
20
。

田
中
先
生

一
回
胸
を
押
し
始
め
ま

し
た
ら
、
そ
れ
を
続
け
ま
す
。
今
は
人

工
呼
吸
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
人
に
人
工

呼
吸
を
す
る
の
も
な
か
な
か
大
変
で
す

か
ら
、
胸
を
常
に
圧
迫
し
続
け
る
。
こ

れ
を
交
代
で
約
１
分
ぐ
ら
い
ず
つ
に
隣

の
人
と
代
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

高
原

手
足
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

呼
吸
の
確
認
を
し
ま
す
。
１
、
２
、
３
、

４
、
５
、
６
、
７
、
８
、
９
、
10
。
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田
中
先
生

体
が
動
い
た
り
呼
吸
を

し
始
め
た
り
し
た
ら
、
そ
れ
は
回
復
の

サ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。

高
原

呼
吸
が
あ
る
の
で
体
を
横
に

向
け
て
窒
息
を
防
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
救

急
隊
を
待
ち
ま
す
。

隈
元

ピ
ー
ポ
ー
、
ピ
ー
ポ
ー
。
救

急
隊
で
す
。

高
原

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
60
歳
ぐ
ら

い
の
男
の
人
が
倒
れ
て
い
ま
し
て
、
胸

骨
圧
迫
を
絶
え
間
な
く
続
け
て
い
ま
し

た
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
一
回
行
っ
て
手

足
が
動
い
て
呼
吸
も
あ
り
ま
し
た
の
で

体
を
横
に
し
て
い
ま
す
。

隈
元

は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
救
急
隊
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。（
拍
手
）
今
の
よ

う
に
、
一
回
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め

ま
し
た
ら
、
救
急
隊
や
ド
ク
タ
ー
に
引

き
継
ぐ
ま
で
は
ず
っ
と
続
け
る
と
い
う

こ
と
が
大
事
で
す
。
と
に
か
く
ま
ず
は

人
工
呼
吸
と
か
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え

ず
に
、
胸
の
前
を
し
っ
か
り
押
し
続
け

る
こ
と
。
そ
し
て
疲
れ
た
ら
す
ぐ
に
隣

の
人
と
交
代
を
す
る
。
そ
の
た
め
に
最

初
に
い
っ
ぱ
い
人
を
呼
ん
で
お
い
て
１

分
ご
と
に
交
代
を
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。私

が
例
え
ば
２
分
や
る
と
い
っ
て
も

結
構
大
変
で
す
。
や
っ
た
こ
と
の
あ
る

方
は
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
２
分
や

る
だ
け
で
自
分
の
ほ
う
の
心
臓
が
お
か

し
く
な
り
そ
う
に
な
る
の
で
、
そ
の
と

き
は
も
っ
と
短
い
時
間
で
も
結
構
で
す
。

40
回
で
も
50
回
で
も
自
分
が
疲
れ
た
ら

「
交
代
、
次
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ

て
次
の
人
が
間
髪
入
れ
ず
に
代
わ
る
。

ま
た
少
し
休
ん
だ
ら
ま
た
代
わ
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
交
代
で
や
る

と
い
う
こ
と
と
、
か
な
り
し
っ
か
り
押

す
こ
と
で
す
。
両
方
の
手
を
し
っ
か
り

伸
ば
し
て
い
た
だ
い
て
、
強
く
肩
で
押

し
て
い
た
だ
く
。
手
で
押
す
と
い
う
よ

り
は
肩
で
押
す
の
で
す
。
も
う
一
回
や

っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
。
前
に
出

て
く
だ
さ
い
。

―
―
胸
骨
圧
迫
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
開
始
　
　
　
　

田
中
先
生

両
方
の
手
を
重
ね
て
し

っ
か
り
そ
の
ま
ま
置
い
て
強
く
押

す
の
で
す
。
一
見
簡
単
そ
う
に

見
え
ま
す
が
、
ひ
じ
を
曲
げ

ず
に
真
っ
す
ぐ
、
こ
の
三
角

形
を
崩
さ
な
い
ま
ま
に
押
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
疲
れ
た
ら
す
ぐ
に
間
髪
入

れ
ず
交
代
を
し
ま
す
。

高
原

す
み
ま
せ
ん
。
疲
れ
た
の
で

代
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
２
分
位
で
代
わ

り
ま
す
。

隈
元

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
１
、

２
、
３
。

田
中
先
生

は
い
。
こ
う
い
う
よ
う

な
感
じ
で
す
。
ま
た
疲
れ
た
ら
交
代
し

て
も
ら
い
ま
す
。

隈
元

す
み
ま
せ
ん
。
疲
れ
た
の
で

代
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
原

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。

隈
元

１
、
２
、
３
で
お
願
い
し
ま

す
。
１
、
２
、
３
。

田
中
先
生

常
に
胸
を
押
し
て
い
ま

す
と
脳
に
酸
素
が
行
き
続
け
て
い
ま
す
。

脳
に
酸
素
が
行
く
だ
け
で
は
な
く
て
、

実
は
自
分
の
心
臓
に
も
酸
素
が
行
っ
て
、

そ
れ
だ
け
で
も
心
臓
の
震
え
が
長
く
続

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
来
る
、

来
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
ず
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
続
け
る
と
い
う

こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
の
う
ち
に
人
工
呼
吸
が
で
き
る
人

が
出
て
き
た
り
、
あ
る
い
は
機
械
を
持

っ
て
い
る
人
が
い
た
り
と
か
と
い
う
こ

と
で
、
だ
れ
か
が
少
し
処
置
に
入
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
終
了

と
い
う
こ
と
で
、
今
日
は
こ
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
ま
し
て

ど
う
い
う
こ
と
を
や
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
簡
単
な
機
械
で
す
が
、

や
は
り
ち
ゃ
ん
と
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
近
く
の
消
防
署
や
日
赤
さ

ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
こ
う
い

う
使
い
方
を
し
っ
か
り
覚
え
て
お
く
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
ご
清
聴
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会
（
古
沢
）
　
長
い
時
間
、
大
変

貴
重
な
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
て

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
時
間
が
多
少
ご
ざ
い
ま
す
。

何
か
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
。

Ａ
さ
ん

す
み
ま
せ
ん
。
一
つ
非
常

に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
質
問
で
す
。
５
年

前
に
南
淵
先
生
に
バ
イ
パ
ス
手
術
で
、

胸
骨
を
開
い
て
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

あ
と
は
ち
ゃ
ん
と
く
っ
つ
い
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
状
態
で
も
大
丈
夫
な
の

で
し
ょ
う
か
。

田
中
先
生

確
か
に
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
胸
骨
の
正
中
切
開
を
し
て
ワ
イ
ヤ

で
止
め
ら
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
場
合
、
骨
が
ち
ゃ
ん
と
つ

い
て
い
れ
ば
同
じ
よ
う
な
強
度
を
保
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
確
か
に

あ
ま
り
強
く
や
る
と
、
中
に
は
割
れ
た

り
と
か
、
あ
る
い
は
ま
だ
し
っ
か
り
く

っ
つ
い
て
な
い
と
き
に
は
骨
に
亀
裂
が

入
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
い
ざ
と
い
う
状
態
に
な
っ
た

と
き
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
胸
骨
を
真
っ

す
ぐ
押
す
以
外
に
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

が
で
き
な
い
の
で
す
。
や
は
り
胸
骨
圧

迫
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
肋
骨
が
丈
夫
な
方

で
も
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
折
れ
て
し
ま
っ
て
も
、

そ
の
人
が
助
か
ら
な
い
と
結
果
的
に
は

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
あ
ま
り
折
れ
る
こ
と
を
気
に

せ
ず
に
力
い
っ
ぱ
い
、
大
体
５
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
沈
み
込
む
よ
う
に
押
し
て
い
た

だ
く
。
従
来
は
３
セ
ン
チ
、
３
・
５
セ

ン
チ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
そ
の

１
・
５
倍
、
５
セ
ン
チ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
相
当
強
く
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
最
近
わ
か
っ
て
ま
い

り
ま
し

た
。Ａ

さ
ん

そ
れ
と
も

う
一
つ
関

連
し
て
、

先
ほ
ど
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使

う
場
合
に
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金
属
の
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
我
々

に
は
金
属
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
先
生

は
い
。
金
属
に
関
し
て

は
ご
心
配
は
要
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
パ
ッ
ド
が
貼
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

金
属
が
、
例
え
ば
こ
う
や
っ
て
胸
に
ピ

ア
ス
を
入
れ
て
い
る
若
い
人
が
最
近
い

ま
す
。
こ
れ
な
ん
か
で
も
ピ
ア
ス
が
こ

の
上
に
か
ぶ
さ
ら
な
け
れ
ば
結
構
で
す
。

こ
の
位
置
に
貼
る
場
合
、
大
抵
は
金
属

部
品
は
接
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
位
置
が
肩
の
左

の
鎖
骨
の
下
と
い
う
こ
と
が
多
く
、
お

な
か
の
ほ
う
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
方
も

た
ま
に
お
ら
れ
ま
す
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
は
距
離
を
少
し
離
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
す
。
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン

の
パ
ッ
チ
を
貼
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は

８
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
離
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
、
接
触
を
し
な
け
れ
ば
大

丈
夫
で
す
。
金
属
に
し
て
も
接
触
を
し

な
け
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
だ

い
て
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん

数
年
前
に
な
り
ま
す
。
地

域
の
防
災
推
進
委
員
で
消
防
署
か
ら
心

肺
蘇
生
の
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
当
時

は
ま
ず
気
道
を
確
保
す
る
、
そ
れ
か
ら

呼
吸
を

し
て
な

か
っ
た

と
き
に

は
人
工

呼
吸
を

５
回
ぐ

ら
い
や

っ
て
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
10
回
か
ら
15
回
、
そ

れ
の
繰
り
返
し
を
行
う
と
教
わ
っ
た
の

で
す
。
今
日
の
先
生
の
お
話
で
は
人
工

呼
吸
は
要
ら
な
く
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

だ
け
を
や
れ
ば
い
い
と
い
う
お
話
で
し

た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
技
術
が
変
わ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中
先
生

実
は
２
０
１
０
年
か
ら

指
導
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
変
わ
り
ま
し

た
。
一
般
の
方
々
は
人
工
呼
吸
が
一
番

苦
手
な
の
で
す
。
気
道
の
確
保
っ
て
鼻

を
つ
ま
ん
で
口
を
開
け
て
フ
ー
ッ
と
入

れ
ろ
と
い
う
ん
で
す
が
。
こ
れ
を
や
る

の
に
５
秒
、
10
秒
簡
単
に
ロ
ス
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
な
い
人
、

普
段
や
っ
た
こ
と
な
い
人
、
自
信
が
な

い
人
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で
結
構

で
す
と
い
う
形
に
変
わ
り
ま
し
た
。

呼
吸
の
見
方
も
以
前
は
気
道
確
保
し

て
呼
吸
を
見
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
う

で
は
な
く
て
胸
の
上
に
手
を
置
い
て
呼

吸
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
る
、
な
け

れ
ば
す
ぐ
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
間
髪
入

れ
ず
に
始
め
な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
人
工
呼
吸
を
で
き
る
方
は

や
っ
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
が
、
と

り
あ
え
ず
倒
れ
た
人
に
遭
遇
し
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め

る
基
準
が
、
呼
吸
の
あ
る
な
し
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
で

す
。呼

吸
が
な
け
れ
ば
す
ぐ
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
始
め
て
、
準
備
が
で
き
て
「
私
、

人
工
呼
吸
で
き
ま
す
よ
」
と
い
う
人
が

い
た
ら
、
そ
の
と
き
か
ら
人
工
呼
吸
を

す
れ
ば
結
構
だ
と
い
う
よ
う
な
形
に
な

り
ま
し
た
。
慣
れ
て
い
な
け
れ
ば
や
ら

な
い
で
も
結
構
で
す
と
い
う
ふ
う
に
な

り
ま
し

た
。Ｃ

さ
ん

（
女
性
）

例
え
ば
脳

の
ダ
メ
ー

ジ
で
ク
モ

膜
下
出
血

と
か
脳
の

大
出
血
を
起
こ
し
た
と
き
に
心
臓
が
止

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
心
臓
の
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

脳
に
す
ご
い
ダ
メ
ー
ジ
、
大
出
血
が
起

こ
る
と
い
う
こ
と
の
危
険
性
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

田
中
先
生

こ
れ
は
私
に
も
予
想
は

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
人
間
の
脳
と
い

う
の
は
心
臓
が
動
い
て
い
て
の
脳
で
す
。

心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は

脳
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
、
脳
出
血
を
起

こ
し
て
心
臓
が
止
ま
っ
て
も
、
心
臓
の

回
復
が
な
け
れ
ば
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
例
え
ば
手
術
を
し
た
り
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
ま
ず
心

臓
を
も
と
に
戻
し
て
あ
げ
る
と
い
う
こ

と
が
こ
う
い
う
段
階
で
は
重
要
で
す
。

確
か
に
今
ま
で
は
脳
出
血
を
起
こ
し

て
い
る
と
き
は
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

ち
ゃ
い
け
な
い
、
頭
を
動
か
し
て
は
い

け
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
た
の

で
す
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
て
、
も

う
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
と
き
に
、
ま

ず
調
べ
る
こ
と
は
意
識
が
あ
る
か
ど
う

か
。
な
け
れ
ば
呼
吸
が
あ
る
か
ど
う
か
。

呼
吸
が
な
け
れ
ば
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

呼
吸
が
あ
れ
ば
、
さ
っ
き
や
っ
た
ほ
う

に
横
向
け
て
い
た
だ
く
と
。
こ
の
手
順

だ
け
で
結
構
で
す
。

私
た
ち
で
も
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
が
な
い

と
、
こ
の
意
識
の
な
い
人
が
脳
出
血
な

の
か
心
臓
の
発
作
な
の
か
、
決
し
て
判

断
は
で
き
な
い
で
す
。
ま
し
て
や
一
般

の
方
々
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
自
体
が

私
は
正
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の

は
、
意
識
あ
る
い
は
反
応
が
あ
る
か
ど

う
か
、
な
け
れ
ば
呼
吸
が
あ
る
か
ど
う

か
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
な
け
れ
ば
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
呼
吸
が
あ
れ
ば
横
に

向
け
て
あ
げ
て
、
呼
吸
を
少
し
楽
に
し

て
嘔
吐
し
た
り
し
た
と
き
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
、
こ
の
手
順
だ
け
で

結
構
で
す
。
今
ま
で
の
心
肺
蘇
生
法
が

難
し
過
ぎ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え

過
ぎ
て
い
る
の
で
混
乱
を
生
じ
て
い
る

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

田
中
先
生

今
の
と
こ
ろ
は
非
常
に

重
要
な
質
問
で
す
。
よ
く
質
問
を
受
け

る
の
で
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る

と
心
臓
が
動
い
て
な
い
と
ど
う
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
第
１
ス
テ
ッ
プ
は
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
呼
吸
を
見
て
い
た
だ

く
と
い
う
ふ
う
に
覚
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

Ｄ
さ
ん

人
工
弁
が
入
っ
て
い
る
の

だ
け
れ
ど
胸
部
圧
迫
を
し
て
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。

田
中
先
生

こ
れ
も
難
し
い
質
問
で

す
。
人
工
弁
は
通
常
の
生
体
の
弁
と
同

じ
よ
う
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
と
い
う
の
は
心
臓
だ
け
を
実

は
押
す
の
で
は
な
い
の
で
す
。
胸
の
胸

骨
と
い
う
も
の
を
全
般
的
に
圧
迫
す
る

と
、
心
臓
か
ら
心
臓
の
筋
肉
や
胸
腔
内

圧
と
い
っ
て
胸
の
内
圧
が
上
が
っ
て
血
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液
が
押
し
出
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
し
も
弁
が
置
換

さ
れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
を
や
っ
て
も
無

効
だ
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、

胸
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
に
酸

素
を
送
り
込
め
る
と
い
う
こ
と
は
機
械

弁
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
方
で
あ
っ
て
も

変
わ
り
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
い
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
さ
ん

私
は
現
実
に
臨
死
を
体
験

し
た
の
で
、
田
中
先
生
の
話
を
聞
い
て

い
て
よ
く
わ
か
る
の
で
す
。
死
の
苦
し

み
と
昔
か
ら
よ
く
言
い
い
ま
す
が
、
死

ん
だ
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
経

験
し
て
、
死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
大
変
に

苦
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
、

先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
心
臓
が
動

い
た
、
次
に
脳
へ
血
液
の
流
れ
、
酸
素

が
供
給
さ
れ
た
と
い
う
状
態
で
息
を
吹

き
返
し
た
と
い
う
状
態
で
す
。

そ
の
と
き
先
生
が
一
生
懸
命
や
っ
て

く
れ
た
の
で
、
あ
ば
ら
骨
が
折
れ
ま
し

た
。「
何
で
こ
ん
な
に
痛
い
ん
だ
」
と
先

生
に
言
っ
た
ら
、「
一
生
懸
命
や
っ
て
手

が
滑
っ
て
あ
ば
ら
を
５
本
ぐ
ら
い
折
っ

ち
ゃ
っ
て
、
申
し
訳
な
い
」
と
言
う
か

ら
、「
先
生
、
は
っ
き
り
言
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
た
ら
、「
申
し
訳

な
か
っ

た
」
と
、

は
っ
き
り

言
う
こ
と

が
で
き
る

医
者
は
確

か
な
医
者

だ
と
思
い

ま
す
。今
、

生
き
て
い
る
の
は
先
生
は
じ
め
、
関
係

者
の
皆
様
方
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

田
中
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
う
や
っ
て
カ
ム
バ
ッ
ク
さ
れ
た

方
が
本
当
に
自
分
の
言
葉
で
、
骨
が
折

れ
て
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
だ
け

る
と
、
私
も
ず
い
ぶ
ん
そ
う
い
う
経
験

は
あ
る
の
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
側
か

ら
言
わ
れ
る
こ
と
と
い
う
の
は
大
変
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
ど
う
見
て
も
国
力
が
落
ち
て

き
て
い
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
き

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
学
力
も
下
が

っ
て
い
る
し
、
ど
ん
ど
ん
新
興
国
に
抜

か
れ
か
か
っ
て
い
る
。
で
も
日
本
は
こ

れ
か
ら
何
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
と

い
う
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
き
ゃ
い
け

な
い
で
す
。

そ
う
思
う
に
は
や
は
り
教
育
で
あ
り
、

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
よ
う
な

世
代
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
の
が
私
た

ち
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日

の
こ
の
経
験
を
ま
た
子
供
た
ち
に
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
考
心
会

の
中
で
も
ご
検
討
い
た
だ
い
て
、
例
え

ば
地
域
の
学
校
に
こ
う
い
う
教
育
を
も

っ
と
や
れ
と
い
う
ふ
う
に
患
者
さ
ん
の

団
体
が
訴
え
て
い
た
だ
け
ば
い
た
だ
く

ほ
ど
、
私
た
ち
に
強
い
勇
気
が
湧
い
て

き
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

藤
崎
先
生

田
中
先
生
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
心
臓

外
科
医
の
立
場
か
ら
一
言
。
手
術
を
受

け
た
方
が
も
し
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
骨
が
折
れ
て
も
、

ち
ゃ
ん
と
ま
た
縫
い
直
し
ま
す
か
ら
大

丈
夫
で
す
。
人
工
弁
が
入
っ
て
い
よ
う

が
、
バ
イ
パ
ス
で
つ
な
が
っ
て
い
よ
う

が
、
そ
れ
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
切
れ
た
り
、

ち
ぎ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
の
心
配
は
全
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
だ
け
。
自
分
の
こ
う
い
う
心
肺

蘇
生
の
教
育
と
い
う
の
は
、
94
年
に
日

本
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
協
会
の
今
の
青
木
先
生
が

向
こ
う
か
ら
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
茅

ヶ
崎
の
徳
洲
会
で
初
め
て
受
け
た
の
で

す
が
、
病
院
の
中
で
普
及
す
る
こ
と
す

ら
本
当
に
大
変
で
、
こ
ん
な
や
り
方
は

み
ん
な
違
う
ん
だ
と
い
っ
て
、
そ
れ
が

わ
ず
か
20
年
ぐ
ら
い
で
こ
れ
だ
け
一
般

化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
先

生
方
の
努
力
と
い
う
か
、
す
ば
ら
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
今
も
ず
っ
と
先
生
の
お
話
を

聞
い
て
い
て
、
少
し
意
見
を
言
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
た
こ
と
は
、

他
人
の
た
め
に
と
い
う
か
、
だ
れ
か
の

た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
な
か
な
か
今
の
時
代
だ

と
ぴ
ん
と
こ
な
い
、
特
に
若
い
人
た
ち

だ
と
ぴ
ん
と
こ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
に
関
し
て
自
分
は
今
も

心
肺
蘇
生
の
教
育
を
院
内
で
や
っ
て
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
に
言

う

の

は
、
ど

れ
だ
け

心
肺
蘇

生
が
進

歩
し
て

も
や
っ

ぱ
り
不

成
功
に

終
わ
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
。
ど
れ

だ
け
体
制
を
立
て
て
も
、
６
割
、
７
割

の
方
は
亡
く
な
る
わ
け
で
す
。

そ
の
と
き
に
自
分
が
あ
の
と
き
あ
あ

し
て
い
た
ら
と
か
、
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と

正
し
く
行
動
し
て
い
た
ら
と
い
う
こ
と

を
後
悔
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
つ

ら
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
医
療
従
事
者

で
あ
れ
ば
、
心
肺
蘇
生
の
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
本

当
に
仕
事
を
先
へ
続
け
ら
れ
な
く
な
る

ほ
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
い
う
の

を
さ
ん
ざ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
一
般
の

方
も
や
っ
ぱ
り
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
他
人
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、

こ
れ
を
勉
強
す
る
こ
と
は
自
分
の
た
め

だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
自
身
は
そ
う
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
教
育
を
し
て
い
ま
す
。

以
上
で
す
。（
拍
手
）

田
中
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
だ
、
去
年
の
３
月
11
日
以
降
、

若
者
の
考
え
方
も
少
し
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と

い
う
子
供
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
る
の

は
確
か
で
す
。
特
に
高
校
生
、
大
学
生

ぐ
ら
い
の
間
に
は
何
か
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
一

つ
の
流
れ
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

心
肺
蘇
生
と
い
う
の
は
私
た
ち
の
見

解
か
ら
言
う
と
、
成
功
す
る
体
験
よ
り

も
失
敗
す
る
体
験
の
ほ
う
が
多
い
で
す

か
ら
、
ま
さ
に
先
生
が
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
、
大
変

重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
貴

重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
拍
手
）
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◆
袖
山
政
位
さ
ん
（
71
歳
）

南
淵
先
生
の
海
外
で
の
治
療
や
外
国

語
で
歌
を
唄
っ
て
い
た
だ
き
感
激
で
す
。

藤
崎
先
生
の
救
命
、
延
命
に
つ
い
て
の

お
話
は
、
自
分
が
７
年
半
前
に
経
験
し

た
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
田
中
先
生
の
心
肺
蘇
生
法
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
話
は
、
実
習
を
含
め
て

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
マ
ス
タ

ー
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
伊
藤
功
一
さ
ん
（
83

歳
）救

命
、
延
命
の
違
い
、

藤
崎
先
生
の
お
話
は
大

変
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
演
を
含

め
、
田
中
先
生
の
心
肺
蘇

生
法
の
講
演
は
大
変
役
に
立

つ
お
話
で
、
非
常
に
有
意
義
な
総
会
で

し
た
。

◆
福
元
幸
さ
ん
（
70
歳
）

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
自
分
と
同
じ

よ
う
に
心
臓
手
術
を
し
た
人
達
が
元
気

に
出
席
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分

も
勇
気
づ
け
ら
れ
、
元
気
で
い
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
講
師
の
先
生
方
の
お

話
を
聞
く
た
び
に
元
気
づ
け
ら
れ
、
今

後
の
生
活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
高
橋
八
重
子
さ
ん
（
69
歳
）

役
員
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で

す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
心
の
ひ
ろ

ば
」
す
ば
ら
し
い
発
案
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
お
り

ま
し
た
。
薬
よ
り
勝
る
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
質
問
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
手
術
の
年
月
日
は
、
経
過
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
の
で
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◆
岩
下
彰
顕
さ
ん
（
63
歳
）

と
て
も
有
意
義
な
総
会
で
し
た
。
南

淵
先
生
の
「
近
況
報
告
」
が
一
番
良
か

っ
た
。
藤
崎
先
生
の
延
命
、
救
命
の
お

話
も
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

が
ん
ば
っ
て
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
渡
辺
忠
昭
さ
ん
（
71
歳
）

今
回
は
所
用
に
よ
り
藤
崎
先
生
の
お

話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
失
礼
し
ま
す
。

い
か
に
も
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
延
命
、
救
命
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
南
淵
先
生
の
話
は
い
ろ

い
ろ
な
方
面
で
、
マ
ル
チ
に
活
躍
さ
れ
、

そ
の
話
も
世
界
的
で
お
も
し
ろ
く
す
ば

ら
し
い
。
歌
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
感

謝
で
す
。
議
事
進
行
も
ス
ム
ー
ス
で
わ

か
り
や
す
く
関
係
者
に
感
謝
し
ま
す
。

◆
吉
田
正
光
さ
ん
（
63
歳
）

南
淵
先
生
の
講
演
は
上
手
い
。
15
分

と
短
い
の
が
残
念
で
し
た
。
藤
崎
先
生

の
話
は
、
死
後
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
妻
と
は
最
近
い
つ
も
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
の
整
理
を

し
始
め
ま
し
た
（
子
供
た
ち
が
困
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
の
で
）。
墓
を
作
ら
な

い
と
か
、
延
命
処
置
不
要
と
か
、
文
章

に
し
て
残
す
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
他
人
事
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
先
生
方
も
大
変
で
す
ね
。

田
中
先
生
の
お
話
は
、
非
常
に
身
近
に

感
じ
ま
し
た
。
地
域
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
訓
練
を
受
け

ま
し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
応
急

手
当
は
必
要
で
す
。
自
己
都
合
で
中
座

し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

◆
菅
谷
義
照
さ
ん
（
66
歳
）

南
淵
先
生
の
「
先
人
の
努
力
」
へ
の

感
謝
は
賛
同
し
ま
す
。
藤
崎
先
生
の
救

命
、
延
命
の
話
は
、
対
応
の
難
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
田
中
先
生
の
「
心
肺
蘇

生
法
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
は
、
医
者

と
患
者
の
目
線
で
の
仕
事
と
感
謝
し
ま

す
。「
心
停
止
は
75
％
が
自
宅
」
と
い
う

の
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
時
間
の
緊
急
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

◆
中
根
八
郎
さ
ん
（
68
歳
）

南
淵
先
生
、
藤
崎
先
生
、
田
中
先
生

の
３
人
と
も
、
大
変
た
め
に
な
る
講
演
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
考
心
会

の
「
心
の
ひ
ろ
ば
」、
こ
れ
か
ら
の
発
展

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◆
佐
々
木
秀
玲
さ
ん
（
72
歳
）

多
岐
に
わ
た
り
造
詣
の
深
い
南
淵
先

生
、
中
国
語
で
の
歌
を
拝
聴
し
、
素
晴

ら
し
く
納
得
で
す
。
死
と
生
の
分
岐
点

で
の
過
酷
な
選
択
を
要
求
さ
れ
る
心
臓

手
術
の
実
態
を
話
さ
れ
た
藤
崎
先
生
、

厳
し
い
現
実
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
、
マ
ラ
ソ
ン
で
も
救

命
救
急
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
備
え
の
大
切
さ
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

５
月
２
日
朝
、
従
来
ま
で
に
な
い
異

変
が
心
電
図
に
現
れ
、
驚
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
南
淵
先
生
は
海
外
と
の
こ
と
。

深
津
さ
ん
の
対
応
を
経
て
、
即
診
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
素
早
い

連
携
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
２
日
後

に
は
正
常
に
戻
り
、
改
め
て
健
康
の
有

り
難
さ
を
噛
み
し
め
て
お
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
仲
戸
川
成
一
さ
ん
（
60
歳
）

有
意
義
な
総
会
で
し
た
。
会
長
様
を

は
じ
め
各
幹
事
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
資
料
の
作
成
だ
け
で
も
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
大
木
博
さ
ん
（
88
歳
）

非
常
に
有
意
義
な
講
演
会
で
し
た
。

南
淵
先
生
の
近
況
報
告
は
、
ユ
ー
モ
ア

に
あ
ふ
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
藤
崎

先
生
の
現
場
で
の
悩
み
な
ど
、
つ
く
づ

く
実
感
し
ま
し
た
。
田
中
先
生
の
「
心

肺
蘇
生
法
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
実
際
の
使
い
方
を
と
て
も
リ

ア
ル
に
実
演
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
に
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講演の感想
本
日
の
総
会
、
講
演
会
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
ご
感
想
な
ど
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。



活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
今
後
と
も
考
心
会
の
運
営
を
く
れ

ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
宮
木
弘
さ
ん
（
79
歳
）

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

法
の
説
明
を
初
め
て
受
け
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
広
く
こ
の
よ

う
な
説
明
会
が
な
さ
れ
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。
大
和
成
和
病
院
は
患
者
に
と

っ
て
は
大
切
な
病
院
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
利
用
は
と
も
か
く
関
係
の
改
善
を

希
望
し
ま
す
。

◆
梅
沢
千
代
子
さ
ん
（
75
歳
）

南
淵
先
生
の
ボ
ル
ネ
オ
で
の
ご
活
躍

の
お
話
が
と
て
も
興
味
深
く
、
藤
崎
先

生
の
救
命
と
延
命
の
お
話
を
お
聞
き
し

て
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
も
考

え
て
い
か
ね
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
３
月
下
旬
に
狭
心
症
を
発
症
し
、

２
週
間
あ
ま
り
入
院
検
査
を
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
今
日
は
出
席
で
き
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
田
中
先
生

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
話
は

デ
モ
を
交
え
た
詳
し
い
説
明
で
よ
く
わ

か
り
、
大
変
い
い
お
話
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
稲
葉
正
幸
さ
ん
（
72
歳
）

特
別
事
業
準
備
金
に
つ
い
て
は
、
特

別
会
計
と
し
て
収
支
決
算
書
、
預
け
入

れ
銀
行
な
ど
を
独
立
し
て
報
告
さ
れ
た

方
が
良
い
。
大
和
成
和
病
院
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
現
実
に
大
多
数
の
会
員

は
大
和
成
和
病
院
お
よ
び
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
外
来
診
察
を
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

患
者
で
す
。
ぜ
ひ
関
係
修
復
に
努
力
願

い
た
い
。
考
心
会
は
会
員
の
た
め
の
会

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
変
難
し
い
問

題
と
は
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

田
中
秀
治
先
生
の
「
心
肺
蘇
生
法
の

重
要
性
に
つ
い
て
」
の
お
話
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
を
実
演
さ
れ
、
非
常
に
わ

か
り
や
す
く
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
身

近
な
問
題
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、

よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

◆
佐
藤
孝
博
さ
ん
（
63
歳
）

総
会
…
役
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し

た
。
講
演
会
…
南
淵
先
生
の
歌
は
上
手

で
話
も
上
手
い
で
す
。
多
忙
の
中
の
講

演
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
藤
崎
先
生
の

延
命
、
救
命
の
お
話
は
、
現
実
味
を
帯

び
て
医
療
従
事
者
の
苦
労
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
田
中
先
生
は
大
変
分
か
り

や
す
い
お
話
で
し
た
。
応
急
手
当
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
、
操
作
習
得
な
ど
の
重
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
実
技
も
よ
か
っ

た
で
す
。
自
治
会
で
も
胸
骨
圧
迫
な
ど

教
育
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
土
屋
義
房
さ
ん
（
70
歳
）

心
肺
蘇
生
法
の
講
演
が
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
地
元
で
の
救
命

技
能
認
定
を
受
け
ま
し
た
が
、
改
め
て

重
要
性
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
そ
の
立
場
に
出
会
え
ば
、
積
極
的
に

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
萩
島
博
征
さ
ん
（
67
歳
）

南
淵
先
生
の
歌
は
見
事
で
し
た
。
救

命
と
延
命
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
難
し

い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
重
篤

な
患
者
を
治
療
す
る
場
合
の
医
師
の
判

断
の
苦
悩
と
家
族
の
苦
悩
が
分
か
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
を

国
民
全
体
に
広
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
数
で
10
万
人
当
た
り
の
台

数
で
世
界
一
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
を
活
用
す
る
ソ
フ
ト
面
が
ま
だ
ま

だ
国
民
に
広
ま
っ
て
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
救
命
処
置
に

関
す
る
法
律
が
あ
る
こ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

◆
荒
木
久
子
さ
ん
（
68
歳
）

術
後
４
年
に
な
り
ま
す
。
お
陰
様
で

元
気
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
、
役
員
の
皆

様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
南

淵
先
生
に
お
逢
い
で
き
ま
す
こ
と
、
こ

の
上
な
い
感
激
と
幸
福
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
感
謝
、
感
謝
で
、
皆
々
様
の
ご
健

康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◆
丸
山
松
枝
さ
ん
（
72
歳
）

「
心
肺
蘇
生
法
の
重
要
性
に
つ
い
て
」

の
講
演
は
、
一
般
の
人
が
救
命
手
当
に

つ
い
て
も
っ
と
意
識
を
も
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
か
ら
救
命
法

が
変
わ
っ
た
の
で
、
消
防
署
で
あ
ら
た

め
て
勉
強
し
ま
し
た
。

◆
島
田
勝
美
さ
ん
（
73
歳
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
蘇
生
の
仕
組
み
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
人
工
呼
吸
の
方
法
も

進
化
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

術
後
ま
も
な
く
４
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
動
悸
、
息
切
れ
、
ふ
ら
つ
き

な
ど
で
転
倒
に
よ
る
肘
痛
、
腰
痛
な
ど

に
加
え
、
貧
血
、
頻
脈
な
ど
五
体
満
足

の
日
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。
加
齢
で

済
ま
さ
れ
て
し
ま
う
の
も
残
念
で
す
。

◆
下
井
敬
一
さ
ん
（
67
歳
）

議
案
の
説
明
…
多
く
の
役
員
が
入
れ

替
わ
り
立
ち
替
わ
り
説
明
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
一
人
の
方
で
す
べ
て
の
議
案

を
取
り
仕
切
っ
た
方
が
、
効
率
的
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

法
も
含
め
、
重
要
性
が
認
識
が
で
き
ま

し
た
。
心
肺
停
止
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

教
育
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
非
常

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

◆
鈴
木
進
さ
ん
（
62
歳
）

心
肺
蘇
生
法
の
話
は
、
大
変
役
に
立

つ
と
思
い
ま
し
た
。
以
前
に
普
通
救
命

の
講
習
を
受
け
た
時
と
は
違
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時

や
っ
た
講
習
内
容
も
活
か
し
な
が
ら
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◆
伊
藤
道
子
さ
ん
（
77
歳
）

毎
回
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
も
勉
強
に
な
り
ま
す
し
、
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
身
近
な
先

生
方
の
講
演
は
大
変
有
意
義
で
す
。
前

回
の
音
楽
会
も
心
癒
や
さ
れ
た
ひ
と
時

で
し
た
。
が
、
他
の
楽
し
み
は
他
で
も

で
き
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
「
考
心
会
」
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で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
、

南
淵
先
生
の
お
話
や
歌
も
サ
ー
ビ
ス
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
10
分
、
20
分
で

も
多
く
お
聞
き
い
た
だ
い
た
方
が
心
休

ま
り
ま
す
。
倉
田
先
生
の
お
話
も
も
っ

と
お
聞
き
で
き
た
ら
と
望
ん
で
い
ま
す
。

体
験
談
も
も
っ
と
知
り
た
い
。
こ
ん
な

考
え
を
お
持
ち
の
方
は
多
数
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
田
中
先
生

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
お
話
も
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室

で
実
習
を
見
て
勉
強
で
き
ま
し
た
。
こ

う
い
う
講
習
会
は
何
回
行
っ
て
も
良
い

と
思
い
ま
す
。
田
中
先
生
の
お
話
は
よ

く
通
る
声
で
と
て
も
聞
き
や
す
く
良
か

っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

◆
長
尾
慎
一
さ
ん
（
59
歳
）

総
会
は
大
変
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

南
淵
先
生
を
は
じ
め
、
講
演
さ
れ
た
先

生
方
の
あ
た
た
か
い
お
心
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
何
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。「
心
の
ひ

ろ
ば
」
は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
患
者

同
士
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
も
っ
と
楽

し
い
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
次
回
の

10
月
24
日
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
私

が
参
加
し
て
い
る
「
日
本
マ
ル
フ
ァ
ン

協
会
」
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
ハ
ン
ド
ル
ネ

ー
ム
で
お
互
い
の
状
況
を
書
き
込
み
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
慰
め
ら
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

◆
小
山
勝
さ
ん
（
70
歳
）

一
年
ぶ
り
に
患
者
の
皆
さ
ん
と
お
会

い
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
元
気
そ
う
な
顔
と

顔
、
大
勢
の
輪
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ

き
、
喜
び
と
生
き
て
い
る
嬉
し
さ
を
新

た
に
感
じ
ま
し
た
。
弁
置
換
術
後
、
間

も
な
く
３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
体
調

も
良
く
、
私
が
な
ぜ
障
害
者
１
級
な
の

か
と
、
自
問
す
る
ほ
ど
で
す
。
総
会
に

は
若
い
方
の
参
加
が
少
な
く
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
人
達
と
も
お
会
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
の
運
営
に
当
た
っ

て
お
ら
れ
る
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

久
し
く
、
南
淵
先
生
に
拝
顔
叶
い
、

常
備
薬
に
勝
る
特
効
薬
（
あ
の
百
万
ド

ル
の
笑
顔
）
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
お

二
人
の
先
生
の
ご
講
演
も
大
変
分
か
り

や
す
く
、
身
に
入
り
ま
し
た
。
先
生
方

に
は
多
忙
を
さ
い
て
の
お
出
ま
し
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

◆
澤
田
耕
治
さ
ん
（
73
歳
）

前
回
も
同
様
で
し
た
が
、
藤
崎
先
生

の
講
演
内
容
は
医
療
を
受
け
る
立
場
か

ら
、
誠
に
示
唆
に
富
む
得
が
た
い
価
値

が
あ
る
も
の
で
、
先
生
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
服
部
清
元
さ
ん
（
79
歳
）

有
意
義
な
お
話
で
毎
回
出
席
す
る
た

び
に
身
に
つ
き
ま
す
。

◆
牛
山
博
二
さ
ん
（
67
歳
）

三
者
と
も
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
。
南

淵
先
生
は
歌
も
上
手
で
、
藤
崎
先
生
も

医
療
現
場
で
の
難
し
い
判
断
、
田
中
先

生
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
役
に
立
つ
お
話
、
そ
れ

ぞ
れ
良
か
っ
た
で
す
。
感
謝
で
す
。

◆
古
川
ス
ミ
エ
さ
ん
（
73
歳
）

考
心
会
出
席
の
朝
は
、
今
日
は
ど
ん

な
お
話
が
聞
け
る
か
、
と
っ
て
も
楽
し

み
で
す
。
総
会
も
何
人
か
の
方
が
質
問

し
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

南
淵
先
生
に
は
テ
レ
ビ
で
何
度
も
お
会

い
し
て
い
ま
す
が
、
お
会
い
す
る
と
や

は
り
ホ
ッ
と
安
心
し
ま
す
。
相
変
わ
ら

ず
素
晴
ら
し
い
お
声
で
歌
っ
て
い
た
だ

き
、
私
は
目
を
つ
ぶ
り
聞
き
入
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤
崎
先
生
の
「
救
命
と
延
命
」
の
お

話
は
、
78
歳
の
１
人
暮
ら
し
の
友
が
、

「
私
が
倒
れ
た
ら
救
命
は
し
て
も
ら
い
た

い
け
ど
、
無
駄
な
延
命
は
し
な
い
で
ね
」

と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
そ
の

時
は
半
分
冗
談
だ
と
思
い
な
が
ら
笑
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
お
話
を
聞
い
て

ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。
田
中
先
生
の

「
心
肺
蘇
生
法
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
の

講
演
は
と
て
も
た
め
に
な
り
、
二
人
の

学
生
さ
ん
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
交
え
な
が
ら
の
お
話
は
分
か
り
や
す

く
、
実
際
私
に
も
出
来
る
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
３
、
４
年
前
、
消
防
庁
よ
り

自
治
会
の
活
動
と
し
て
受
講
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
不
安
で
し
た
。
今
回

は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
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5月6日の総会で下記の新役員が承認されました。
会　　　長　吉村悟一（再任）　町田市　　☎042-728-1757
副　会　長　山田高美（再任）　横須賀市　☎046-856-1844
副　会　長　田　国雄（再任）　横浜市　　☎045-544-6566
会　　　計　大貫武男（再任）　町田市　　☎042-722-7400
事 務 局 長　山本忠則（再任）　厚木市　　☎050-5512-1878
事務局次長　古沢啓司（再任）　相模原市　☎042-748-8721
幹　　　事　山田静栄（再任）　横須賀市　☎046-856-1844
幹　　　事　北川　都（再任）　藤沢市　　☎0466-24-0447
幹　　　事　河野　勝（再任）　横浜市　　☎045-802-1139
幹　　　事　浅野恵子（再任）　横浜市　　☎045-984-2951
幹　　　事　後藤大和（再任）　川崎市　　☎044-987-6103
幹　　　事　黄地徳次（再任）　大和市　　☎046-274-5693
幹　　　事　佐藤重夫（新任）　町田市　　☎042-796-6567
幹　　　事　松本　司（新任）　相模原市　☎042-784-2918
会 計 監 査　浅野武央（再任）　横浜市　　☎045-984-2951
会 計 監 査　田　幸子（再任）　横浜市　　☎045-544-6566
顧　　　問　南淵明宏（再任）　　　　　　☎03-5789-8100　

（任期：2012年５月６日〜2014年５月の総会）

考心会新役員

大崎病院東京ハ
ートセンター



◆
横
澤
勢
津
子
さ
ん
（
横
浜
市
泉
区
）

こ
の
た
び
は
総
会
の
ご
案
内
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

10
年
12
月
13
日
、
東
京
ハ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
て
バ
イ
パ
ス
手
術
を
南
淵
先
生
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
か
ら
も

考
心
会
の
お
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
お
仲
間
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
佐
野
智
恵
子
さ
ん
（
町
田
市
）

バ
イ
パ
ス
手
術
を
南
淵
先
生
に
し
て

い
た
だ
き
７
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
時
々

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か
無
事
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
近
所
の
人

が
心
臓
の
具
合
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、

直
接
先
生
に
紹
介
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
南
淵
先
生
に
診
察
し
て
い

た
だ
い
た
ら
」
と
申
し
ま
し
て
、
お
２

人
の
方
が
無
事
に
手
術
を
し
て
元
気
に

な
ら
れ
、
大
層
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

◆
海
老
澤
明
さ
ん
（
横
浜
市
西
区
）

バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
て
５
年
経
過

し
、
３
月
に
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
受
け

ま
し
た
。
結
果
は
特
に
異
常
な
し
と
い

う
こ
と
で
、
薬
を
減
ら
す
よ
う
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
シ
グ
マ
ー
ト
は
や
め

て
メ
イ
ン
テ
ー
ト
を
追
加
し
た
と
こ
ろ
、

脈
拍
42
、
最
低
血
圧
52
で
、
メ
イ
ン
テ

ー
ト
を
や
め
て
い
ま
す
。
薬
は
必
要
か

と
思
い
ま
す
が
、
年
齢
と
副
作
用
を
考

え
て
飲
む
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
仲
戸
川
成
一
さ
ん
（
藤
沢
市
）

役
員
の
皆
様
、
い
つ
も
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
病
気
や
手
術
経

験
を
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
の

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
私
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
術
後
約

10
カ
月
に
な
り
ま
す
。

退
院
後
、
薬
を
飲
み
続

け
、
体
調
を
維
持
し
て

お
り
ま
す
。
バ
イ
パ
ス

手
術
に
伴
う
下
肢
静
脈

切
除
に
よ
る
下
肢
部
の

し
び
れ
と
む
く
み
が
あ

り
ま
す
。
し
ば
ら
く
は

こ
の
体
調
を
我
慢
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
ね
。

◆
梅
澤
千
代
子
さ
ん

（
東
京
都
大
田
区
）

今
年
３
月
下
旬
、
胸
痛
の
た
め
以
前

よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
病
院
の
循

環
器
内
科
で
入
院
治
療
を
受
け
ま
し
た
。

狭
心
症
で
し
た
。
５
月
の
総
会
に
は
ぜ

ひ
出
席
し
て
先
生
方
の
ご
講
演
を
拝
聴

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

◆
細
川
陽
子
さ
ん
（
小
田
原
市
）

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
冬
は
寒
く
日
課
に
し
て
い
た
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
も
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、

３
月
に
な
り
気
温
が
春
に
近
く
感
じ
、

ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

田
圃
に
は
レ
ン
ゲ
草
、
タ
ン
ポ
ポ
が
咲

き
、
心
が
踊
り
ま
す
。
酒
匂
川
の
土
手

の
桜
も
満
開
に
な
り
、
体
も
心
も
元
気

に
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
稲
村
宏
子
さ
ん
（
東
京
都
江
戸
川

区
）今

冬
は
寒
か
っ
た
で
す
が
、
お
陰
様

で
風
邪
を
引
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
貴
会

を
知
っ
て
か
ら
心
臓
病
と
は
何
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
冷
静
な
日
々
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
大
久
保
秀
夫
さ
ん
（
海
老
名
市
）

弁
置
換
手
術
後
、
７
年
に
入
り
ま
し

た
が
、
と
て
も
良
い
状
態
で
す
。
月
２

〜
３
回
の
ゴ
ル
フ
と
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
数
回
の
国
内
旅
行
を
楽
し
ん
で

お
り
、
倉
田
先
生
に
感
謝
の
毎
日
で
す
。

総
会
に
大
和
成
和
病
院
の
関
係
者
が
欠

席
で
す
が
、
当
会
と
従
来
通
り
の
関
係

と
理
解
し
て
い
い
で
す
か
？

◆
柏
木
ス
ギ
エ
さ
ん
（
東
京
都
中
野

区
）大

動
脈
弁
置
換
、
大
動
脈
置
換
術
後

９
年
目
で
す
。
心
臓
は
元
気
で
す
。
狭

心
症
は
？
　
心
筋
梗
塞
は
？
　
と
心
配

に
な
り
ま
す
。
腰
痛
、
変
形
性
膝
関
節

の
痛
み
は
30
年
も
続
い
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
治
療
を
受
け
て
も
効
果
が
得
ら
れ

ず
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。

◆
小
山
勝
さ
ん
（
新
潟
県
上
越
市
）

越
後
上
越
に
も
や
っ
と
春
が
訪
れ
た

よ
う
で
す
。
今
冬
の
大
雪
は
連
日
除
雪
、

排
雪
作
業
で
し
た
が
、
体
が
気
丈
に
動

い
て
く
れ
ま
し
た
。
70
歳
を
過
ぎ
た
こ

の
体
の
健
康
に
あ
り
が
と
う
…
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
検
診
は
３
カ
月
毎
に
地

元
の
総
合
病
院
で
受
け
て
い
ま
す
。

◆
角
田
賢
次
さ
ん
（
相
模
原
市
南
区
）

昨
年
12
月
３
日
に
心
不
全
に
な
り
、

天
国
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
病
院
の
先

生
方
と
関
係
者
の
力
の
お
か
げ
で
こ
の

世
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
総
会
に
出
席
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

◆
藤
野
信
行
さ
ん
（
横
須
賀
市
）

認
知
症
の
た
め
、
横
浜
市
瀬
谷
区
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
介
護
施
設
）
に
て

元
気
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
帰
宅

願
望
が
強
く
、
時
々
外
へ
出
て
し
ま
い
、

職
員
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
。（
高
橋
安
司
代
筆
）

◆
雨
宮
ア
イ
子
さ
ん
（
町
田
市
）

手
術
後
８
年
あ
ま
り
経
過
し
、
毎
年

検
査
を
受
け
な
が
ら
過
ご
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
２
年
前
に
血
管
の
狭
窄
が
見

つ
か
り
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
日
々

で
す
。
再
手
術
の
な
い
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

◆
島
田
勝
美
さ
ん
（
相
模
原
市
南
区
）

１
月
下
旬
に
エ
ア
コ
ン
の
な
い
車
に

一
時
間
半
も
乗
せ
ら
れ
（
ケ
ア
マ
ネ
の

強
引
な
命
令
で
乗
せ
ら
れ
た
）、
翌
朝
に

は
激
し
い
動
悸
、
息
切
れ
や
い
ら
い
ら

感
に
襲
わ
れ
、
心
拍
数
は
幾
度
計
っ
て

も
１
４
０
〜
１
５
０
に
な
っ
て
い
て
、

脈
を
安
定
さ
せ
る
薬
を
処
方
さ
れ
て
も

戻
ら
ず
、
１
カ
月
後
の
２
月
20
日
に
カ

テ
ー
テ
ル
心
筋
焼
芍
術
と
い
う
治
療
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
心
拍
数
は
戻

っ
た
も
の
の
心
臓
に
電
極
を
入
れ
た
影

響
は
大
き
く
、
疲
れ
や
す
く
な
り
困
っ

て
お
り
ま
す
。

◆
秋
山
聖
夫
さ
ん
（
相
模
原
市
中
央

区
）大

和
成
和
病
院
で
冠
動
脈
の
バ
イ
パ

第30号（28）こうしん平成24年6月10日(日)

総
会
の
お
知
ら
せ
で
、
お
返
事
を
い
た
だ
い

た
会
員
の
皆
様
の
近
況
を
、
「
お
た
よ
り
」

と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
お
た
よ
り
」

の
中
に
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
悩
ん
で
お

ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
会
員
の
中
で

同
じ
悩
み
や
疑
問
を
お
持
ち
の
方
、
ご
自

身
の
体
験
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
会
員
同
士
の
情
報

交
換
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

おたより

情報交換にお役立て下さい!



ス
手
術
か
ら
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

あ
の
時
、
不
慣
れ
な
電
車
を
乗
り
継
い

で
毎
日
病
院
に
来
て
く
れ
た
妻
が
こ
の

３
月
ガ
ン
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
病
気

か
ら
守
っ
て
や
れ
な
か
っ
た
後
悔
、
果

た
せ
な
か
っ
た
数
々
の
約
束
、
報
い
て

や
れ
な
か
っ
た
結
婚
45
年
間
の
労
苦
、

こ
の
苦
し
み
に
負
け
た
ら
妻
は
き
っ
と

悲
し
む
だ
ろ
う
か
ら
懸
命
に
耐
え
て
い

ま
す
。
今
は
笑
顔
の
写
真
に
向
か
っ
て

「
あ
り
が
と
う
」
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で

す
。◆

榎
本
利
廣
さ
ん
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）

８
年
前
に
バ
イ
パ
ス
・
腹
部
大
動
脈

瘤
、
術
後
は
藤
崎
先
生
に
、
退
職
後
は

武
藤
先
生
に
診
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

平
成
22
年
６
月
に
前
立
腺
癌
が
見
つ
か

り
、
北
里
大
学
病
院
で
検
査
と
ホ
ル
モ

ン
治
療
を
開
始
、
昨
年
７
月
よ
り
国
立

相
模
原
病
院
で
放
射
線
治
療
と
忙
し
い

中
、
武
藤
先
生
も
退
職
さ
れ
、
引
き
継

が
れ
た
先
生
か
ら
処
方
箋
を
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
９
月
に
変
更
さ
れ
た
薬

で
大
変
な
目
に
遭
い
、
東
京
ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
鞍
替
え
し
ま
し
た
。
マ
ル
チ

ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
画
像
で
膝
か
ら
下
の
血

管
が
写
っ
て
い
ま
せ
ん
。
４
月
17
日
に

入
院
、
細
川
先
生
に
左
右
の
下
肢
血
管

拡
張
術
を
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

血
流
は
良
く
な
り
ま
し
た
。
考
心
会
に

出
席
す
る
予
定
で
す
が
、
当
日
、
う
ま

く
歩
け
る
か
心
配
で
す
。

◆
薬
袋
隆
雄
さ
ん
（
神
奈
川
県
愛
川

町
）こ

の
冬
は
例
年
に
な
く
厳
し
い
寒
さ

で
こ
た
え
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
乗
り

切
り
ま
し
た
、
術
後
お
陰
様
で
体
調
も

順
調
で
し
た
が
、
愛
川
町
の
健
康
診
断

で
肝
機
能
の
数
値
が
悪
い
と
指
摘
さ

れ
、
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
検
査
を
受
け

た
と
こ
ろ
、
大
動
脈
瘤
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
５
月

の
定
期
診
察
の
際
、
倉
田
先
生
に
相
談

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
報
「
考

心
」
29
号
に
南
淵
、
藤
崎
両
先
生
が
講

演
で
動
脈
瘤
の
こ
と
を
ふ
れ
た
記
事
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。
他
人
事
で
は
な
く

心
配
し
て
お
り
ま
す
が
、
前
向
き
に
対

応
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
小
泉
梅
子
さ
ん
（
秦
野
市
）

大
和
成
和
病
院
に
は
11
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
膝
痛
の
た
め
近
く

の
松
循
環
器
内
科
に
転
院
し
て
１
年
に

な
り
ま
す
。
倉
田
先
生
の
診
療
そ
の
ま

ま
の
満
足
な
診
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

『
心
臓
病
と
の
戦
い
❷
』
を
送
っ
て
い
た

幹事はみんな素晴らしい方ばかり　
平成15年２月29日、南淵先生との出会いがありま

した。そして冠状動脈バイパス手術の成功から、８年目の今年
まで先生に３回も命も助けていただきました。

「うれしかった、生きて戻れて」というのが、私です。もら
った命だからこそ、人助けがしたいという思いで考心会の幹事
になりました。

私の幹事会での仕事は、発送の手伝いと総会、講演会時の食
事の手配です。パソコンはイマイチ苦手な面もありますが今日
まで無事やってきました。

会長の吉村悟一さんはいつも的確な指示、幹事会の方向性を
ただしく軌道修正してくれます。そして事務局長の山本忠則さ
んの存在も忘れてはなりません。会長の補佐と交渉ごとなど、
いつも忙しく、私たちを会長とともに正しい修正をおこなって
くれます。いつも的確な会計を担ってくれている大貫武男さん。

そして今回総会時に痛い体をひきずって参加された副会長の
山田高美さん。いつも経験豊富なアドバイスしてくれる方で、
奥さんの静栄さんとともに会にはなくてはならない人たちで
す。今回、司会をしてくれた事務局次長の古沢啓司さん、奥さ
んも総会受付で大活躍。考心会のマドンナ役の北川都さん、い
つも幹事会の場所を提供してくれている河野勝さん、感謝でい
っぱいです。河野さんの奥様にも迷惑をかけています。ありが
とうございます。

人気の女性・浅野恵子さんと会計監査をしてくれる旦那様の
浅野武央さん、若手期待の星・後藤大和さんも意見をたくさん
言ってくれています。今回カメラマン役の黄地徳次さん、そし
て新人の佐藤重夫さん、松本司さん。どうぞよろしく。

最後に副会長役の田国雄と妻の幸子（監査委員）で総勢16
名が幹事会のメンバーですが、総会時に参加してくれる大貫さ
んの奥様（いつもおいしい野菜を提供してくれる）も忘れては
なりません。幹事の方々は本当に素晴らしい方ばかり。幹事会
が楽しみで、いつも心待ちの状態です。笑いの絶えない会です
のでお手伝いをして頂ける方をお待ちしています。

深津より子さんが「心臓病との闘いⅡ再発にそなえて」で述
べていましたが、「執刀医との絆、患者として共に過ごした仲
間との絆、同じ体験を語り合う仲間との絆」が考心会幹事の心
意気です。続いて「自分にできることは何か。何か力になれる
ことはないか」真剣に考え行動し、他者への思いやりの精神を
蘇生させる結果が考心会なのではないでしょうか。　　　　　　

（田　国雄）

平成24年6月10日(日)こうしん（29）第30号

幹事会
だより

新幹事の（左から）松本司さん、佐藤重夫さん



だ
き
、
そ
し
て
年
２
回
発
行
さ
れ
る

「
考
心
」
だ
よ
り
が
、
私
の
健
康
の
源
で

す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
安
藤
照
義
さ
ん
（
千
葉
市
美
浜
区
）

天
皇
陛
下
の
心
臓
手
術
の
成
功
で
、

こ
の
手
術
の
安
全
が
い
っ
そ
う
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。
南
淵
先
生
の
お
顔
も

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
テ
レ
ビ
で
よ

く
拝
見
し
ま
し
た
。

◆
松
尾
順
子
さ
ん
（
川
崎
市
幸
区
）

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
っ
て
し
ま
い
、

歩
く
こ
と
も
困
難
な
状
況
で
す
。
総
会

の
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◆
宮
嶋
和
子
さ
ん
（
長
野
県
大
町
市
）

厳
寒
の
今
年
の
冬
で
し
た
が
、
こ
ち

ら
北
の
安
曇
野
に
も
少
し
ず
つ
春
が
近

づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
遠
方

か
ら
旅
し
た
燕
の
羽
を
休
め
る
姿
に
逢

え
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

冬
の
寒
さ
に
不
整
脈
の
出
る
日
も
多
く
、

不
安
と
笑
う
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
な

日
々
で
し
た
。
２
月
に
東
京
ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
診
察
し
て
い
た
だ
き
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
先
生
は
治
療
が
難

し
い
と
仰
い
ま
す
。
腹
部
大
動
脈
解
離

の
不
安
に
沈
ん
で
い
ま
す
。

考
心
会
の
会
長
様
は
じ
め
役
員
の
皆

様
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
、
会

報
を
送
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
報
を
読
み
な
が
ら
す
べ

て
が
勉
強
で
あ
り
、
心
臓
病
の
生
活
の

あ
り
方
を
教
え
て
頂
け
ま
す
こ
と
に
大

変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
考
心
会
創

立
15
周
年
記
念
の
体
験
集
『
再
発
に
備

え
て
』
は
、
皆
様
方
の
体
験
、
先
生
方

の
お
話
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
坂
田
武
之
さ
ん
（
横
浜
市
緑
区
）

カ
テ
ー
テ
ル
の
検
査
は
菅
原
先
生
に

お
願
い
し
て
大
変
う
ま
く
い
っ
て
い
ま

す
。
だ
が
、
高
齢
化
が
進
み
、
腰
痛
か

ら
狭
窄
症
の
た
め
足
の
裏
が
痛
く
、
あ

ま
り
散
歩
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
び
れ
も

あ
り
、
手
術
を
勧
め
る
先
生
も
お
り
ま

す
が
、
80
歳
と
い
う
年
齢
の
リ
ス
ク
を

考
え
る
と
躊

躇
し
て
し
ま

い
ま
す
。
薬

に
た
よ
っ
て

い
る
有
様
で

す
。
頸
の
と

こ
ろ
の
神
経

が
細
く
な
っ

て
い
る
た

め
、
手
足
に

影
響
が
出
る

そ
う
で
す
。

手
術
で
い
い

結
果
が
出
れ

ば
い
い
の
で

す
が
、
ど
な

た
か
手
術
な

さ
っ
た
方
が

い
れ
ば
、
ご

教
示
く
だ
さ

い
。
数
年
前
、

腰
の
手
術
は

一
度
経
験
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
ス
ベ

リ
痕
で
す
。

◆
徳
山
良
子
さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷

区
）昨

年
６
月
、
大
動
脈
弁
置
換
手
術
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
内
服
薬
を

服
用
し
な
が
ら
定
期
的
に
受
診
し
て
い

ま
し
た
と
こ
ろ
、
11
月
、
突
然
心
房
細

動
に
な
り
、
２
週
間
位
入
院
し
ま
し
た
。

こ
の
入
院
か
ら
、
ひ
と
と
き
止
め
て
い

た
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
を
少
量
プ
ラ
ス
し
て

再
び
服
用
し
て
い
ま
す
。
長
年
糖
尿
病

と
付
き
合
っ
て
い
る
た
め
、
動
脈
硬
化

や
心
臓
病
の
リ
ス
ク
は
普
通
の
人
の
30

倍
と
の
こ
と
で
す
。
日
頃
の
運
動
不
足

が
心
配
に
な
り
ま
す
。
近
く
に
あ
る
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
へ

週
１
回
で
も
行
く
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
い
つ

も
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。◆

遠
藤
し
の
ぶ
さ

ん
（
府
中
市
）

お
世
話
に
な
り
ま

す
。
倒
れ
て
か
ら
５

年
６
カ
月
、
新
し
い

生
活
に
も
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
２
月
装
具
が
変

わ
っ
て
、
今
歩
く
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

毎
週
水
、
金
曜
日
に

は
お
風
呂
に
入
れ
て

も
ら
い
、
水
曜
日
は

お
料
理
を
作
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
火

曜
日
は
府
中
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
作
業

療
法
と
理
学
療
法
、
木
曜
、
土
曜
日
は

元
気
ク
ラ
ブ
で
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
皆
様

方
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

右
手
が
不
自
由
な
た
め
左
手
で
の
記
入
、

乱
字
で
失
礼
し
ま
す
。

◆
田
宮
ト
シ
エ
さ
ん
（
広
島
市
）

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
出
席
す
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
日
程
が
合
わ
ず
お
許

し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
会
誌
「
考
心
」
が

待
ち
遠
し
く
、
お
送
り
い
た
だ
く
た
び

に
、
一
気
に
読
み
続
け
て
お
り
ま
す
。

仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
３
年
前
の
南
淵
先
生

に
弁
置
換
と
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
手
術

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
元
気
に
し

て
お
り
ま
す
。

◆
竹
内
衛
さ
ん
（
川
崎
市
中
原
区
）

役
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
バ
イ

パ
ス
手
術
を
し
て
何
年
も
経
ち
ま
す
。

幾
つ
か
病
気
が
あ
り
ま
す
が
、
お
陰
様

で
元
気
に
な
り
、
長
く
は
歩
け
ま
せ
ん

が
、
夫
婦
で
自
転
車
で
買
い
物
に
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
に
10
キ

ロ
グ
ラ
ム
も
痩
せ
て
心
配
に
な
り
、
入

院
し
ま
し
た
が
、
体
が
軽
く
な
っ
た
よ

う
で
１
人
で
起
き
上
が
れ
る
よ
う
に
な

り
安
心
し
ま
し
た
。
南
淵
先
生
に
は
い

つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
本
人
）。

い
つ
も
総
会
に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん

が
、「
考
心
」
が
届
く
の
を
一
番
の
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
15
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

役
員
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
南
淵
先
生
も
東
京
ハ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
行
か
れ
ま
し
た
が
、

い
つ
も
講
師
と
し
て
出
席
し
て
い
た
だ

き
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も

大
勢
の
方
が
出
席
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
も
主
人
の
片

腕
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。（
家
内
）

◆
広
田
陽
太
郎
さ
ん
（
福
島
県
会
津

坂
下
町
）

年
を
取
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
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６
月
、
緑
内
障
を
発
症
し
、
新
潟
大
学

医
学
部
眼
科
教
室
で
手
術
を
受
け
、
視

野
狭
窄
の
進
行
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
家
内
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
で
要
介
護
３
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
と
言
う
わ
け
で
、
自
宅

か
ら
外
出
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
を
極

め
て
お
り
ま
す
。
総
会
の
盛
会
を
祈
り

ま
す
。
機
関
誌
「
考
心
」
の
発
行
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
虎
岩
隆
江
さ
ん
（
多
摩
市
）

昨
年
８
月
、
東
京
虎
ノ
門
病
院
で
小

脳
梗
塞
（
出
血
性
）
の
手
術
を
受
け
て

以
来
、
多
摩
市
の
新
天
本
病
院
リ
ハ
ビ

リ
科
に
入
院
、
５
月
の
連
休
明
け
に
は

退
院
し
て
自
宅
療
養
に
切
り
替
わ
り
ま

し
た
。

◆
田
中
朝
治
さ
ん
（
千
葉
市
美
浜
区
）

年
齢
に
よ
る
せ
い
か
、
薬
の
影
響
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
関
節
の
痛
み
や
筋

肉
の
衰
え
を
覚
え
ま
す
が
、
61
歳
（
術

後
３
年
10
カ
月
経
過
）
で
好
き
な
剣
道

と
英
語
の
講
師
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

◆
小
林
次
郎
さ
ん
（
海
老
名
市
）

相
変
わ
ら
ず
１
日
お
き
に
透
析
へ
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
で
９
年
目
に
入

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
水
曜
日
、
金
曜
日

は
午
前
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
リ
ハ
ビ
リ
）、

午
後
は
４
時
か
ら
入
浴
と
介
護
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
総
会
に
は
出
席

で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
く
だ
さ
い
ま
せ
。

◆
藤
崎
忠
雄
さ
ん
（
会
津
若
松
市
）

大
腸
癌
で
40
日
入
院
、
そ
の
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
週
２
回
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
い
ま
す
。
役
員
の
皆
さ
ん
、
い
つ

も
ご
苦
労
様
で
す
。
出
席
で
き
ま
せ
ん

が
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◆
木
村
美
代
さ
ん
（
川
崎
市
高
津
区
）

今
回
は
残
念
な
が
ら
欠
席
し
ま
す
。

今
、
腰
痛
で
大
変
不
自
由
し
て
お
り
ま

す
。
歩
く
の
も
痛
く
、
ベ
ッ
ド
の
寝
起

き
も
痛
く
て
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
の
数
も
な
か
な
か
定
ま

り
ま
せ
ん
。
３
錠
に
な
っ
た
り
２
・
５

錠
に
な
っ
た
り
、
体
の
リ
ス
ク
を
考
え

た
時
、
少
々

多
め
の
方
が

安
心
、
そ
れ

と
も
少
な
め

の
方
が
い
い

の
か
？
担
当

の先生に

お
尋
ね
し
た

と
こ
ろ
「
ど

ち
ら
も
リ
ス

ク
は
と
も
な

い
ま
す
」
と

い
う
お
返
事

で
し
た
。
脳
梗
塞
は
３
度
繰
り
返
す
と

聞
き
ま
し
た
。
要
注
意
で
す
。

◆
小
川
和
子
さ
ん
（
相
模
原
市
南
区
）

体
調
は
良
好
で
す
。
先
日
風
呂
場
で

転
倒
し
、
尻
も
ち
を
つ
き
頭
も
ち
ょ
っ

と
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
腰
の

捻
挫
程
度
で
済
み
、
骨
折
は
免
れ
ま
し

た
。
Ｍ
Ｂ
Ｐ
を
飲
ん
で
て
軽
く
済
ん
だ

の
か
と
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
総
会

は
孫
の
バ
レ
エ
の
発
表
会
が
あ
る
の
で
、

残
念
で
す
が
欠
席
し
ま
す
。

◆
小
磯
進
さ
ん
（
八
王
子
市
）

腎
不
全
の
た
め
腹
膜
透
析
を
行
う
予

定
で
し
た
が
、
生
ま
れ
つ
き
膜
に
穴
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
カ
テ
ー
テ
ル

除
去
手
術
を
し
ま

し
た
。
４
月
25
日

に
退
院
し
た
ば
か

り
で
す
の
で
、
今

回
の
総
会
は
欠
席

い
た
し
ま
す
。

◆
小
林
宏
一
さ

ん
（
長
野
県
千
曲

市
）今

年
は
体
調
変

化
に
波
が
あ
り
ま

す
。
２
月
に
帯
状

疱
疹
に
罹
り
、
治

療
は
済
ん
だ
も
の

の
、
化
膿
し
た
箇

所
の
処
置
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
考
心
会
へ
は

１
年
ぶ
り
の
参
加

と
い
う
こ
と
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
梶
野
和
子
さ
ん
（
藤
沢
市
）

私
は
１
９
９
５
年
３
月
に
湘
南
鎌
倉

病
院
で
手
術
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

僧
帽
弁
置
換
手
術
で
生
体
弁
の
た
め
、

こ
の
ご
ろ
ち
ょ
っ
と
具
合
が
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
生
活
に
は
困
ら
な
い
の

で
感
謝
し
て
い
ま
す
。
10
年
し
か
も
た

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
と
か

大
丈
夫
で
す
。
出
席
し
た
い
の
で
す
が
、

１
人
で
あ
ま
り
遠
出
し
た
く
な
い
の
で

欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
南
淵
先

生
の
ご
活
躍
を
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
て
、

先
生
に
手
術
を
し
て
い
た
だ
い
て
本
当

に
幸
せ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　

◆
吉
田
文
子
さ
ん
（
横
浜
市
保
土
ヶ

谷
区
）

南
淵
先
生
に
大
動
脈
弁
置
換
手
術
を

し
て
い
た
だ
き
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

体
調
も
良
く
、
非
常
勤
で
働
い
て
い
ま

す
。
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
で
運
動
の
必
要

性
を
感
じ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
た
ま
に

ジ
ム
に
行
っ
て
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
時
は
、
心
臓
手
術
を
し
た
こ
と

を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
す
。
手
術
を

決
断
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
両
角
郁
夫
さ
ん
（
横
浜
市
旭
区
）

お
陰
様
で
10
年
目
の
今
年
、
思
い
も

か
け
な
か
っ
た
「
傘
寿
」
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
年
相
応
に
体
力
、

知
力
の
低
下
は
目
立
ち
ま
す
が
、
血
流

は
順
調
で
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
老
々
２

人
、
余
命
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
坂
下
勝
子
さ
ん
（
八
王
子
市
）

考
心
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
総
会
に
は

出
席
で
き
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

３
月
に
第
五
腰
椎
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、

遠
出
は
無
理
な
の
で
失
礼
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
様
お
体
を
大
切
に
お
励
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
平
賀
譲
さ
ん
（
八
王
子
市
）

早
い
も
の
で
バ
イ
パ
ス
手
術
か
ら
１

年
４
カ
月
。
幸
い
な
こ
と
に
体
調
も
順

調
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
始
め
た
散

歩
も
１
日
１
万
歩
を
超
え
る
よ
う
に
な
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り
ま
し
た
。
最
近
は
夫
婦
で
近
く
の
尾

根
道
を
歩
く
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

◆
飯
田
準
一
さ
ん
（
平
塚
市
）

バ
イ
パ
ス
手
術
か
ら
４
年
経
過
し
、

定
年
退
職
し
ま
し
た
。
現
在
は
50
ア
ー

ル
の
田
畑
を
耕
作
し
農
業
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

◆
三
好
五
十
平
さ
ん
（
相
模
原
市
中

央
区
）

２
０
０
７
年
８
月
に
南
淵
先
生
に
バ

イ
パ
ス
手
術
を
し
て
い
た
だ
き
、
翌
08

年
11
月
に
北
里
大
学
病
院
で
大
腸
癌
の

手
術
を
し
て
以
来
、
体
調
も
良
く
、
普

段
は
主
治
医
の
心
臓
内
科
の
先

生
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
毎
日
パ
ー
ト

で
の
仕
事
、
運
動
（
軟
式

野
球
）
、
趣
味
の
刃
物
研

ぎ
、
ウ
ク
レ
レ
演
奏
と
充

実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
た
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

◆
前
田
潔
さ
ん
（
相
模
原

市
中
央
区
）

平
成
24
年
３
月
30
日
、
急
性
動
脈
閉

塞
に
な
り
北
里
大
学
病
院
で
手
術
を
受

け
ま
し
た
、
総
会
に
は
出
席
で
き
ず
残

念
で
す
。

◆
菊
地
綾
子
さ
ん
（
宮
崎
県
日
向
市
）

平
成
24
年
度
総
会
の
ご
案
内
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
も
欠
席
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
実
は
主
人
が
３
月
10
日

に
急
逝
し
、
精
神
的
に
も
ま
だ
信
じ
ら

れ
な
い
気
持
ち
で
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
昨
夏
か
ら
昨
秋
に
か
け
て
は

診
療
の
件
で
山
本
事
務
局
長
に
大
変
お

世
話
に
な
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
の
皆
様
、
先
生
方
に
よ
ろ
し
く
お

伝
え
下
さ
い
ま
せ
。

◆
本
田
正
幸
さ
ん
（
座
間
市
）

２
０
０
９
年
４
月
13
日
、
低
侵
襲
バ

イ
パ
ス
手
術
を
し
ま
し
て
、
次
に
10
年

11
月
17
日
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
ス
テ

ン
ト
を
入
れ
る
手
術
を
し
ま
し
た
。
年

の
せ
い
か
足
の
筋
力
の
衰
え
が
ひ
ど
い

で
す
。
毎
日
、
５
０
０
０
歩
の
散
歩
で

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
、
現
在
74
歳
で
す
。

◆
塚
越
郁
代
さ
ん
（
高
崎
市
）

私
は
平
成
12
年
に
手
術
を
し
て
今
年

12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
手
術
を
し
て

何
の
異
常
も
な
く
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
総
会
の
時
は
他
の
行
事

と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
参
加
で
き
ず
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
も
旅
行
と
重

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
欠
席
い

た
し
ま
す
。
役
員
の
皆
様
、
本
当
に
ご

苦
労
様
で
す
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◆
大
川
内
潔
さ
ん
（
秦
野
市
）

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
６
年
前
に
倉

田
先
生
に
弁
置
換
手
術
を
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
順
調
で
元
気
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
今
は
毎
日
が
日
曜
日
の
生

活
に
入
り
ま
し
た
が
、
週
に
１
回
の
ゴ

ル
フ
、
ほ
ぼ
毎
日
の
写
真
撮
影
に
出
か

け
て
お
り
ま
す
。
被
写
体
は
小
鳥
が
主

で
、
山
や
川
を
歩
き
回
り
ま
す
が
、
と

て
も
順
調
で
す
。

◆
坂
口
直
子
さ
ん
（
都
留
市
）

犬
の
世
話
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
私
の
元
気
の
元
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

手
術
し
て
秋
に
丸
８
年
目
で
す
が
、
ど

こ
も
悪
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
と
て
も
順

調
で
す
。
皆
様
方
も
ど
う
か
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

◆
宮
澤
正
樹
さ
ん
（
茅
ヶ
崎
市
）

大
和
成
和
病
院
で
大
動
脈
弁
の
人
工

弁
置
換
手
術
を
受
け
て
７
年
。
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
植
込
術
を
受
け
て
丸
５
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
す
こ
ぶ
る
順
調
で

す
。
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
を
も
ら
い
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
の
電
池
の
寿
命
も
あ
と
３

年
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
、

散
歩
で
体
調
維
持
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

◆
千
葉
正
英
さ
ん
（
横
浜
市
緑
区
）

お
か
げ
さ
ま
で
特
に
異
常
を
感
じ
る

こ
と
も
な
く
、
日
常
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。
大
動
脈
弁
の
生
体
弁
置
換
手

術
後
も
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
な
ど
を
服
用

し
て
い
る
事
が
大
き
な
要
因
か
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
大
和
成
和
病
院
で
も

内
視
鏡
に
よ
る
弁
置
換
手
術
に
取
り
組

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
再
手
術
ま
で

に
間
に
合
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

◆
惣
田
誓
夫
さ
ん
（
横
浜
市
青
葉
区
）

平
成
16
年
３
月
、
南
淵
先
生
の
心
臓

バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
て
か
ら
８
年
半

が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
も
先
生
を
ご
紹

介
下
さ
っ
た
「
や
ま
が
み
内
科
医
院
」

で
健
康
管
理
を
兼
ね
、
定
期
検
診
と
投

薬
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。
加
齢
に
よ

る
耳
鳴
り
以
外
は
懸
念
な
い
と
の
こ
と

で
す
。
休
日
は
好
き
な
ゴ
ル
フ
（
平
均

30
ラ
ウ
ン
ド
）
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

会
の
ご
隆
盛
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

◆
菅
沼
照
武
さ
ん
（
相
模
原
市
南
区
）

仕
事
の
都
合
で
総
会
は
欠
席
い
た
し

ま
す
。
術
後
、
17
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

先
日
、
大
和
成
和
病
院
で
初
め
て
ス
テ

ン
ト
を
４
本
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

順
調
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

◆
中
間
春
代
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）

総
会
に
出
席
し
て
南
淵
先
生
や
諸
先

生
方
の
講
演
を
聴
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
５
月
25
日
が
検
診
日
で
す
の

で
、
欠
席
い
た
し
ま
す
。
手
術
後
４
年

に
な
り
ま
す
が
、
１
年
に
１
回
の
検
診

に
通
い
、
南
淵
先
生
の
お
話
も
伺
い
、

安
心
と
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
々
健
や
か
に
過
ご
せ
る
の
も
先
生
の

お
か
げ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◆
広
瀬
昌
之
さ
ん
（
八
王
子
市
）

術
後
６
年
が
過
ぎ
、
経
過
は
順
調
で

す
。
タ
ク
シ
ー
の
仕
事
は
定
年
を
迎
え

嘱
託
に
な
り
ま
し
た
が
、
月
８
日
勤
務

で
働
い
て
い
ま
す
。
還
暦
を
経
て
始
め

た
俳
句
、
詩
吟
も
続
け
て
い
ま
す
。
職

場
で
始
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
も
早

19
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
句
。

「
一
山
を
越
え
て
転
寝
春
来
る
」

第30号（32）こうしん平成24年6月10日(日)

おおたたよよりり

考心会講演会のお知らせ
考心会の「平成24年度講演会」の日程
が下記のように決まりましたのでお知
らせいたします。 詳しいことは９月始
めにご案内させていただきます。
■日時　平成24年10月24日（水）

ＰＭ12時受付、1時開会
■会場　藤沢市民会館多目的ホール　　　　

（小田急線藤沢駅歩5分）

ご
寄
付
者
名
簿
（
敬
称
略
）

（
平
成
23
年
４
月
〜
24
年
５
月
）
寺

尾
雅
一
、
西
田
君
代
、
河
本
努
、
北

川
都
、
長
尾
慎
一
、
藤
崎
浩
行


